安全のための説明 1 


安全にご使用いただくために 


当製品のご使用にあたつては、電化製品を使用する 
際の一般的な順守事項に加えて、以下の注意事項を 
必ずお守り下さい。 

また、ご使用の前には必ず説明書をご一読の上、操 
作方法を十分理解してから、ご使用下さい。 

当製品をご使用にならない時は、電源プラグをコン 
セントから外しておいて下さい。 


警告 


感電、火災の恐れがあります。次の注意事項をお守 
り下さい。 

1. プラグをコンセントに接続したままで、ミシン 
から離れないで下さい。 

2 . ご使用後、またはミシンの掃除をする際には、 
必ずコンセントからプラグを抜いて下さい。 


危険 


感電、火災、けがの原因になります。次の注意事項 

をお守り下さい。 

1. おもちやとして絶対にご使用にならないで下さ 
い。また、小さなお子様の近くでお使いになる 
時は、特別の注意をお願い致します。 

2 . この説明書の記載内容に従ってご使用下さい。 
また、ベルニナ社がお薦めする付属品のみをご 
使用下さい。 

3. 次のような場合には、当製品の使用を中止して 
下さい。 

•ミシン、フットコント ローラーの コード、 

プラグに傷があるとき。 

• ミシンが正常に作動しないとき。 

•落としたり、損傷したとき。 

• 水の中に落としたとき。 
このような場合には、最寄りの正規販売代理店 
に、ミシンの点検、修理、調整のご依頼をお願 
い致します。 

4. ミシンの通気孔をふさがないで下さい。また、 
ミシンの通気孔に糸くずやほこり、布きれが詰 
まつた状態で使用しないで下さい。モーターが 
過熱する原因となります。 


5. 操作中は、動く部品に指を近づけないで下さしヽ。 
特に針の回りでは、細心の注意を払って下さい。 

6. 常に当製品専用の針板をご使用下さい。不適切 
な針板のご使用は、針折れの原因となります。 

7. 曲がった針は使用しないで下さい。 


8 . 裁縫中に布を引っ張ったり、押し込んだりする 
と、針をいため、針折れの原因となります。 

9. 糸、針、ポビン、押え金等を交換する際には、 
ミシンの電源スイッチを切って下さい。 

10. ミシンカバーを外し、注油、又は説明書に従 
って調整する場合には、必ずプラグをコンセ 
ントから抜いて下さい。 

11. ミシンやフットコントローラーの隙間からも 
のを入れたり、差し込んだりしないで下さい。 

12. 戸外では使用しないで下さい。 

13. 酸素ガス等の引火性のあるスプレーを使用し 
ている場所では、使わないで下さい。 

14. プラグをコンセントから抜く前に、必ずミシ 
ン本体の電源を切って下さい。 

15. プラグをコンセントか 6 抜く場合には、コー 
ドを引っ張らずに、プラグを持って抜いて下 
さい。 

16. 以上の使用方法を順守しないために生じた損 
害に対しては、いかなる場合も当社は責任を 
持ちかねますので、ご了承下さい。 


説明書の保管 


当製品を安全にご使用いただくために、この説明書 
は大切に保管して下さい。 
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BERNINA ⑧ 



"Welcome to 
the BERNINA 


この度は、ベルニナ.ソーイングおよび刺しゅう用コンピュータミシン.アーティス 
夕をご購入いただき誠にありがとうございます。あなたのソーイング • ライフにおい 
てもつともエキサイティングな出来事であつたことと思います。 

お客様にご満足いただける卓越したスイス • クオリティと、未来を見据えたソーイン 
グテクノロジーを先取りして開発した、他に類を見ない顧客サービスに支えられたべ 
ルニナ社の製品をお届け出来ることを誇りに思う次第です。1〇 〇年以上にわたる年 
月を越えてこのフアミリー経営のベルニナ社を支えて来た原動力はこの誇りであり、 
私もこのベルニナ社の伝統を継承してゆく考えでおります。 


f ■ | r | // 名前が示すとおり、《アーティスタ》ソーイング • コンピュータは、あらゆるソーイ 

ングにおいて無限の喜びを可能にしてくれる、まさしく芸術品です。あなたの創造性 
を鼓舞し、あなたが意図するアイデアを最高の形で実現させる重要なお手伝いができ 
、大変光栄に思っております。 




H.P. Ueltschi 
BERNINA Sewing Machine 
Company 


さらに、無限のソーイングを全て可能にする豊富なソーイング • アクセサリーと、実 
践的でクリエイテイブなベルニナ • ソフトウェアーで、ベルニナ流のソーイングを存 
分にお楽しみ下さい。 


www.bernina.com 


030866.51 .10 0401 a185 JP 






目次 


3 


1 

安全にご使用いただくために 

2 

ごあいさつ 

4-5 

各部名称 

6—13 

ミシンの準備 

14-16 

縫い目模様一覧 

17 

押え金 

18-19 

実用縫い/ボタンホール 

20—25 

ミシンの概略説明 

25—31 

機能説明 

31 

メッセ— ジ 

32—39 

ボタンホール縫い 

40—41 

文字、数字 

42—47 

メモリー 

48—50 

キルティングステッチ、16方向縫い、4方向縫い 

50—51 

横送り縫い《アウトラインデザイン》 

52—53 

送りバランス 

54 

ヘルプ機能 

55—57 

糸調子/チュートリアル/ソーイングコンサルタント 

58 

スマート機能 

59—72 

セットアップ■プログラム 

73 

エコ(節約)機能 

73—75 

特殊アクセサリー 

76—78 

針、糸、布送り 

79 

メインテナンスの方法 

80 

困った時には 

81—82 

用語解説 

83—84 

索引 


030866.51 .10 0401 a185 JP 



4 


各部の名称 


各部の名称 



前面 



背面 
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1 爸カバー 
2針板 

3 ソーインクベッド 
4繕い縫い枠(オプション）取付け穴 
5押え金 

6 針止め 

7 針元糸案内 
8上糸糸通し機 
9 天秤 カバー 

10上糸掛け糸道 

11 天秤 

12 下糸巻き案内 

13 針元返し縫いボタン 
14お好み機能ボタン 

15 自動糸カッター 

16 スクリーン 

17 糸巻きスイッチ/糸切り 
18実用縫いグループ選択ボタン 
19 ボタンホールグループ選択ボタン 
20模様縫いグループ選択ボタン 
21文字グループ選択ボタン 
22朿 lj しゆう模様縫いグループ選択ボタン 
23キルティングステッチ、16方向縫い選択ボタン 

24 《 clr 》 クリアボタン 

25 « mem » メモリーボタン 
26針上下停止位置選択ボタン 
27ヘルプ機能ボタン 
28 オン■ボード ■マニュアル ■ボタン 

左側面 29 振り幅調節つまみ 

30送り長さ調節つまみ 
31針基線選択ボタン 
32 スマー ト機能ボタン 
33セットアップ機能ボタン 
34 《 eco 》エコ機能ボタン 

35膝押え上げレバー差し込み口 

36 押え上げレバー 

37 キヤリングハンドル 

38 糸こまホルダー 

39 ソー イング テー ブルソケット 
40糸切り（マニュアル） 

41 押え圧調節つまみ 

42 はずみ車 
43電源スイッチ 
44電源コードソケット 

45 送り歯ドロッププッシュボタン 

46 フットコントローラーコードソケット差込み口 
47朿 lj しゆう機コードソケット差し込み口 

48 パソコン接続用シリアルポート 

49 レンズホルダー 

50 ソーイングライト 


右側面 
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ミシンの準備 



キヤリングケース 

キヤリングケース 

ミシンをほこりや汚れから守ります。 

また、付属品のケースとしても利用できます。 

付属品 

■ フットコントロ_ラ_ 

• 使用説明書 
_電源コード 
• 保証書 

_膝押え上げレバー 

■ソ_イングテ_ブル用シ_ムガイド 

■ソ _ イングテ _ ブル 

ソーイングテーブルを取り外す時は、上に持ち上げてから取り外して 
ください。 



取り外し方 

キャリングケースを取り外すには、両手で両側を持ってから、真上に持 
ち上げるようにします。 

予備の糸立て棒は、キヤリングケースをかぶせる際、必ず取り外してお 
いて下さい。 


付属品ボックス 



標準付属品の収納 

•ボックス底にある左右の足を、かちんと音がするまで開くと、自立型のボックスを立てるこ 
とができます。 

•付属品ボックスには、大小各1個の引き出しがついています。また、内部はボビン収納用に 
2つ、コード付き押え金収納用に2つ、およびコードなしの押え金用に1つの収納用コンパ 
—トメントに分かれています。コンパートメントは、箱の中に保管することができます。ま 
た別売りオプションの引き出しおよびコンパートメントを追加することも可能です。 

• ボビンは指定のボビンホルダーに保管します。 

•ボビンを取り出すには、ホルダー部分 （A ) の下を、軽く押します。 

•押え金は、指定のハンガーにつるします。 

• その他の付属品は、写真のように保管します。 


スーツケースシステム（別売りオプション） 

• スーツケースシステムは、キヤスター付ですのでミシンの持ち運びにも便利です。 


標準付属品 

■ ボビン4個（およびボビンケ _ スの中に 
1個） 

■ 針 ㈩ ）1 セット 
■シーム 1 J ッパー 
■ ドライバー(小） 

■ 特殊ドライバー 
- ブラシ 
■シ_ムガイド 
■ ウレタンノ 《ツド 
- #1 C スーパー模様押え 

■ #2 A オーバーロック押え 
■ 井 3 C ボタンホール押え 

■ #3 A 自動ボタンホール押え 

■ #4 ファスナー 用押え 

■ #5まつり縫い押え 

■ #8ジーンズ押え 

■ #18ボタン縫い付け押え 

■ #20 C オープン刺しゆう押え 
- #40 C 横送り縫い押え 

• 高さ調節板 
■ 垂直型糸立て棒 
-糸こまカバー3種類 
■ オイル 

- CPS 模様交換ソフト CD —ROM 

■ ART リンク朿 lj しゆうソフト CD-ROM 
■ 自動ボタンホール押え用布案内板 
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電源コード 


電源コード 

キヤリングケースの中に収納 
されています。 

• プラグ A をミシンに接続 
します。 

• プラグ B を電源コンセン 
卜に差し込みます。 


フットコント ロー ラ-用 コー 

• プラグ C をミシンに接続し 
ます。 



フットコントロ_ラ_ 



ソー イングスピード 
■ ペダルの踏み加減でスピー 
ドを調整します。 

■ ペダルのかかと部分（矢印） 
を踏んで針の上げ下げが出 
来ます。 



コードの収納方法 
• 裏側に巻き取ります。 

• プラグは、 A の差込穴に差 


し込みます。 


電源スイツチ 



電源スイツチ 

電源スイツチは、ミシンの右 
側下 （ 矢印）にあります。 

• 1:スイツチはオン 
• 0 :スイツチはオフ 


照明ランプは、セツトアツ 
ブ*ブログラムで《点灯する 
»、又はくく点灯しない》を選 
択します。《点灯する》を選 
んだ時は、電源スイツチに連 
動します。 


「安全にご使用頂くために」 
のページをご参照下さい。 


ソー イングテーブル 



広い ソー イング テー ブル 
• 作業スペースを広げます。 

取り付け方 

• 針と押え金を上げます。 

•フリーアー厶部に差し込 
み、強く止まるまで押し込 
みます。 


取り外し方 

• 左方向に引いて、取り外し 
ます。 

布ガイド 

• テーブルの手前下の溝に 
沿つて、右方向からスライ 
ドさせながら差し込みま 
す0 


• テーブル上で安定した布 
ガイドが可能になります。 

定規 

• ソー イング テーブルの 定 
規の《0»は、針基線の中 
央を基準としています。 


膝押え上げレバー（フリーハンドシステム） 



押え金の上下 

• レバーで押え金の上げ下 
げが出来ます。 

• 膝で右に押します。 

• 押え金が上がり、同時に送 
り歯が下がります。上糸調 
子も、同時に開放されます。 
• 縫い出すと、送り歯は自動 
的に上がります。 


取り付け方 

• 膝押え上げレバーは、キャ 
リングケースの中に収納 
されています。 

• レバーの差し込み口は、ミ 
シンの土台の前方右下に 
あります。 

• ミシンを正面にして、レバ 
一が膝の右側に来るよう 
に座ります。 


メモ： 

レバーの角度は、調整可能で 
す。最寄りの正規販売代理店 
にご相談下さい。 
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ミシンの準備 


下糸の巻き方 



下糸を巻く 

■ 電源スイッチをオンに。 

■ 空のボビンを糸巻き軸に差し 
込みます。 




糸の通し方 糸切り 

■ 糸を図中の矢印に従い時計回りに一巻きし、 糸切りで糸を切ります。 

■ 空のボビンに糸を数回巻きつけ、糸巻き用の糸 
切りで余分な糸をカットします。 

-ボビン押えをボビン側に倒します。 

■ フットコントローラー を踏み込みます。 。 

■ ボビンが一杯になれば、モーターは自動的に止まります 
-ボビンを外します。 


ボビンケース 



取り出し方 
• 針を上に上げ、 

• 鼋源をオフ《◦》、 

• 釜開閉カバーを開け、 

ボビンケースの爪の部分をつま 
んで、取り出します。 





装着方法 

■ 爪の部分をつまみ、 

■ ボビンケースの開口部を上に 
して、 

■ 釜に装着します。 

開閉カバーを閉めます。 





下糸カッター 

■ ボビンケースを差し込み、 

■ A のカッターで余分の糸を切り 
ます。 



注意： 

刺しゆうするときはミシンに同梱さ 
れた糸案内付の刺しゆう用ボビン 
ケースをご使用下さい。 


メモ： 「安全にご使用頂くために」のぺ 

通常は、下糸を持ち上げる必要ージをご参照下さい。 

なく、最適な下糸の長さで縫い始 
められます。 


ボビンの入れ方 



糸の巻き方向が時計回りにな 
るように、注意してボビンをボ 
ビンケースに入れます。 



糸を時計と反対方向に引きな 
がら切り溝の中に入れ、 



パネの下を通して糸がパネの 
端の T 字型溝を通って、だ円形 
の窓から出るまで引っ張りま 
す。 



糸の端を引っ張ると、ボビンが 
図のように時計回りに回ること 
を確かめて下さい。 
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針の交換 



針のとり外し方 
■ 針を上げ、 

• 鼋源をオフにしてから、 

■ 押えを外します。 

• 指先でネジを緩め、 

_針を下に引いて、外します。 

針の取り付け方 

_針の平らな側が後ろになるように持ち、 

• そのまま、一杯まで差し込んでから、 

■ ネジをしめます。 

「安全にご使用頂くために」のページをご參照下さい。 


押えの交換 



押え金の交換方法 
_針と押え金を上げ、 

-電源をオフ《0》にします。 



押え金止めレバーを上げる 

■ 押え金止めレバーを持ち上 
げ、 

■ 押え金を取り外します。 



押え金の取り付け方 
• 押え金を上に一杯まで差し 
込み、 

• 押え金止めレバーを下げま 
す0 


「安全にご使用頂くために」のべ 
ージをご參照下さい。 


補助糸立て棒(垂直式) 




垂直式糸立て棒 

_垂直式の補助糸立て棒は標準アクセサリーに含まれています。 

_取り付け方は、図のように、右側から回転させるようにして取り付け 
ます。 

-取り外し方は、逆の方向に回すようにして外します。 

- 2本針などで、2本以上の糸を使う時に使用します。 
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ミシンの準備 


上糸のかけ方 



糸こまのセット方法 

• 針を上に上げて、押えも上げます。 

• 電源をオフ《0》にします。 

• パッド付糸こま土台を図のように取付 
けます。 

. 糸こまが手前にまわるようにセットし 
ます。 

-糸こまの直径に合った糸こま押えで平 
らな面を糸こま側にして隙間のないよ 
うに糸こまを固定します。 

• 図中 A の糸案内に糸を通します。 

• 次に、上糸テンションの糸道に通します。 


下へ 

■ 天秤 カバーの 右側に 沿って巳へ、 


上へ 

_天秤カバーの左側に沿って C まで通し、 


下へ 

■ 最後に D 、 E それぞれの糸掛けに通します。 


「安全にご使用頂くために」のページをご參照下さい。 


上糸糸通し 



糸をフックに掛ける 
_押え金を下げ、 

■ 上糸を巳のフックに軽くひっか 
け、 



糸通し機のレバーを下げる 
■ A のレバーを押し下げ、 

■ 同時に糸を巳のフックに巻きつ 
けながら、針の右側にもってき 
て、 



糸を針の前へ 
_針の前方に糸をのばし、 

-糸がフックにひっかかるように 
し、 



レバーを開放する 
■ A のレバーと糸を離せば完了 
です。 

輪になっている糸を後ろへ引くと 
糸が針穴に通ります。 


下糸の引き上げ方 



下糸の引き上げ方 注意 

_下糸を下糸カッターでカットしたときは、下糸を引き上げる必要はあ特殊な縫い方においては下糸を 
りません。 必ず引き上げることも必要です。 

■ 上糸を手で持ったままで、 

■ 一針だけ縫います。 

■ 上糸を弓 K と、下糸が上がってきます。 

■ 両方の糸を押え金の溝を通して、横に引き出し、 

■ 糸切りで切ります。 
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◎ 



2本針の糸通しについて 
1本目の糸を通す 

■ 糸コマを水平式の糸立て棒にセットします。 

■ 糸を、溝の前から A のテンションディスクの右側に通します。 

■ ふつうに糸かけをしながら、巳の糸ガイドの右側から右側の針に糸を 
通します。 


2番目の糸を通す 

■ 糸コマを垂直式の糸立て棒にセットします。 

■ 糸を、溝の前から A のテンションディスクの左側に通します。 
-巳の糸ガイドの左側から、左側の針に糸を通します。 

-右側の糸とからんでいないことを確認してください。 


ご注意:垂直糸立て棒をご使用になる時は、 
糸こまの糸が滑り落ちて絡みつかないよう 
に、必ずアクセサリー中のフォーム付糸 
立て土台をご使用下さい。 


3本針の糸通しについて 

■ 糸コマ2本と、一杯に糸を巻いたボビンが1個必要です。 

-糸コマを1本、水平式の糸立て棒にセットします。 

■ 2本目の糸コマとボビンは、糸コマディスクで隔てるようにして、垂直 
式糸立て棒にセットします。その際、糸コマとボビンは、同じ方向に 
回るようにします。 

■ 2本の糸を A のテンションディスクおよび巳の糸ガイドの左側に、もう 
1本を右側に来るようにして、通します。 


注意 

追加の糸ガイド(別売りオプション）を使うと、垂直式の糸立て棒にセツ 
卜した糸がスムーズに送られるようになり、失敗が少なくなります。 




マルチ 糸 ホルダー 

(別売りオプションとなります。） 


030866.51 .10 0401 a 185 JP 




































































12 


ミシンの準備 


M 


9 mm 針板 



5.5 mm 針板(別売りオプション） 


II 


直線縫い用針板 
(別売りオプション） 


針板上のマーキング 

■ 針板にはシームガイドラインがミリとインチの 
両方で表示されています。 

_手前の表示がミリで、後方がインチです。 

■ シーム ガイドラインは、針と シーム ガイドライ 
ンの距離を示します。 

■ 針の刺す位置が、ゼロとなります。（針位置 
が中央の場合。） 

-ミリおよびインチのシームガイドラインは、中 
心から左右両方向にあります。 

■ 布端をシームガイドラインに沿わせて縫いま 
す。 

■ 横方向のマ _ キングは、コーナー部分やボタ 
ンホールを縫うときに便利です。 


針板の取り外し方 
• 電源をオフ(〇)にします。 

-押え金と針を上位置に上げます。 

_針板の右後ろコーナーを押し下げ、カチンと 
外します。 


針板の取り付け方 

■ A の開口部分に針板を合わせて、カチンとは 
まるまで押し下げます。 


送り歯ドロップ機構 



ドロップボタンは右側面にあります。 

■ ボタンの上がっている状態では送り歯は上 
にあり、普通縫い用の設定となっています。 

■ ボタンを押すと、送り歯が下がり、つくろい縫 
いや刺しゆう等、フリーハンド縫い用の設定 
となります。 




糸切り（マニュアル） 



上糸と下糸両方を、前から後ろの方向へ引 
つ掛けるようにして糸を切ります。 

そのままで縫い始めると、糸は自動的には 
ずれます。 
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押え圧力調節 


ミシンの準備 


13 



左側面に調節つまみがあります標準押え圧力 
調節つまみはミシンランプカバ • 通常のソーイング 
一の左側にあります。 


押え圧力を弱くする 
• ジャージーやソフトなニット 
地やキルティングなどに。 

• 生地が伸びるのを防ぎます。 


押え圧力を強くする 
• 薄地や、滑りやすい生地や 
キルテイングに。 

• 布送りを良くし、バッカリ 


実用縫い模様 



送りに影響を受けない程度に調 
節します。 


ングを防ぎます。 
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模様縫いメニュー 
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16 方向（パノラマ)と4方向（パッチ)縫い模様 


模様縫いメニュー 
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模様縫いメニュー 
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押え金 17 


押え金 

注意;押え金番号の後ろについている C の文字は、その押え 
金に布ガイドがついている，または9 mm 幅のステッチが 
可能なセンサーがついていることを示しています。布ガイ 


と、振り幅は通常の 5.5 ミリではなく、9ミリとなります。 
この文字は必ずしもすべての押え金のついているわけでは 
なく，また画面上の押え金表示機能でも表示されないこと 


ド付きの押え金をミシンに取り付け、ステツチを選択する があります。 



#1 C 


#2 A 


#3 C 


# 3 A 


スーパー模様押え 
実用縫い、模様縫い 


オーバーロック押え 
オーバーロック縫い 
布端かがり 


ボタンホール押え 
ボタンホ _ ル縫い 


自動ボタンホール押え 
フラツトな部分でのボタンホ 
—ル縫い、自動つくろい縫い 





#4 

フアスナー 押え 
フアスナー 付けに 


#5 

まつり縫い押え 
まつり縫い、エッジ縫いに 


#8 

ジーンズ押え 

厚手の生地の直線縫いに 


#18 

ボタン縫い付け押え 

ボタン、スナップおよび鳩目を縫 

うときに 




オーブン刺しゆう押え 横送り模様押え 

刺しゅう、アップリケ、サテン 横送り模様に 

ステツチ模様、文字、モノグラ 


特殊べルニナ押え 

ほとんどのソーイングは付属の標準押え金で可能ですが、キルテ 
ィングや、伝統的な手法を使ったソーイング、クラフト、ホー厶 
デコレーション、洋裁など、特殊な作業に必要な押え金がオプシ 
ョンで用意されています。 

詳しくは、ベルニナ正規販売代理店へお問い合わせください。 


030866.51 .10 0401 a185 JP 
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実用縫い模様と用途 


11.スーパーストレツチ 

非常に伸縮性の強いニツト地やライクラ地など 
の縫い合わせ。 


12ギャザリングステッチ 

あらゆる生地、ゴムひもを使ったシャーリン 
グ、キルト綿等突き合わせ縫い。 


13ストレッチオーバーロック 

中厚地のニット地、タオル地その他腰のある 
生地。 


14ジャージーステッチ 

天然、混紡、あるいは化繊やデリケートなニッ 
卜地。飾り縫い、縁かがり、繕い等に。 


15 ユニバーサルステッチ 

フェルト等厚地の生地またはレザー等突き 
合わせ、飾り縫い等。 


16二点ジグ'ザ" 

目の粗い生地、布端の補強に、エラスティック 
や飾り縫いに。 


17ライクラステツチ 

二方向伸縮性のニット地に、フラットな突き合 
わせ、縁縫い、下着などに。 


18ストレッチステッチ 

すべてのストレッチタイプの生地に、スポー 
ツウェアーなど。 


19強化才ーバーロック 

中厚地のニット地、ジャージ _ 、タオル地や、 
固めの織物に。 


20ニットオーバーロック 

機械編みや、手編みのあらゆるニット地に。 
縁かがりと縫い合わせを同時に仕上げます。 


実用縫い模様 

1直線縫い 


伸縮性のない生地。すべての直線縫い。 



2ジグザグ縫い 

あらゆる生地。薄地でのジグザグ縫いや、ゴム 
ひもやレースの縫い付けなど。 



3バリオーバーロック 

主に薄地のジャージー等、伸縮地の縁かがり 
や才ーバーロック縫い。 



4ランニングステッチ 

あらゆる生地。つくろい縫い、パッチの縫い付 
けや補強縫いなど。 


5自動止め縫い 

あらゆる生地。直線縫いの始めと終りを自動 
的に止め縫いします。 



6トリプルステッチ 

厚くて丈夫な生地。補強縫いに。 



7トリプルジグザグ 

厚くて丈夫な生地。補強縫い、トップステッチや 
ヘム縫い、飾りステッチ、カウチングなどに。 




8ネツトステツチ 

インターロック地や滑らかな生地に。トップス 
テツチやヘム縫いに。 




9まつり縫い 

あらゆる生地。くけ縫いやソフトなジャージー、 
薄地のシェルタック、飾り縫いなど 

に0 




> 

> 

> 



10■ダブルオーバーロック 


20 

1 U 

富 

あらゆるニット地。縫うと同時に縁の始末が 
できます。 


1 
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実用縫い模様と用途 


19 



21 


1,1 

22 

1,1 

i!i 

i!i 


23 

.++++ 

miJ 

■■TTTT 


21しつけ縫い 
しつけ縫い。 


22自動繕い縫い 

薄地や中厚地の布の自動繕い縫い。 


23 自動強化繕い縫い 

厚地の自動繕い縫い。 



24 自動かんぬき止め縫い 

ポケットの両端やあき止まりなど、ほつれや 
すい個所やべルトループに。 


25 




26 



25 自動かんぬき止め縫い 

ポケットの両端やあき止まりなど、ほつれや 
すい個所やべルトループに。 


26 フライステッチ（大型） 

中厚手の生地、ポケットの端部分、ファスナ 
—および開口部分の補強に。 


ボタンホール縫いと用途 


51 

n 

51 標準ボタンホール 

薄手から中厚手の生地。ブラウス、シャツ、 
ズボン、寝具等に。 

5S 

fl 


52 標準ボタンホール(幅小） 

薄手から中くらいの厚さの生地。ブラウ 
ス、シャツ、ドレス、ズボン、幼児服等。 


52 

1 

59 


53 ストレッチボタンホール 

木綿、化繊、シルクウールのあらゆる伸縮 
性ある生地。 


53 

60 


54 鳩目ボタノホール 

厚地で伸縮性のない生地。ジャケット、コー 
卜、ズボン等。 


54 

61 

〇 


55 フウンドボタンホール 

中および厚地の生地に、ジャケット、レインコ 
—卜などに。 


r 

62 

〇 


58 強化鳩目ボタンホール 

堅い、伸縮性のない生地に。ジャケット、コー 
卜、レジヤーウェアに。 


59 直線縫いボタンホール 

ボタンホールの準備縫いに、ポケットの開口 
部に0 


60 ボタン付け 

二つ穴、または四つ穴のボタン付けに。 


61 ジグザグ■アイレット 

紐穴や、リボンやバンド穴、飾り縫いに。 


62 直線アイレット 

紐穴や、細いリボン穴に。 


56 

n 

56 標準鳩目ボタンホール 

63 

厚地、伸縮性のない生地。 


ジャケット、コート、ズボン、レジャーウェア等 


iS 

に。 

II 


57 ポイント鳩目ボタンホ ー ル 

伸縮性のない堅い生地に。 

ジャケット、コート、レジヤーウェアに。 



63 手縫い風ボタンホール 

薄手から中位の織地に。ブラウス、ドレス、レ 
ジャーウヱア、寝具等。 


ボタンホールの詳細については、ソーイングマニュ 
アルの 21-30 ページをご覧ください。 
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20 ミシンの操作説明 


スクリ _ ン操作 

アーテイスタは外部操作ボタンとつまみ、及びタッチスクリーンの両方で操作します。 



artista 185 
BERNINA® 

Sewing & Embroidery System 

Made in Switzerland 

© Fritz Gegauf Ltd./ BERNINA Sewing Machine Company 
CH - 8266 Steckborn / Switzerland 
www. bernina. com 


ミシンの電源を入れる 
■ スイッチの《 I 》を押してオンにし 
ます。 


Welcome ” セージが約3秒間画面 
に表示されます。 

. Welcome 

このスクリーンはセツトアップ機能で 
出さないようにすることも出来ます。 


A B C D E 


Sic び 

1 

! 

2 

i 


3 

ノ 

il 

D 

-5 

-4 

-3 


6 

7 

多 

\ 

8 

v 9 


H 


11 

12 

\ 

h 

K 

13 

U 

il 

a - a. | 

m ! 

a ： 

0-9 



K - J 


実用縫いスクリーン 

■ Welcome メッセージカ《消'元ると実用縫 
いスクリーンが表示されます。 

■ スクリーンには次の情報が含まれて 
います。 

A 基本の押え金の表不 
B 針上下停止位置表示 
C 《 F 機能》ボタンにセットされた機 
能の表示 

D 選択した模様の番号 
E 振り幅(基本セッティングが点滅） 


針基線 （11 ポジション） 

画面スクロール上下矢印 

送り長さ(基本セッティングが点滅） 

機能スクロール用矢印 

選んだ模様は黒く強調して表示され 

ます。 

機能 ツールバー 
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ミシンの操作説明 21 


スクリ-ン操作、模様の選択、模様の表示、機能の選択 


S 1c 0 A 〇 ' 2 . 


i 

i 

l 

^ * 

l 5 

D 



6 


i 

9 


* 


11 

1 


13 

K 

K 

U 


a - a. m ! mi a ： 

: 0-9 

和 



# 


0 1 2 3 4 5 

〔 .. ■ ■ ■ 


模様の選択 

■ 縫いたい模様ボタンをタッチして選び 
ます。 

■ 選んだ模様が黒く強調されて表示さ 
れます。 

■ すべての模様には番号がついていま 
す0 


振り幅の調節方法 

ミシンパネル右上の一番上のつまみを回 
します。 


変更した振り幅が画面の中の振り幅 
表示に現われます。 

基本セッティングが点滅しています。 
変更された模様のセッティングで表示 
されます。 

センサー付きの押え金を使用すると 
自動的に振り幅を最大9ミリにセット 
します。 



送り長さの調節方法 
- ミシンパネル右上の上から2番目の 
つまみを回します。 


- 5 
-4 



L= 0 


変更した送り長さが画面の中の送り 
長さ表示に現われます。 

基本セッティングが点滅しています。 
送り長さは、通常 Omm から 5 mm の 
間で変更できます。 


2 




選択した模様の表示 
-模様番号が画面上部に表示されま 
す 0 


針基線の移動 

■ 左 （ < )、または右 （ > ) の針基線 
ボタンを押します。 

■ —回押すたびに、針基線が一つずつ 
移動します。 




センサーのついていない押え金を使 
うと自動的に最大振り幅が 5. 5ミリに 
セツトされます。 

画面上の振り幅表示も押え金のタイ 
プに合わせて9ミリ、または5ミリ表示 
に切り替わります。 


選んだ模様が変更された振り幅や送 
り長さと一緒に画面上に表示されま 
す。 

表示されるサイズは原寸大ではあり 
ません。 
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ミシンの操作説明 



(I 

(1 

旧 

1 

1 

M| 

(I 

0-9 

和 


(][) 

^7 

10 

h 

け 


b 

ク u v- 
オール 


基本押え金表示 

模様に適した基本の押え金がスクリーン 
左上に表示されます。 


基本セッティングに戻す 

■ 外部プッシュボタン 《 clr 》 を押しま 
す0 

■ 模様などが基本セッティングに戻りま 
す。 

針上下停止位置表示 

■ 針上下停止機能プッシュボタンを押し 
ます。 

■ 上または下向きの矢印が表示されま 
す。 

-矢印が下に向いていると、ミシンは常 
に針が下に下りた状態で止まります。 

機能の選択方法 

■ 選びたい機能ボタンにタッチ。 

■ 機能が起動してボタンが黒く表示され 
ます。（同時にいくつもの機能を起動 
することも出来ます。） 

■ 画面に表示されていない機能を探す 
には機能ツールバー右端のスクロー 
ル用矢印をタッチします。 

■ 必要に応じて他の機能も起動してみ 
てください。 


模様の選択方法 


W 八 1 

16 17 18 

< 1 1 

21 22 23 

：!：：! 1 

ihh s 

19 20 _ ▲ -5 

61 ^ 

24 25 

a - a. m i mi a: ㈣ 和 


ステッチは、以下にあげる2つの方法の 
どちらを使っても選択することができま 
す。 

画面の スクロール により直接選択する方 
法 

■ 画面右のスクロール用矢印《 I 》 
(下向き)を一回タッチして下さい。 

■ 最上段の模様の行が消えて、下から 
新しい模様の行が現われます。 

■ 今度はスクロール用矢印《个》上向 
きを一回タッチして下さい。 

■ 最上段が再び現われて、最下段スク 
リーンから消えます。 



模様を番号で選ぶ方法 
-画面下の機能ツールバーで模様番 
号選択機能《0-9》をタッチします。 

-画面が模様番号選択機能の画面に 
変わります。 

■ 選びたい模様の番号の数字ボタンを 
タッチして入力します。 

■ 画面上に入力した番号が表示されま 
す0 


■ もう一度押すと、矢印が反対に向きま 
す。 


スクロール用矢印をタッチして他の機 
能を画面に表示します。 

機能ツール/《一は後述のセットアップ 
機能で自分に使い易くセットできま 
す。 

機能ツールバーについての詳細は、 
24〜31ぺージをご覧〈ださい。 


押し続けると画面上の模様が下から 
上に移動します。 

上下のスクロール機能は、ステッチを 
見つけやすくするためについていま 
す。 

ステッチを目で探す場合に使います。 
お目当てのステッチが見つかったら、 
タッチして選択します。 


入力の訂正方法 

• 間違って番号を入れたり、番号を 
変更したい時は、くくクリア》ボタン 
をタツチします。 

• カーソルが左に移動して下の桁か 
ら一つずつ数字を消します。 

• 正しい番号を入力します。 
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模様メニューの操作方法 


〇 


実用縫いステッチ 


〇〇 


ボタン ホール 




飾り縫いステッチ 


〇卿 


パッチワーク■キル 
卜•横送り縫い 


〇 


文字•数字 


〇 




刺しゆうモード 


実用縫い模様メニュー 
• 実用縫い模様画面が現われます。 

■ 直線縫いが自動的に選ばれていま 
す。 

■ 画面には15種類の模様が表示され 
ます。 

■ 他の模様を画面に表示するにはスク 
口ール矢印をタッチします。 


ボタンホールメニュー 
■ ボタンホールメニュー画面が現われ 
ます。 

■ アイレットや、ボタン付けプログラムも 
含まれています。 


飾り縫い模様メニュー 
■ 飾り縫い模様メニュー画面が現われ 
ます。 

■ 模様パターンやサイズを選べます。 

_ 9ミリの飾り縫い模様です。 

■ 横送り模様にはクロスの矢印が表示 
されています。 

■ 模様ボタンをタッチして選びます。 


^ r F a 901 &： 



a - a. m a : ⑧ g 〇 -9 和 


番号を確認して次の画面へ 
• 《〇 k 》ボタンをタツチして確認し 
ます。 

• «〇 k » ボタンをタツチして模様画 
面を表示し ます。 

• 番号で選んだ模様が黒く強 
調されて表示されます。 


キャンセルして元の画面へ戻る 

■ 《戻る》ボタンをタッチします。 

■ 元の画面が現われます。 

-番号で入力した模様はキャンセルさ 
れました。 


ご注意！ 

模様にない 番号を入力しても 画面は 反 
応 しません。 
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ミシンの操作説明 



文字メニューボタン 
_文字メニューガ現われます。 

• 縫いたい文字ボタンをタッチして 
選びます。 


キルティングステッチ/横送り模様メ 
ニューボタン 

-三種類の画面が現われます。 

■ 縫いたい画面のボタンをタッチし 
ます。 

-各カテゴリーの模様画面が現わ 
れます。 







I 


4方向縫い 


マイ [51 

スク 1 J ーン_ 

の設定 ^ 

機能の插集 [ffl 

振り幅、 

送り戻さ、 

針基線の変更 

シグナル音¢(1ご 
を鳴らす ^ 

惠高スピードの 
設定 

糸調子の f;: 
変更 □ 

スタート画面の 
設定 

搮準の設定に 
蒺す 

ソーイング 
ライトの点減 

サービス 
プ□グラム 

自動 

糸切 1 J 檐能 

画面の明るさ調整 

糸のメーカー 
プランド名 

罠る 


セットアップメニュー 
-セットアップメニューボタンを押し 
ます。 

■ メニュー画面が現われます。 

■ ご自分のご使用に便利なようにセ 
ットアップ機能を使って編集しま 
す。 

■ 模様や機能を組み合わせて編集 
できます（マイスクリーンセッティン 

グ)。 

■ マイスクリーンセッティングを恒久 
的に保存できます。 


保存したマイスクリーンセッティング画面 
から自在に操作が可能です。 

不要になればいつでも基本セッティング 
に戻せます。 


外部機能ボタンの解説 



《 clr 》 クリアボタン 
• clr ボタンを押します。 

■ 振り幅、送り長さ、針基線、糸調子および 
バランスが基本セッティングに戻ります。 

-ほとんどの機能がキャンセルされます。 




《 mem 》 メモリーボタン 
• mem ボタンを押します。 

■ メモリーが才ープンされ、画面上にメモリ 
一域が現われます。 

-画面上の三段目の模様表示がメモリー 
域に置き換えられます。 

■ mem ボタンをもう一度押すとメモリー域 
が画面から消えます。 

■ 詳細はメモリーの章をご参照下さい。 



《 smart 》 スマート機能ボタン 
■ smart ボタンを押して下さい。 

-画面で使っているそのままの状態（振り 
幅、送り長さ、針基線、糸調子およびバ 
ランスを変更した状態）でステッチ/機能 
を保留します。 

-別のステッチを選んで、縫って下さい。 

_ smart ボタンをもう一度押して、先ほど保 
留したステッチを呼び戻します。 

■ このようにい:、 smart 機能を使って、同 
時に異なるマルチソーイングをこなせま 
す。 


《セットアップ》機能ボタン 
■ セットアップ機能ボタンを押します。 

-セットアップメニュー画面が現われます。 

_ご自分で使いやすぐ便利なように機能 
やステッチをセット出来ます。 

■ 頻繁に使うステッチや機能を自分の画面 
に集約してマイスクリーン画面（マイスク 
リーン)を構成することも可能です。 

_セットアップ下状態で保存することも可能 
です。 

_基本のセッティングに戻すことも出来ま 
す 0 
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外部機能ボタンの解説 
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針上下停止位置選択ボタン 
■ ボタンを押します。 

■ 画面上の矢印の向きが変わります。 

-この矢印のむいている場所で針は止まり 
ます。 

■ もう一度ボタンを押すと画面上の矢印の 
向きが変わります。 



〇 ? 



ヘルプボタン 

■ ヘルプボタンを押します。 

■ 次に画面上の模様ボタンや機能ボタンを 
タッチしてみてください。 

タッチした模様や機能の解説が画面に表示 
されます。 


オン■ボード■マニュアル 
• ボタンを押します。 

■ 次の三種類のメニューが画面に表示され 



ます0 


《 eco 》 機能ボタン 

- eco 機能ボタンを押します。 

■ 機能を一時的に停止し、使用電力を5 
0%節減します。 

■ 長時間にわたって、作業の中断を余儀な 
くされた時などに便利です。 

■ すべてのセッティングはそのまま保留さ 
れます。 

■ スクリーンセーバーが起動して、画面を 
暗くします。 

■ 作業を再開するには、 eco ボタンをもう一 
度押すだけです。 

手元返し縫い機能ボタン 

• フットコントローラーを踏んだまま 
でボタンを押します。 

• 縫い始めや縫い終りに止め縫いしま 


す。 

• 押している間返し縫いを続けます。 


1) 糸調子 

2) チュートリアル(説明書） 

3) ソーイングコンサルタント（布、糸、針、 

縫い方、自動糸調子等の解説） 
画面をタッチして選びます。 

選んだ解説が画面上に現われます。 


• ボタンホールのサイズをプログラム 
するのにも使います。 

• 自動つくろい縫いで長さをプログラ 
厶するのにも使います。 

• 自動直線止め縫い# 5のステツチで 


もスイツチとして使います。 





針基線選択ボタン 
• 左、または右のボタンを押します。 

• 針基線が選んだ方向へ移動します。 

-全部で11個の針基線があります。左右 
にそれぞれ5個および中央部分となりま 
す0 


自動糸カッター 

■ 糸カッターボタンを押して〈ださい。 

■ 上糸および下糸を、自動的にカットできま 
す0 


© 


• 刺しゅう機（別売りオプション）を 
接続時には、スタート、ストップボタ 
ンとして機能します。 

《 FM お好み機能)ボタン 

■ このボタンはいかようにも、ご自分の好み 
の機能をプログラムして使うことが出来 
ます。 

■ キャンセルすることも、何度でもプログラ 
ムし直すことも可能です。 

■ 詳しくは、セットアップの章をご参照下さ 
い。 


オン■スクリーン機能 

画面上に配備された機能は、タッチセンサーで起動でき、起動 
中の機能は黒く強調されて表示されます。 

選んだ機能をキャンセルするには、個々の機能のボタンを再度 
タッチするとキャンセルできます。 


例外の機能： 

針上下停止位置/ソーイングスピード/2本針振り幅限定機 
能 

これらの機能は、常に個々にキャンセルします。 


«c I r » クリアボタンを押せば、以下の例外機能 
を除くすべての起動中の機能が一度にキャンセルで 


きます。 
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機能の説明 


一般的な機能 

次の標準的な機能が画面に表示されます。 
いろいろな作業に使いますので、以下に説明します。 



上にスクロールする 
■ 何度かタッチします。 

■ 画面が上にスクロールします。 


匿る 


《戻る》ポタン 

• 《戻る》ボタンにタツチします。 

• 機能の完了や画面の終了を指示します。 
• 以前の画面に戻ります。 



下にスクロールする 
■ 何度かタッチします。 

■ 画面が下にスクロールします。 


ok 


《OK》 ボタン 

■ タッチして調節や選択を確認します。 

■ プログラムされた調節や選択内容を縫う用意 
が完了しています。 


機能ツールバー 

以下の機能が、各種模様縫い画面の下に常に表示されていま 
す。8種類以上の機能（ただしメモリーを使っているときは4種 
類）が機能ツールバーにセットされている場合は、残りの機能 
ボタンは隠れています。その場合は、画面下右端の矢印をスク 
口ールすると、隠れているボタンを表示することができます。隠 
れている機能が起動しているときには、矢印が点滅していま 
す0 



一模様縫い機能 

■ 機能ボタンをタッチして起動します。 

-1つのパターンまたは組み合わせに含まれ 
る指定した一部分を縫い終わると、ミシンが 
自動的に停止します。 
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実用縫い用の機能ッールバー 
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旧 


一点止め縫い機能 

-機能ボタンをタッチして起動します。 

-ステッチの縫い始めと縫い終わりを4針で 
一点止め縫いします。 

■ メモリーと一緒に使うとメモリーの内容の縫 
し、始めと縫い終りで止め縫いします。 


矢印で スクロールして 表示します。 


注意； 

スクロール用の矢印と 0— 9(模様番号で選択する)ボタンは、 
常に画面に表示されますので、いつでも使用することができま 
す。合計8個の機能(メモリー使用中は4個）が、画面に表示さ 
れます。 


適用： 

-飾り模様を使ってモチーフを縫う時 
■ 個々の文字を縫う時 
■ 文字とステッチを組み合わせて縫う時 



m| 


ソーイングスピード選択機能 
-機能ボタンを一回ずつタツチすると、1 
/4、2/4、3/4、4/4の表示が現われ、最高 
スピードを制御します。 

• 各スピード域でのトツブスピードを、 

各225針、450針、675針、900針/分 


模様頭出し機能 

-機能ボタンにタッチして起動します。 

■ 針目を模様やメモリーの内容の先頭に戻しま 
す。 

■ ボタンは2〜3秒間黒くなって、元に戻りま 
す。 


にコントロールします。 

適応： 

-束にゆうなどの細かい複雑な作業での正確 
なスピードコントロールに。 

■ フリーハンドキルティングなどに。 

-お子様の実習に。 
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ロングステッチ機能 

• 機能をタッチして起動します。 — 

■ ミシンは2針に一回縫います。 （5 ミリの送り長 ( 2 

さの縫い目では10ミリで縫えます)。 一 

_いろいろなステッチとの組み合わせが可能で 
す。 


適用： 

-直線縫いでしつけ縫いに。 

■ トリプルステッチ直線と使ってトップステッチ 
に0 


0-9 


ステッチ番号で模様を選択 
■ 数字の表示にタッチします。 

■ 適当な数字の組み合わせにタッチしてステッ 
チを選択します。 


応用： 

■ 各ステッチをすばやく選択できます。 

■ メモリーへの入力もすばやく処理できます。 



一模様縫い機能1 一9 

■ 繰り返し縫う回数をボタンにタッチして、数字 
を選択して下さい。 

■ 1=各ステッチ、または一組のステッチが終 
わるたびにミシンが停止します。 

■ 2〜9 =ステッチや一組のステッチが選択し 

た回数だけ繰り返された後にミシンは停止し 
ます。 


応用： 

■ 各 モチーフを 縫います。 

_実用縫いと4方向縫いを組み合わせます。 

_ メモリーに保存したパターンを、選択した回数 
縫うことができます。 


模様反転機能一左右 
■ 表示にタッチします。 

_選択したステッチが左右の反転模様で縫えま 
す0 



機能スクロール 

—回ずつ、またはタッチしつづけると、 
と機能を見て調べることができます。 

応用： 

_使用できる機能をすべて見てみましよう。 

■ 個々のモチーフやメモリーにあるステッチと機 
能を組み合わせてみましよう。 


け 




模様反転機能一上下 
■ 表示にタッチします。 

■ 選択したステッチが上下の反転模様で縫えま 
す。 

応用： 

-装飾縫い 

■ メモリーを使ったパターンの組み合わせ 






模様拡大機能2 — 5倍 
■ —回、または何度かタッチします。 

■ 選択したステッチによって 2 — 5 の数字が出ま 
す。 

■ 選択したステッチの長さを2 — 5倍に長くする 
ことができます。 

■ 拡大したステッチでメモリーにプログラムでき 
ます。 


連続返し縫い機能 
■ 表示にタッチします。 

_連続して返し縫いで縫えます。 

応用： 

■ 直線縫いかランニングステッチでかがってみ 
ましよつ。 

• 袖やズボンに装飾縫いをしてみましよう。 


1/2模様機能 
• 表示にタッチします。 

-ステッチパターンの半分のところでミシンが停 
止します。 


応用： 

■ 角の仕上げに。 

■ 新しいパターンを作りましょう。 


応用： 

■ いろいろなステッチを拡大してみましよう。 

■ ステッチを組み合わせて、メモリーに保存でき 
ます。 
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機能の説明 




二本針の制限 

■ 何度かタッチして2から8のうちの数字を選択しま 
す。 

■ 数字は針と針の間の距離をミリ単位で表していま 
す。 

■ ステッチの幅は、自動的に制限されています。 

■ こうして、針が押え金や針板に当たったり、針折れ 
が起こるのを防いでいるのです。 

応用： 

■ ピンタックを縫ってみましよう。 

■ ニットの縁かがりをしてみましよう。 

■ ヘムステッチを試してみましよう。 

■ 装飾縫いをしてみましよう 


b 


✓《ランス 

■ 表示にタッチしてバランス画面を開きます。 

■ 前進と返し縫いのステッチバランスを修正しま 
す。 

_横送り縫いのステッチを修正します。 

応用： 

■ たとえばネットステッチのような実用縫いのステッ 
チを減らしたり増やしたりしてみましょう。 

■ 装飾縫い一新しく見えます。 

■ 違う生地にボタンホールを合わせてみましょう。 

■ 違う生地に横送り縫いのステッチを合わせてみま 
しよつ。 


クリ V — 
オール 


クリアオール機能 

■ セットアップ機能で変更された機能以外はすべてクリアして標準セッ 
ティングに戻します。 

■ 連続返し縫い機能 
■ 一模様縫い機能 
■ 左右模様反転機能 
■ 模様拡大機能 
■ 送り長さ 
■ 針基線 

• 2本針振り幅制限機能 

■ 針停止位置機能 
■ 文字サイズ 

■ ボタンホールメモリー 

■ ロングステッチ機能 
■ 一点止め縫い機能 
■ 上下模様反転機能 
■ バランス機能 

■ 振り幅 
■ 1/2模様機能 
■ ウィング針振り幅制限機能 
■ ソーイングスピード限定機能 
■ モノグラムサイズ機能 
■ 糸調子調節機能 


注意； 

さらに、上糸調子の調節とウィング針振り幅制限機能 
の2つを、セットアップ機能の編集画面で、機能ツー 
ルバーに指定することができます。（詳しくはセットア 
ップ機能の項目をご覧ください。） 


セットアップ機能 

次の機能がセットアップ■プログラムに用意されています。ソーイング画詳しくは、セットアップ■プログラムの項目をご覧ください。 
面で使用することができますが、特に指定しないかぎり、画面下のツー 
ルバーに表示されることはありません。 


マイ 

スクリ 

ーン 


マイスクリーン機能 
■ ボタンにタッチします。 
■ 画面が表示されます。 


使い方 

■ よく使う模様をまとめておくと便利です。 



ヘムステッチ(ウイング)針 

■ ヘムステッチの表示はセットアップで組み込めま 
す。 

-ステッチの幅は自動的に制限されています。 

■ こうして、針が押え金や針板に当たったり、針折 
れが起こるのを防いでいるのです。 


応用： 

■ ヘムステッチを試してみましよう。 
■ 装飾縫いをしてみましよう。 

ボタンをタッチすると、画面が開きます。 

選んだステッチのテンションのみを調節できます。 

テンションの変化を画面上で見ることができます。 

標準セッティングは、細線で表示されます。 

《リセット》をタッチすると、標準セッティング（工場出荷時の設定ま 
たはセツ h * アップ画面で指定した値）に戻ります。 


糸調子の調節 

ツールバー にはセツトされていません。 

セットアップ■プログラムでツ—ルバ—に表示するよう指定できます。 
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メモリー操作機能 

外部メモリーボタンを押してメモリーを起動させると以下のよう 
な機能ボタンが画面下部に表示されます。 

チェック 

_ ■ 表示にタッチします。 

確認 -メモリ-の内容が表示されます。 

応用： 


mem 

1 


-メモリーの内容をチェックしたり訂正したりしましよ 

う。 


メモリーの選択 

■ 開いたメモリー域は数字で表示されます。 

■ メモリーバンクの内容を表示するには、チェックを 
押します。 

■ 《戻る》ボタンにタッチしてメモリーを閉じます。 

■ メモリー操作を終わるには、画面右横の 《mem 
》ボタンを押します。 

応用： 

■ メモリーで作業します。 

■ ステッチの組み合わせを保存します。 


クリア 




削除 

■ 表示にタッチします。 

■ 力ーソルの左側で各ステッチや文字を削除します。 
■ ステッチの組み合わせを削除します。 

応用： 

■ メモリーの訂正ができます。 

■ メモリーの内容を完全に削除します。 


保存 


保存 

• 表示にタツチします。 

• 各ステツチ、ステツチの組み合わせ、文字 
等を保存します。 

• メモリーは閉じられます。 

応用： 

■ メモリーにプログラムした内容を保存しましよう。 


左に スクロール 

■ 何度か表示にタッチします。 

■ メモリーの内容が後ろからスクロールします。 


右に スクロール 

■ 何度か表示にタッチします。 

■ メモリーの内容が前向きにスクロールします。 


メモリーの内容を編集 
■卿 ■ 表示にタッチします。 

^ ■ メモリーパンクをスクロールして、編集したいステ 

ッチを選択します。 

■ 変更したい機能を選択します。送り長さ、振り幅、 
針基線、ソーイングスピード、ロングステッチ、糸 
調子、反転模様、拡大模様およびバランス等を 
変更できます。 

■ コンビネーションに止め縫い機能を追加したり、メ 
モリーバンクに分割機能を追加することもできま 


to 


応用: 


メモリーの内容を訂正したり変更したりしてみましよ 


う。 


メモリー編集機能 

《編集》ボタンをタツチすると、画面中央にメモリーの編 除く機能ツールバーの機能は、《編集》を閉じるまでは休 

集画面が表示されます。《編集〉〉を起動すると、《削除》を 眠状態になり、使えません。 


M| 


ソーイングスピード選択機能 



-in 

■ 機能ボタンをタッチすると、スピードを選択できま 



hi 

す。 



-4 4 

■ 選択したスピードが表示されます。 


議 

_ Q 

■ 最高速度は、900針/分です。（セットアップ■プログ 




ラムで速度変更をしている場合は、この限りではあ 
りません。） 

ソーイング スピードを、1回1/4 ずつ 増減することが 
できます。 


上糸調子の調節 

■ ボタンを押すと、テンション画面が表示されます。 

■ テンションの変更は、その場で選択されているス 
テツチのみに影響を与えます。 

■ 変更は、画面に表示されます。 

■ 標準設定もまた、画面に表示されます。 

標準設定(工場出荷時の設定、またはセットアップ画 
面で設定した値）に戻すには、《リセット》をタッチし 
ます。 


模様反転機能一左右 




一点止め縫い機能 
■ 表示にタッチします。 

メモリーで、ステッチとステッチの間に行うよう、組み込 
んでおくことができます。 





■ ボタンをタッチします。 

■ 選択したステッチが、左右反転した状態で縫えま 
す。 

■ 変更は、画面に表示されます。 

模様反転機能一上下 
■ ボタンをタッチします。 

■ 選択したステッチが、上下反転した状態で縫えま 
す。 

■ 変更は、画面に表示されます。 
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メモリーの分割 
■ ボタンをタッチします。 

■ メモリーの内容は、最高255個のセクション 
に分かれています。 

■ メモリーのセクションは、どれも好きなように 
分割することができます。 

■ すべてのセクションを合計すると、1023個の 
ステッチをメモリーに保存することができま 
す0 




模様拡大機能2—5倍 
• 好きな回数タッチします。 

-選択したステッチにより、2〜5までの数字が 
表示されます。 

■ 選択したステッチの送り長さが、2倍から5倍 
の大きさになります。 

■ ステッチの数（密度）には、影響はありませ 
ん〇 

■ ステッチの拡大は、メモリーにプログラムする 
ことができます。 


b 


バランス 

■ 表示にタッチして、バランス画面を開きます。 

■ 前進および返し縫いのステッチのバランスを 
修正します。 

■ 横送り縫いのステッチを修正します。 


ロングステッチ機能 
_ボタンにタッチします。 

- 2針に1回、縫います。最大1 0 mm の長さ 
のステッチが可能です。 



文字サイズ 

_好きな回数タッチします。 

_画面の半分が、ハイライトで強調されて表 
示されます。 

_大きな A がグレーで強調されている時は 9 m 
m 、 小さな A の場合は 6 mm となります。 


モノグラムのサイズ 

■ モノグラムを選択すると、編集画面で、文字 
サイズの代わりに表示されます。 

■ モノグラムでは、サイズ1で、 30 mm を指し 
ます。（自動的に設定されます。） 

■ ボタンを押すと、中央の部分が起動します。 

(2 で、 20 mm を指します。） 

■ もう一度ボタンを押すと、右側の部分が起 
動します。 （3 で、1 5 mm を指します。） 


ボタンホールプログラム機能 

ボタンホールを選択すると、以下の機能がツールバーに表示さ 
れます。 



ボタンホールの長さーサイズを直接入力する 


手動式のボタンホール 

■ 表示にタッチしてサイズ入力画面を開きま 


_表示にタッチします。 

す。 

man 

■ 手順に従います。（ボタンホールのタイプに 

■ ボタンのサイズをミリで入力します。 

_長さがボタンホール表示の右側に出ます。 


よって4一6ステップ） 

■ ボタンの厚みを考慮して自動的に2ミリ加算 


応用： 

されボタンホールを縫います。 

応用： 

■ もしボタンのサイズを知っていたら素早く便利 
です0 


■ 個別に手動でボタンホールを縫う時に 
■ ボタンホールの修繕に 




ボタンホールの長さ一画面上で測る 
_表示にタッチして測定画面を開きます。 

■ ボタンを画面の左下の隅に軽く押し当てて測 
ります。 

■ ボタンホールの長さは、ボタンの厚みを考慮 
して自動的に2ミリ加算してプログラムされま 
す。 




ステッチカウント式ボタンホール 
■ ボタンホールを選択します。 

• 表示にタッチします。 

■ ステッチカウント式ボタンホールが起動しま 
す 0 


応用： 

ボタンホールのサイズを決定するのに便利で 


簡単な方法です。 
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以下に挙げる機能の中には，文字，数字，モノグラムが選択さ ています。その場合、ツールバーに通常表示されている 

れているときにはいつでも画面左下に表示されるものが含まれ 機能が1つ、隠れて表示されないようになります。 



文字のサイズ 

■ 文字または4種類の字体からどれか1つを選 
択していると、画面左下に表示されます。 

■ 何回かタッチしてください。 

■ 画面の半分がハイライトで強調されて表示さ 


れます。 



-グレーでハイライト表示されている方が、適用さ 


モノグラムのサイズ 

_モノグラムを選択すると、編集画面で、文字 
サイズ機能の代わりに表示されます。 

■ 何回か押して、選択してください。 

■ 選択した回数が、ハイライト表示されます。 

■ モノグラムのサイズは、1番 =30 mm 、 2番=2 
Omm 、 3番 5 mm です。 


れる文字サイズとなります。大型は9 mm 、 小型 

は6 mm です. 適用 

4 m ■ サイズ変更をするとき。 

週用 

-サイズの変更。 

■ サイズの変更をメモリーするとき。 


オンスクリーン • メッセージ 


操作中に必要が生じた場合、画面に次のようなメッセージ 
が表示されることがあります。これらは、使用中のステッ 
チおよび機能に関するお知らせ、警告または確認等です。 


ここでは、ミシンの操作に関するものおよびその対処方法 
のみをご紹介しておきます。 （ 刺しゆう機に関しては、刺し 
ゆう用マニュアルをご覧ください。） 


メッセージ内容 対応処理 

「下糸を確認してください。」 下糸がなくなつていないか確認します。必要ならば、新しく巻き取り、ボビンを交 

換してください。交換するまでミシンは動きません。 

「上糸を確認してください。」 上糸がなくなつたり、切れたりしていないか確認します。必要ならば、糸を交換し 

てください。交換するまでミシンは動きません。 


「糸巻きがオンになつています。」 下糸卷取装置がオンになつていないか確認します。もしオンになつている場合に 

は、フットコントローラーは使えず、ミシンは動きません。すぐにオフにしましよ 
う。注意；このメッセージは、下糸を巻き取つているときにも表示されます。画面 
をクリアするには、《戻る》をタッチしてください。 

「このメモリーの内容を削除しま メモリーか6ステッチや機能を削除するときに、確認のため表示されます。« OK 
すか？」 »をタツチすると、削除できます。《戻る》を押せば、削除されません。 


「マイスクリーンのメモリーがい新しくステツチを保存するには、どれか保存されたステツチを1つ削除する必要が 
つぱいです。」 あります。 


「メモリーがいつぱいです。」 新しくステツチを保存するには、どれか保存されたステツチを1つ削除する必要が 

あります。 


「この機能はマイスクリーンには多方向縫いのステッチおよびモチーフ （ 4方向縫い、16方向縫いおよび文字）は、 
登録できません。」 マイスクリーンに保存できません。他のメニューから、他のステツチを選択してく 

ださい。 


「メモリーには何も保存されていまずデザインを保存してください。その後、縫うことができます。 
ません。」 

「メインドライブに問題が生じま電源を切つて、釜周辺に詰まつている糸クズを取り除いてください。 
した。回転釜をチェックしてくださ 
い。」 
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ボタンホール 


ボタンホ-ル ボタンホールは装飾的な効果にも使うことができるすべてのボタンホールは、さまざまな方法でプログラ 

実用的なステッチです。アーティスタ185では幅広ムして縫うことも可能です。 

い選択肢をご用意いたしました。 
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ポタンホール/ポタン付けブログラム/アイレ 

ヅト 

• 画面右横にあるポタンホール用の外部ボタ 
ンを押します。 

• 画面にはボタンホールとアイレットの全種 
類の概観が表示されます。 

51標準タイプバータック 

52標準タイプ（幅小）-（エアロー厶） 

53標準タイプ伸縮地用 

54ラウンドエンド標準タイプ （ 標準バータッ 
ク付） 

55ラウンドエンド標準タイプ （ 水平パータッ 
ク付） 

56はと目（標準パータック付） 

57はと目（扇型バータック付） 

58はと目（水平バータック付） 

59直線縫いポタンホール 
60ボタン付けブログラム 
61ジグザグアイレット 
62直線縫いアイレット 
63手縫い風ボタンホール 


ボタンホール/ボタン付けプログラム/アイレットの 
選択 

■ 選んだボタンホールをタッチします。 

■ 選んだボタンホール、アイレツトまたはボタン付け 
プログラムが起動します。 


自動式標準と伸縮ボタンホール（自動長さ調節) 



穴かがりは左右両方とも同じ方向に縫われます。 

ご注意！ 

布ガイド付きボタンホール押え# 3 C は生地の上に平らになるようにし 
て下さい。つまり、縫い代の折り返しの上に置いたりしないように。さも 
なければ、長さを正確に測ることができないからです。 

自動式ボタンホール 

_ボタンホール押え# 3 C についているセンサーが自動的に長さを測 
定します。 

-ボタンホールの長さはすべて 4-29 ミリです。 



最初の穴かがりを縫う 
_縫う場所が画面に表示されます。 

(押え金表示の右側） 

• 最初の穴かがりを前進で縫い、適 
当な長さでミシンを止めます。 




auto 


自動縫いボタンホール 
-上の環止めを自動的に縫いま 
す。 

_次に自動的に右側の穴かがりを 
前進縫いで縫います。 



ボタンホールをブログラムする 
■ 《手元返し縫い》ボタンを押しま 
す。 

■ 画面のボタンホールの表示に自動 
< auto > と出ます。=長さがプロ 
グラムされました。 

ミシンは自動的に直線で返し縫いしま 
す。 


ボタンホール高さ調節板(オプション） 

段差のある部分に# 3 A の押え金を使ってボタンホールを縫うときは、 
高さ調節板を使うとスムーズに縫うことが出来ます。 



auto 


D 

auto 


自動縫いボタンホール 
■ 下の環止めを自動的に縫いま 
す。 

-自動的に止め縫いをします。 

■ 自動的にミシンは停止し、ボタン 
ホールの縫い始めに戻ります。 

■ 続けて縫うときは同じ長さで自動 
的に縫えます (2 度目からは止め 
縫いボタンを押しません。） 



ポタンホールのメモリーをクリア 
する 

• 外部の《 dr 》 クリアボタンを 
押すと画面上の《 auto 》 の表 
示が消えて記憶したサイズを 
クリアします。 
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ボタンホールーラウンドエンド、キーホールおよび手縫い風の自動縫い 


ボタン ホー ル 
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穴かがりは左右両方とも同じ方向に縫われます。 

ボタンホールの長さを決定するために、穴かがりの長さのみを測ります。バータック部分やはと 
目部分は、それぞれに応じて自動的に設定されます。 

最初の穴かがりを縫う 

1 _縫う部分が画面に表示されます。（押え金表示の右側） 

■ 最初の穴かがりを縫って(直線縫い）、ミシンを止めます。 


ボタンホールをプログラムする 
■ 《手元返し縫い》ボタンを押します。 

■ ボタンホール表示に自動 《 auto 》 と出ます。ボタンホール長さがプログ 
ラムされました。 



D I [I I D 

auto auto auto auto auto 


ご注意： 

スクリーン上に表示されるボタンホールの形 
状は、はと目やラウンドボタンホールを選んで 
いても、いつも標準タイプのボタンホールが表 
示されます。 


ボタンホールの自動縫い 

■ ラウンドエンドバータック部分、またははと目部分を自動的に縫います。 

■ 左側の穴かがりを自動的に後進で縫います。 

■ 上の環止めを自動的に縫います。 

■ 右側の穴かがりを自動的に前進で直線縫いします。 

■ 右側穴かがりを自動的に後進でジグザグ縫いします。 

■ 上の環止めを自動的に縫います。 

■ 止め縫いを自動的に縫います。 

_自動的にミシンは停止し、ボタンホールの縫い始めに戻ります。 

■ 続けて縫うボタンホールはすべて同じ長さに自動的に縫います。（手元返し縫いボタンを押 
す必要はありません。） 


実際のボタンホールの縫い方は ソー イング マ 
ニュアルの部の26ページをご參照下さい。 



ボタンホールのメモリーをクリアする 

外部の 《 dr 》 クリアボタンを押すと画面上の 《 auto 》 の表示が消えて記憶 
したサイズをクリアします。 


ボタンホールー指定した長さを自動縫い 



縫いたいボタンホールのサイズが分かっているときは、ボタンホールの長さをミリ単位で入力で 
きます。 

自動ボタンホール押え# 3 A を使って、はと目ボタンホールを縫うときは、穴かがり部分の最大 
サイズは24ミリです。はと目部分は自動的に追加されます。 

直接入力機能を選択する 

■ ボタンホール押え# 3 C でサイズを指定したボタンホールを縫うことができ 
ます。 

■ ボタンホールを選択します。 

■ 画面下の 機能 ツ ー ルバ ーで《 ？ 》マ ー クの付いたボタンホ ー ルマ ー クを 
タッチします。 



" 3-29 ミ 

三 

クリア 

1 

2 

3 

4 

5 

戻る 

6 

7 

8 

9 

0 

次へ 


長さを入力する 

■ 画面に0 — 9の数字表が表示されます。 

■ 数字でボタンホールの長さ (4 — 29ミリ以内）を入力して下さい。（ボタンの厚みを考慮して自 
動的に2ミリが加算されます。） 

_ボタンホール表示の右側に長さが出ます。 

《 ok 》 ボタンをタッチして確認すると、画面は自動的に変わります。 

訂正 

-数字を間違えた時は、《クリア》ボタンで取り消しできます。 


ボタンホールメニューにもどる 
■ 《戻る》をタッチする。 
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ボタンホール 


^■r\ 


auto 



画面表示 

■ 画面上部のボタンホールマーク表示の下に 《 auto 》 （自動）の表示が現われ、ボ 
タンホール長さがプログラムされたことを示しています。 



dr 


ボタンホールのメモリーをクリアする 

■ 外部の 《 clr 》 クリアボタンを押すと画面上の 《 auto 》 の表示が消えて記憶したサイズをク 
リアします。 


ボタンホールーボタンサイズを実測して自動縫い 
(標準と伸縮地用ボタンホール） 



実際に使うボタンを画面に当ててボタンホールのサイズを測り決めることもできます。 
実寸がミリ単位で入力されます。 

_ 実測画面を開く 

y ^ • ボタンホールを選択します。 

• 画面下の機能ツールバーでボタンサイズ実測の機能ボタンを 
^~^ タッチ。 



ボタンサイズを決定 

■ 測定画面が最大可能サイズの27ミリと一緒にスクリーンに表示されます。 

■ ボタン (4— 27ミリ）を測定画面の左下の隅に当てて押えます。 

■ 送り調節ボタンを使って測定画面の縦の実測線を移動させます。 

■ ボタンのちょうど右外側に線を合わせて下さい。 

■ ボタンホールの実測サイズが、たとえば20ミリというように、スクリーン上に表示さ 
れます。 


ボタンホールメニュ ー にもどる 

■《 ok 》 ボタンをタッチして確認し、ボタンホールの画面に戻ります。 


ボタンホールのサイズ 

■ ボタンホールのサイズはボタンの直径と厚みの合計により決まります。 

■ コンピューターはボタンの直径からボタンホールのサイズを計算します。 
-ボタンの厚みを考慮して自動的に2ミリ加算されています。 


厚みのあるボタンの場合の訂正 

■ たとえば浮き彫りボタン等のような特に厚みのあるボタンの時は、縦の実測線を 
ボタンの端ぎりぎりでは測定しません。 

■ ボタンの厚みによって、ボタンの右端の1 —4 ミリ余裕をみて測定します。 


お勧め 

■ 使用する布の端切れにボタンホールを試し縫いしましよう。 
■ ボタンホールを開けます。 

■ ボタンを穴に通してみます。 

■ 必要があれば、サイズを訂正して、実行します。 



ボタンホールのメモリーをクリアする 

■ 外部の 《 dr 》 クリアボタンを押すと画面上の 《 auto 》 の表示が消えて記 
憶したサイズをクリアします。 
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最初、左側の穴かがりは前進で、次に右側を後進で縫います。 

押え金# 3 C , 又は# 3 A を使って縫いますが、一定の速度で緩急無く縫うのがコツで 
す。 

ステッチカウント式のボタンホールは、一度プログラムしても、生地が変わると、同じサ 
イズのボタンホールでも、再度プログラムしなおしてください。 


押え金 

■ ボタンホールを選択します。 

■ 画面下の機能ツールバーで《押え金3 C 》 機能をタッチします。 

■ ステッチカウント式プログラムが選択されたことがミシンに登録されました。 
■ ボタンホールの長さが、ステッチの数で測られます。 




左側の穴かがり縫い 

• 最初の穴かがり縫いをし、ミシンを停止します。 
• 《手元返し縫い》ボタンを押します。 




環止め、右側の次の穴かがり縫い 

■ 下の環止めを縫い、続いて後進で次の穴かがり縫いをします。 
■ 最初の穴かがり縫いの一針目にきたら、ミシンを止めます。 

■ 《手元返し縫い》ボタンを押します。 



auto 


環止め、止め縫い 

■ 上の環止めを縫ったら、自動的に止め縫いをします。 

■ ミシンは自動的に停止します。 

■ 自動 《 auto 》 が画面に表示されます。 

■ ボタンホールがこれでプログラムされました。 

■ 続いてすべてのボタンホールをプログラム通りに自動で縫います。 
■ 一定のスピードで縫うように気をつけましよう。 


再プログラム 

■ ステッチの長さ、幅、バランスを変更した時は、ボタンホールのプログラムをやり直 
して下さい。 



ボタンホールのメモリーをクリアする 

■ 外部の 《 clr 》 クリアボタンを押すと画面上の 《 auto 》 の表示が消えて記憶したサイズをクリ 
アします。 


実際の縫い方は、ソーイングマニュアルの部、27ページをご参照下さい。 
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ボタンホール 


ボタンホール ■ サイズを保存するには 



各ボタンホールをお好みのサイズで保存 
することが可能です。 

恒久的にボタンホールサイズを保存する 
には、一度# 3 A の自動ボタンホール押 
えで実際に縫います。(詳しくは 32-34 ぺ 
ージ参照） 


一度縫ったボタンホールサイズは、ツー 
ルバーの保存ボタンをタッチすると恒久 
的に保存できます。 


ボタンホールを保存する 
■ 32-34 ページの説明に従って、お好 

みのボタンホールを# 3 A の自動ボタ 
ンホール押えで一回縫います。 

- 画面下のツールバーの保存ボタン 
をタッチすると保存できます。 


ホタンホール■調節方法(ステッチカウント式ボタンホール-全種類に対応） 


— 度記憶させたステッチカウント式ボタンホールに以下の調節ボタンホールステッチの振り幅や送り長さを恒久的に調節した 
を加えることが出来ます。この調節は電源を切るまで記憶されしヽときは、セットアップ■プログラム (59 -72ベージ參照)で行いま 


ています。 


す0 


- 5 
-4 
-3 
-2 


幅が広すぎるボタンホール 
* ボタンホ _ ルの幅を狭める時は、ステッチ 
の幅を狭くします。 


穴かがり縫いのステッチ密度 
_ 大体2ステップでステッチの長さを増減して 
調整しましょう。 


バランスの画面を開く 
■ ボタンホールを選択します。 

■ 画面下の機能 ツールバー で 《 b 》 バランス 
機能をタッチします。 

-バランス个で密になります。 

■ バランス+で粗くなります。 

お勧め 

■ 常に使用する生地の端切れで試し縫いをし 
ましよつ。 


IS 


バランス調整を削除する 

dr 《 clr 》 か《リセット》のボタンをタッチします。 


穴かがり縫いのバランス 

■ バランスは穴かがりや環止めの縫い目の密 
度に影響します。 

■ バランスは穴かがりとはと目にも影響します。 
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b 


M | 

戻る 


ボタンホール • マニュアル式4ステップ、または6ステップ 


マニュアル • ポタン ホールは一 つだけ 
縫う時やボタン ホー ルの修繕に便利で 
す0 

選んだボタンホールのタイプによりス 
テップの数が決まります。 

マニュアル • ボタンホールはメモリー 
に記憶させることは出来ません。 


各ステップの画面表示 
■ 選んだボタンホールの各ステップが画 
面に表 7 F されます〇 
■ 標準ボタンホール= 6ステップ 
■ ラウンドボタンホール= 4ステップ 
■ 鳩目ボタンホール= 4ステップ 
■ 中央の矢印は《0》を指しています 


ポタンホールの画面を選びます 
• ボタンホールタイプを選択。 

• 画面下の《 man » 機能ボタンを夕 
ツチする。 


man 


実際の縫い方は、ソーイング マニュアル 
の部、28ページをご参照下さい。 


ボタンホール*マニュアルで4ステップを縫う （ ラウンドおよびはと目） 



メモ： 

画面は標準ボタンホールの形で表示されま 
す0 


4ステップ • ポタン ホールを 縫う 
“1”にタッチ。 

左側の穴かがりを縫います。 

適当な長さでミシンを止めます。 
“2”にタッチ。 

ミシンは円形の環止めあるいはは 
と目を縫います。 

“3”にタッチ。 

右側の穴かがりを後進で縫いま 
す。 

ミシンを縫い始めの位置で止めま 
す。 

“4”にタッチ。 

上部の環止めを縫い、止め縫いを 
して自動的に止まります。 


穴かがりの長さは適当に決めてく 
ださい。 

環止め、はと目、止め縫いは自動で 
縫われます。 

ボタンホールを開ける前に、はと目 
部分をパンチで開けます。 


ポタンホールを終了するには 
• «戻る》ボタンをタツチします。 

• ボタンホールメニュー画面に戻り 
ます。 


esc 


? 




保存したポタンホールを呼び出す 
• ボタンホールを選択します。 

• « mem 》 メモリーボタンを押します。 

• ボタンホールのサイズ入カボタン、又はサイズ測定ボタンをタツチして保存 
されているボタンホールを呼び出します。 

• スクリーン上にサイズが表示されます。 


保存されたポタンホールに変更を加える 

• ボタンホールを選択します。 

• 《 m e m 》 メモリーボタンをタツチします。 

- ボタンホールのサイズ入カボタン、又はサイズ測定ボタンをタツチして保存 
されているボタンホールを呼び出します。 

• 送り長さを変更して、 OK ボタンをタツチします。 

• «保存》ボタンをタツチします。 

• 新しいサイズが上書き保存されました。 


5 4 3 2 150 

I • I • I • I • I t 
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6 ステップのポタンホールを縫う 
• 画面の《1:»にタッチする。 

• 矢印が縫うボタンホールの部分を指 
します。 

• 最初に左の穴かがりを縫います。 

• 適当な長さまで縫つてミシンを止め 
ます。 


6ステップのポタン ホールを 縫う 
« 2 »にタッチします。 

ミシンは自動的に直線縫いで後進し 
ます。 

左側の穴かがりのスタート位置でミ 
シンを止めます。 

« 3»にタッチします。 

ミシンは上の環止めを縫って自動で 
止まります。 

« 4 :»をタッチ。 

右の穴かがりを前進で縫います。 
左の穴かがりに揃えてミシンを止め 
ます。 

« 5 »にタッチ。 

下の環止めを縫って自動で止まりま 
す0 

• « 6》にタツチ。 


• 止め縫いをして自動で止まります。 

• 穴かがりの長さは適当に決めてくだ 
さい。 

. 環止め、はと目、止め縫いは自動で 
縫われます。 

ポタンホールを終了するには 
-《戻る》ボタンをタツチします。 

• ボタンホ _ ルメニユ _ 画面に戻りま 
す0 


戻る 
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ポタン ホール • 6 ステップを縫う 

メモ：画面は標準ボタンホールの形で表示されます。 
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ボタンホール ■ 直線縫いタイプ 
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直線縫いステッチ（あるいは仮縫いステッ 
チ）のボタンホールは特にウールのよう 
な柔らかで織の粗い布地や擦り切れや 
すい場所に縫うボタンホールなどに良く 
使います。また、玉縁ボタンホールにも応 
用できます。 


直線縫いのポタンホール 
• ボタンホールN0.59を選ぶ。 

• 順序は選んだ押え金によって異な 
ります。 

• このボタンホール縫いは、直線ボ 
タンホールに重ねて縫うボタンホ 
ールの手順と全く同じ要領で縫い 
ます。 

• 自動ボタンホール押え#3 A = 
自動縫い。 


• プログラム方法は自動ボタンホー 
ルのプログラム方法と全く同じ。 

• ボタンホール押え# 3C = 

ステツチカウント式ボタンホール。 

• ブログラム方法はステツチカウン 
卜式ボタンホールブログラムと全 
く同じ。 

穴かがり幅を変える 

■ 左右の穴かがりの間隔が狭すぎる、 
又は広すぎる場合には振り幅調節ダ 
イヤルで左右の穴かがりの幅を変え 
て調節出来ます。 
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ポタン ホールの 開け方 



ポタン ホー ルカッターとブロック台 
• 布をブロック台の上に乗せる。 

• カッターをボタンホールの真ん中に 
当て、 

• ハンマーか手を使つてボタンホール 
を開ける。 


シームリッパー 

• ボタンホールを開けるにはシームリ 
ツパーで両端から中央に向かつて切 
り開きます。 


ボタン縫い付けプログラム 


二つ穴、又は四つ穴のボタン付けが出来 
ます。 

ボタン付けプログラム 
■ ステッチ No.60 を選択します。 

_ No.18 のボタン付け押え金を使いま 
す。 

-ボタンの足の長さは押え金で調節しま 
す。 




ボタン付けの方法 
二つ穴のボタン 

• 穴の幅に合わせて振り幅を調節しま 


四つ穴のボタン 

■ 穴の幅に合わせて振り幅を調節しま 
す 0 


す。 

プログラムが終わればミシンは自動的 
に止まります。 


■ 最初に手前の二つ穴を縫います。 

■ プログラムが終わればミシンは自動的 
に止まります。 

■ 次に後ろの二つ穴を縫います。 

■ プログラムが終わればミシンは自動的 
に止まります。 

■ 糸を長く残して切り、その糸を足に巻 
き付け結びます。 


アイレツト縫い 



9 


-5 


-3 


-2 






アイレット(鳩目） 

■ アイレットを選ぶ。 

■ No_61 ジグザグアイレット 

■ No.62 直線縫いアイレット 


アイレットを縫う 

• プログラムが終わればミシンは自動的 
に止まります。 

アイレットを開ける 

_突ききりを使ってアイレットの穴を開け 
ます。 
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アイレツトの縫い方の詳細はソーイング 
マニュアルの部30ページを參照。 
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ポタン ホール 


アルファベットと数字 

文字は5種類のスタイルから選択出来 
ます。 

いずれの文字も2種類のサイズで縫う 
ことが出来ます。 



アルファベット 

• 文字グループ選択ボタンを押しま 
す。 

• 文字のメニューが表示されます。 

• ひらがな9ミリ幅 
• カタカナ9ミリ幅 
• 漢字9ミリ幅 

• 大文字イタリック体9ミリ幅 
• 小文字イタリック体6ミリ幅 



画面上での文字の選択方法 
• 押え金の種類と針停止位置が規定の 
位置に表示されます。 

• 文字の大きさが針停止位置表示のす 
ぐ右側に示されます。 

• 画面中央に選んだ文字書体が表示さ 
れています。 

• 画面右側の矢印をタツチして、文字 
や数字を上下にスクロールさせま 
す0 



文字の大きさを変える 
• 文字を選択した場合は大きいサイズ 
がまず起動します。 

• « A / a » (文字のサイズ）機能に夕 
ツチします。 

• 次の画面が起動します。 

• 文字サイズがここで縮小されます。 

• 6旦リの表示が画面の上部に表示さ 
れます。 


12 3 


文字の実際の縫い方はソーイングマニ 
ユアルの部42ページを参照。 


モノグラム文字のサイズ 
• モノグラムを選ぶと、自動的に文字 
のサイズは”1”の 30 mm にセツトさ 


れています。 
文字サイズ 


= 3 0旦リ 
= 2 0ミリ 
=15ミ》リ 


サイズ2と3は通常のステッチのよ 
うに連続して縫います。文字の左 
下からスタートし、右下で完了しま 
す。メモリーを使つて文章にも応用 


できます。 


• 画面下の ツール バーに表示されたモ 
ノグラムのサイズ選択機能 卩2 3~1 
にタッチします。 

• 番号が右に移動します。 


大型のモノグラム文字は3種類のサイ 
ズで縫うことが出来ます。 


• モノグラム30 / 20 /15ミリ 
• 文字スタイルを選択するには画面 
上の文字にタツチします。 

• 選択した文字スタイルが起動しま 
す0 


• « A / a » (文字のサイズ）機能に夕 
ツチします。 

• 文字サイズが9ミリに戻ります。 


サイズ1の文字は、大きさと縫い方 
向を考慮して スター ト位置を決め 
ます。 （ テンプレートの項51ページ 
参照） 


030866.51 .10 0401 a 185 JP 




































































文字と数字のプログラム方法 


文字と数字 
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プログラム方法 

■ メモリーボタン 《mem》 を押してメモ 
リーを開きます。 

■ 選ぶ文字にタッチします。 

■ 選んだ文字が画面下部のメモリーに 
表示されます。 

_力ーソル《I》が文字の前について右 
に移動します。 



\W\ 


mm 削除 1 保存〇 -9 



プログラミングを続ける 
_次の文字をタッチします。 

_文字がメモリーに表示されます。 
■ この方法で続けます。 


1400 0 ^ 0 " 


A 


ぼ 


ぎ | 

謀 

溶 

說 

0 

到 

次 



Jt 

0 


旅奶[:翰| 



23 


Q fills 削除 保存 jo-9 


メモリーされたモノグラム文字 
■ モノグラム文字もメモリーに混ぜてプ 
ログラムすることが出来ます。 

_文字間の間隔は16方向縫いを使って 
プログラムします（テンプレートを使い 
ます)。 

■ 各文字の始まりと終りの位置に注意し 
ましよラ。 

■ 《16方向縫い》の章を參照してくださ 
い0 


文字の縫い方の詳細はソーイングマニュ 
アルの部42ページを参照。 
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メモリー 


メモリー 


全てのステッチ、文字、数字はメモリーに 
プログラムし、セーブしたり、訂正したり 
することができます。 

メモリーの容量は、ほぼ無制限です。 
メモリー域は、255列あります。 

各メモリー域は、記憶した模様の数に従 
つて、メモリー毎にその容量を自動的に 
変えて記憶します。 


メモリ _ バーに表示される模様は、ステッ 
チのメニュー画面の表示とは90度左の 
方向にむいています。 

ソーイングの方向は常に左から右に移動 
します。 


プログラムする時に表示された押え金 
と、縫うときの押え金は同じ物を使いま 
す 0 


メモリーは恒久的にデータを保存します。メモリーを使った縫い方の詳細はソーイ 
すなわち削除されたり、上書きされたりしングマニュアルの部 40-42 ページを参 
ない限り保存されたままです。 照。 

訂正や変更はいつでもできます。 


メモリーを開く 






, 1 


3 

f 

1| 

D 


6 

iii 

7 

多 

I 8 

ノ 


备 

11 

121 

13 

u 

iTH 

如 

/N©@8n3E/ 

岭 


a 

Q_ fiis 削除保存 

! 0-9 

和 


メモリーを開く 

-外側の 《mem》 ボタンをおします。 

_ メモリーバーが画面に表示されます。 

■ 三行目の模様が消えてメモリ _ バー 
が表示されます。 

_模様の行を上下にスクロ _ ルして模様 
を探せます。 

■力_ソルがメモリ_バーに垂直 
のラインとして現われます。 

■ 変更 （ 記憶、挿入、訂正）は、常に力 
—ソルの左側の模様に対して実 
行されます。 


画面下のツールバー機能は、自動的 
に、メモリー操作に必要な機能の表示 
に切り替わります。 

使っているメモリー域の番号が画面下 
のツールバーに 《mem》 と一緒に表 
7F されます0 



基本プログラム 
_ メモリーを開く。 

■ ステッチを選択する。 

-ステツチがメモリーのフイールドに表示 
される。 

_力ーソルが右に動く。 


メモ： 

メモリーボタンを押してメモリーを開くと、 
meml (メモリー1番地）に記憶された内 
容が自動的に表示されます。 
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k 0 A (T 104 〇 


■_ ■□圓 
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mm 

削除 

mem 

保存 
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プログラミングを続ける 
• 次のステツチを選択する。 

• ステツチがメモリーのフイールドに 
表示される。 

• このやり方で続ける。 


注意； 

メモリーの内容が編集機能 （ 44ペー 
ジ）で変更されている場合には、模様 
頭出し機能を最初に選んで、カーソル 
を模様の先頭に移動しておきます。 



メモリーをスクロールする 
• スクロール 矢印くく 4-» « +»はメ 
モリーバーの左と右にあります。 

• プログラムされた内容の前を見るに 
は《4»》を、後ろを見るには《+》 
をタツチします。 

• メモリーを閉じるには、メモリーの 
外部ポタンを押します。 


ステッチ番号を使ってメモリーにプログラムする 


又亍ッ于番号 910} 

クリア 


1 

2 3 ‘ 

4 5 

戻る 


6 

7 8 ! 

9 0 

次へ 




□ 

■肖 •_ 


保存 










ステッチ番号 


9011 

ク_」ア 


1 
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3 

4 

5 

戻る 
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9 

0 
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◄- 
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削除 

mem 

1 

保存 


F d 



〇" 〇_ fflis 削除 保存 0-9 t 


ステッチ番号でプログラムする方法 

■ メモリーを開く。 

■ 《0 — 9》の機能にタッチします。 

■ 数字表が画面に表示されます。 

■ メモリーバーはそのまま表示されてい 
ます。 

■ ステッチ番号を数字にタッチして入力 
します。 

■ 選んだ番号が順次表示されます。 

確認、そしてプログラムを続ける 

-ステッチ番号を確認して 《OK》 をタッ 
チしま "5 。 

_番号で選んだ模様がメモリーバーに表 
示されます。 

■ メモリーに保存するためには 《OK》 
をタッチします。 

■ 次のステッチ番号を同じようにして入 
力しま3。 


ステッチ画面に戻る 
■ 《戻る》にタッチします。 

■ 画面は模様画面に戻ります。 

■ 選んだ模様が画面上で黒く表示され 
ています。 


• 模様の繰り返し機能を選択しておけ 
ば、ミシンを自動的に停止すること 
ができます。 

ツールバー 機能 

模様の繰り返し機能を選択すると、ミ 
シンは指定した数のステツチまたは模 
様を縫った後、自動的に停止します。 

一模様縫いを選択すると、力ーソルを 
当てている左側にあるステツチを1回 
縫った後、自動的に停止します。 

データを保存するには、《保存》を夕 
ツチします。 

保存の作業中には、文字が点滅します。 


ステツチの組み合わせが保存されて 
いない場合には、保存したいかどう 
かを問うメッセージが表示されま 
す0 


訂正 

■ 間違えた時は《クリア》をタッチしま 
す_〇 

■ 力ーソル《I》が左に移動して数字を 
削除します。 

■ 正しい数字を選びます。 
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メモリー 


メモリーに保存した内容を編集して縫う 
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機能を使ってステッチする 

• メモリーに保存されたステッチを編 
集します。 

• 最初の二つ位のステッチをメモリー 
に入力します。 

• 《編集》ボタンにタッチします。 

• 使える機能が全て画面の右上に表示 
されます。 

• メモリーに入れた最後のステツチ（力 
ーソルの左）が機能表示の左側に表示 
されます。 

• 例えば《模様反転機能》にタッチします 
。表示されているステツチが反転され 
ます。 

• ステツチはメモリーバーにも変更され 
た状態で表示されます。 

• 同じ要領でいろんな機能を使って、以 
前に保存したメモリーの内容も編集し 
て使えます。 

目で確認できる機能 

• 画面上に表示された機能は全て機能 
フイールドの左側に表示されていま 

す。 

• 左の例では、《止め縫い機能》がメモ 
リーに入力された機能として表示さ 
れています。 

• 要6ない機能やステッチは《削除•ク 
リア》ポタンをタツチしてメモリー 
か6削除します。 

• 閉じるには、《編集》ポタンにタツチ 
します。 


メモ ■ 

横送り模様とロングステツチや模様拡 
大機能を使つてメモリーに入力できま 
すが、模様が変形しますのでお勧めしま 
せん。 


メモリー編集機能 

メモリーの編集機能がオンになつている場合には、以下の 
機能が画面中央に表示されます。ツールバー上の全ての機 
能（削除を除く ） は、編集機能がオンになつている間は使 

ソーイングスピード 




バランス 



-I- 


左右模様反転 


メモリーの分割 



口 


うことができません。編集機能を閉じれば、元どおり使え 
ます。詳しくは、メモリーの編集に関する 29- 
30ページをご覧ください。 


上糸調子 


モノグラムサイズ 

12 3 


一点止め縫い機能 模様の拡大機能 

沖 


文字サイズ 


ロングステッチ機能 


上下模様反転 
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メモリー 45 


メモリーの内容を見る 

メモリーの内容を検索する 
• 力ーソルをメモリーの内容の先頭にも- 
つてくる。 

• 《チェック》ボタンをタッチします。 

• メモリーの内容が表示されます。 

• カーソルが見えます。 

• 訂正する場合は、矢印ボタンでカーソ 
ルを移動します。 （ 



《メモリーの訂正）と同じ手順） 


• 《戻る》ボタンをタツチします。 
• メモリーバーが現われます。 


メモリーの訂正 


基本ルール： 

変更や訂正は全て常に力ーソルの左側で実行されます。 


a _ 遂 



A A | (T |fiis 削除 m rl^]o-9 


最後に入力したステッチや文字を削除する 
■ 《削除》ボタンをタッチします。 

■ 入力した最後のステッチ（力ーソルの左) 
が削除されます。 
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メモリー内容の途中でステッチや文字を削 
除する 

_力ーソルを削除するステッチの右側に移 
動します。 

■ 《削除》ボタンをタッチする。 


メモリーにステッチを揷入する 
■ ステッチを揷入したい場所に力ーソルを 
移動します。 

■ ステッチあるいは文字を選びます。 

-新しいステッチが力ーソルの左に挿入さ 
れます。 


力ーソルは前画面に表示されていた 
のと同じ位置に表示されます。 
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メモリー 


メモリー容量 



メモリーを開く 

• 外部《 mem 》 ボタンを押してメモ 
リーを開く。 

• 機能ツールバーの 《 m e m 1》を夕 
ツチします。 

• メモリー域表示の画面が現われます。 

• 使用中の全容量は画面上部に％で示 
されます。 

• 255番地のメモリーを通じて保存でき 
る最大容量は1023模様です。 


メモリーの内容をセーブして残す 


a - 
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メモリーの保存 

■ 《保存》ボタンをタッチします。 

_内容は保存されます。 

■ メモリーが閉じられメモリーバーが画面 
から消えます。 

_ メモリー内容はいつでも開いて検索出来 
ます。 

保存せずにミシンのスイッチを切ると… 

-保存せずにミシンのスイッチを切るとメモ 
リーの内容は失われます。 


各メモリーの開き方 


mem f ] mem( j in% 

25 50 75 100 1 

■l i M mi 

6 7 8 9 

如 b|ernina_steckiV 

削除 次へ戻る I 


以前にブログラムしたメモリー域に戻 
る 

• 外部ポタンの《 mem 》 ポタンを押し 
ます。 

• メモリーを開く。 

• 機能ツールバー上の《 mem 》 ボタ 
ンをタッチします。 

• mem 1の全容が画面に表示されます。 

• 現在使つているメモリー域は濃いグ 

レー色で示されます。 


空いているメモリー域は薄いグレー 
色で示されます。 

15以上のメモリーが使用されている 
時は、メモリー域を上下にスクロール 
出来ます。255番地まで使えます。 
使用中のメモリーの状況が画面上部 
に％で示されます。 

以前に保存したメモリーを開きまし 
ょ〇 〇 

内容がメモリーバーに表示されます。 
元の画面に戻す時は《戻る》ボタン 
をタッチします。 

選んだメモリーの内容は即座に縫え 
ます。 

その内容通りに縫ったり、挿入、訂正 
したり出来ます。 


□S 
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メモリーの分割 
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メモリ _ の分割 

■ メモリーの内容は思い通りに分割出来ま 
す。例えば、一つのメモリーの中で名 
前、番地、町名等に分けて有効に使う。 

■ 名前を入力してみましよう。 

■ メモリーの分割機能《—1—》をタッチしま 
す。 

■ 住所を入力します。 

■ 名前と住所は同じメモリー（例えば左の 
画面では mem 4) に記憶されています 
が、分割された他の部分とは全く独立し 
ており、あたかもメモリーを二つ使ってい 
るような使い方が出来ます。 

_ メモリーの分割は、入力を全て終えた後 
でも入力できます。 

■ 《メモリーの訂正》の手順に従う。 


■ ミシンが縫うのは、分割された部分の内 
容だけです。 

■ 次の分割部分を縫う時は、その部分に 
力ーソルを移して《模様頭出機能》を夕 
ッチして縫い始めます。 

■ その部分を一度だけ縫うのなら、《一模 
様縫い機能》をタッチして、ミシンが止ま 
るまで縫います。 

■ 《一模様縫い機能》を使うと名前が縫 
い終わるとミシンは自動停止します。 

-布の上で行を変えて、住所を縫います。 


ソー ■イング 

■ これから縫う部分に力ーソルを持って来 
て、《模様頭出機能》をタッチし、縫い 
始めます。 


メモリーを削除する 
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4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

^^7 

12 

13 

U 

15 


巳 ERNINA—STECK 


1 


次へ 


戻る 


メモリーの削除 

-外部 《 mem 》 ボタンを押してメモリーを 
オープンします。 

-機能ツールバー上の 《 meml 》 ボタン 
にタッチします。 

■ メモリー番地全体が表示されます。 

■ メモリーを選んでタッチします。 

■ 《削除》機能ボタンをタッチします。 


■ 「メモリーの内容を削除してよろしいです 
か?」というメッセージが表示されます。 

_ 「はし、」をタッチします。 

_選んだメモリーの内容が削除されます。 

_《戻る》ボタンをタッチして元のスクリー 
ンに戻ります。 
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キルティングステッチ/横送り縫い 


赵 C [ T 弋 (]_ 短 


a~ a e ai)a: n 0-9 和 


16 方向パノラマ縫い 


16方向パノラマ■ソーイング 

■ 2種類の16方向ソーイング 
方法1直線縫い 
方法2ジグザグ縫い 

■ 16方向の押え金#40の表示が画面に現 
われます。 

_方向を変える時は例にならって左右の 
矢印をタッチします。 

_素早く方向を変えるにはミシンを止めず 
に続けてタッチします。 

_ミシンは選んだ方向で選択したステッチ 
を縫います。 

直線縫い 

■ ステッチの長さは常に 3 mm です。 （1 6 
方向すベて） 

■ ステッチの長さは短く出来ますが、3ミリ 
以上に長く出来ません。 


ソーイング方法 

_方向を選択して縫い始めます。 

-ミシンを止めて、 

■ 新しい方向を選択してまた縫い始めま 
す。 

■ ミシンを止めて、これを繰り返します。 
ジグザグ縫い 

■ ステッチの長さはサテンステッチにプロ 
グラムされています。 

■ ステッチの長さは無段階に1まで短く又 
は長く出来ます。 

■ ステッチの幅は無段階に 0 — 9 ミリで変 
えることが出来ます。 

ソーイング方法 

_方向を選択して縫い始めます。 

■ ミシンを止めて、 

■ 新しい方向を選択して縫い続けます。 

■ ミシンを止めて、これを繰り返します。 


キルティングステッチ/ I 6方向縫い/4方向（パッチ)縫い 



キルテイングステツチ 


.IT 〇 - 324 … 
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メニューの選択:キルティングステッチと16 
/4方向縫い 

■ 外部《キルティングステッチ/横送り縫 
い》ボタンを押す。 

- 3種類のメニューが現われる。 

_希望する種類の表示を選んでタッチしま 
す 0 


キルティングステッチ 

■ 特にキルティングに適した様々なステッチを 
選択。 

■ 324 番キルト用止め縫いプログラム 

■ 325 番キルト用直線縫い 
- 326 番短い直線縫い 

■ 327 番スティップリングステッチ 

■ 328 番手縫い風キルティングステッチ 

■ 329 番特殊キルティングステッチ 

■ 33 〇番ヘビーブランケットステッチ 
• 331 番纏り縫い 

■ 332番 フエ ザーステッチ 

■ 333 — 338、351番 フエ ザーステッチ 

■ 346— 35 〇番各種キルティングステッチ 

■ 352 番ブランケットステッチに重） 

■ 353 番ダブルブランケットステッチ（二重） 



■ 画面上の模様ボタンをタッチして選択。 

■ ステッチが選択されます。 

■ 通常の情報は全て画面上に表示されます。 

_ステッチの長さと幅は必要に応じて調整出来 
ます。 




5 4 3 2 150 

I • I • I • I • 
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(T 


a 


確認 


5 〇 -9 I 和 


メモリーを使ったパノラマ縫い 


メモリーを使った直線パノラマ縫い 

_直線縫いボタンを押すたびに、細いコン 
パス表示の付いた押え金がメモリーバ 
—に示されます。 

■ 押え金の表示はメモリーパーの中では 
90度左向きに表示されます。 

■ 縫い方向は画面上の半円状の矢印で選 
びます。 

■ メモリーバーの中の細い矢印は選択し 
た方向を示します。 

_ —つの押え金の表示は 3 針の直線縫い 
を表しています。 

(3 ミ J X3 針 = 9mm) 


同方向に続けて縫う時は相応の長 
さの回数だけ画面の表示にタツチ 
します。 

ロングステツチ機能がここでメモ 
リーに現われます。 

ロングステツチ機能をオンにする 
と画面に表示されます。 


メモリーを使つたジグザグパノラマ縫い 

• ジグザグ縫いボタンをタツチするたび 
に、太い矢印の付いた押え金の表示が 
メモリーバーに表示されます。 

• 押え金の表示はメモリーバーの中では9 
0度左向きに表示されます。 

• 縫い方向は画面上の半円状の矢印で選 
びます。 

• メモリーバーの中の太い矢印は選択し 
た方向を示します。 

• 一つの 押え金の表示は9 mm を縫いま 
す。 

• 同方向に続けて縫う時は相応の長さの 
回数だけ画面の表示にタツチします。 



16方向ーロングステッチ機能を併用した直線縫い 



直線縫いとロングステッチ機能の組み合わ 
せは大きなステッチと文字を一緒に縫う時 
に特に便利です。 

模様と模様をつなぐ連絡ステッチは後から 
取り除く事が出来ます。 

ロングステッチ機能を併用した直線縫い 
_直線縫いを選択します。 

_ ロングステッチ機能を作動させる 一 3 
針毎に一針縫います。 

_方向を決めます。 

■ ミシンは選んだ方向に縫い進みます。 

_直線縫いは 9mm の長さで縫います。 
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キルティングステッチ/横送り縫い 


4方向（自動パッチ)縫い 

布地を回さなくても4方向にパッチを縫うこ 
とが出来ます。とりわけ筒状になった所の 
修繕に便利。（袖、ズボン等） 



4 方向縫い 

_ 4方向ステッチを選択してください。 

_ 8種類の中から選ぶことができます。 

■ 41 番直線縫い 

■ 42 番ジグザグ縫い 

■ 43 番トリコットステッチ 

■ 44 番ランニングステッチ 

■ 4 5 番ダブルオーバーロックステッチ 

■ 46 番ボタンホールステッチ 

■ 47 番スーパーストレッチステッチ 

■ 48 番ネットステッチ 

■ 4 方向の押え金の表示が画面中央に現 
われます。 

■ 矢印を用いて方向を選択して〈ださい。 
これらのステッチの長さと幅は、変えること 
は出来ません。 


実際の縫い方は、ソーイングマニュアルの 
部、45ページを參照。 


横方向縫いーアウトラインデザイン 


横方向縫いは大きなモチーフを縫うため 
に、布地と送り歯が前後、左右に動きます。 
これらは縁飾り（アウトライン）縫いのモチ 
—フです。 

横方向縫いのサイズは一つで、大きさを変 
えることは出来ません。 


V 
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装飾縫い 

_画面右横のボタン《装飾縫い》を押し 
てください。 

■ 装飾縫いのメニューが画面に現われま 
す。 

■ 横方向縫いのモチーフを選択して下さ 
し、。（クロスの表示） 

_モチーフが起動します。 


実際の縫い方は。ソーイングマニュアルの 
部、45ページを参照。 


ソーイングの方向 

■ こうして選んだ方向に選んだステッチが 
縫えます。 

ソーイング方法 

■ 方向を選んで縫います。（パターンの最 
後でも構いません。） 

■ ミシンを止めます。 

■ 新たに方向を選び縫います。 

■ ミシンを止めます、等。 

ヒント： 

_素早く縫うためには、《一模様縫い機 
能: 》で 1 一 9 回の繰り返し機能を選んで 
ください。 

■ 四角に縫う時に、簡単に仕上げるに 
は、上から下へ、右から左へ（時計回り） 
に縫って下さい。 


メモ： 

使用する生地、接着芯、安定紙に合わせて 
ステツチのバランスを 《 b »機能で調整し 
ます。《バランス》の章 52-53 ページ 
をご參照ください。 
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横送り縫い 
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豊富な横送り縫い模様が用意されてい 
ます。 

画面ボタンをタッチして選択してくださ 
い。 

ステッチが起動します。 

一般的な情報は全て画面上に現われ 
ます。 

十字にクロスした矢印の表示（針止め 
の右側）は、横方向縫いが起動してい 
ることを示しています。 

横送り縫いが終了したらミシンは自動 
的に停止します。 


個々のモチーフは繰り返して縫うことが 
出来ます。 

装飾的な縁縫いに理想的です。 
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確認 


"1 保存1〇9 + 


メモリーを使った横送り縫い 

_横送り縫いをメモリーに保存することが 
出来ます。詳細は 42-47 ページを参 
照。 

■ 横送り模様は、メモリーや16方向縫い 
機能を使って組み合わせて縫うことも出 
来ます。 （49 ページを参照） 

テンプ レー ト 

• 備え付けのテンプレートはオリジナルの 
サイズでステッチを示しています。 

_縫い始めと縫い終りの位置は通常ステ 
ツチ内の異なる位置にデザインされて 


押え金の方向は細い線で示されていま 
す。 

押え金は布の上に同じ方向に向けてお 
いてください。 
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バランス 


バランス 


b 


工場からミシンが出荷される前にステッチ 
は全てチェックされ完全に調整されていま 
す。 

様々な布地や糸との組み合わせの違いが 
プログラムされたステッチに影響することが 
あります。例えば縫い幅が広すぎたり狭す 
ぎたりで、縫い終りがきっちり閉じなかった 
り重なったりすることもあります。 

バランスを開く 
-機能 《 b》 をタッチする。 

■ 画面に機能が表示されていない場合に 
は、機能ツールバーの左右いずれかの 
矢印にタッチして使いたい機能をスクロ 
—ルして表示します。 


実用ステッチのバランス 



ジャージーやトリコットのような柔らかい布 
地を縫う時、ステッチを伸ばしながら縫うた 
めに、押え金の下で布地自体も引っ張られ 
ていることがあります。 

例えばネットステッチを開いてみましよう。 
バランスの修正はいたって簡単です。 


模様がこのような詰ま 
つた形になるときは、 
このボタンを使って調 
整します。 


模様がこのような開い 
た形になるときは、こ 
のボタンを使って調整 
します。 



模様がこのような詰ま 
つた形になるときは、 
このボタンを使って調 
整します。 


模様がこのような開い 
た形になるときは、こ 
のボタンを使って調整 
します。 


修正 

開きすぎたステッチ 

_右欄の矢印にタッチして、画面上に今 
あなたが縫った状態を表示して下さい。 

■ ステップ数が直接矢印の上に示されま 
す。 

-ミシンは自動的にバランスを修正して、 
ステッチを中央に表示された標準に戻 
します。 

_変化は画面には現われません。 

- 2— 5ステップで普通充分な修正が出 

来ます。（最大50ステップ） 

■ 試しに縫ってみましよう。 

詰まりすぎるステッチ 

■ 上と同様の手順で左欄の矢印を用いま 
す。試しに縫ってみましよう。 


これは画面上のバランス機能で修正するこ 
とが可能で、必要であれば、布地に合わせ 
てステッチの形を調整することが出来ま 
す。 

垂直方向に50段階、水平方向に20段階 
調節できます。 


パランス 

• 適当なステッチを選択しましょう。 

• バランスボタンをタッチします。バラ 
ンスの画面が表示されます。 

• 実用縫いの場合は、ネットステッチが 
画面中央に現われます。ネットステッ 
チは実用縫いの全ての代表です。 

• 飾り縫いでは、楕円形のサテンの飾り 
模様が代表で表示されます。 

• 画面には、くずれた形のステッチが両 
側に表示されます。左は詰まりすぎ、 
右は開きすぎたものです。 

• 画面下部の矢印がステッチを修正する 
方向を示しています。 

• 二つの矢印ボタンを操作して、バラン 
ス調整します。 


修正が終わったら、 《OK》 ボタンを押 
してステッチ画面に戻ります。 

修正したバランスはミシンの電源を切る 
とリセットされます。又はバランス画面 
の《リセット》ボタンをタッチすると強制 
解除できます。 
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/《ランスー横送り縫い 
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ステッチが上 
のような縮ん 
だ状態のとき 
は、この矢印 
で調整しま 
す。 


ステッチが上 
のような開い 
た状態のとき 
は、この矢印 
で調整しま 
す0 


横方向のず 
れはこの矢印 
で修正しま 
す0 


様々な布地や糸またその組み合わせの違 
いで横送り縫いに影響が出ることがありま 
すので、バランスの調整が必要になること 
もあります。 

/《ランス 

■ 横方向縫いを選択してください。 

_バランス機能を起動します。 

■ バランス調節の画面が現われます。 

_ステッチが画面の左半分の中央に現わ 
れます。 

■ 歪んだ模様が2種類ステッチの両側に 
表示されます。左は詰まって狭く、右は 
伸びたものです。 

■ 画面の右半分にはバランスを調節出来 
る範囲が示されます。 


■ 横送りのバランスを調節する画面では、 
常に選んだ模様が表示されます。 


垂直方向の訂正 

_もし縫ってみた模様が画面の右側のも 
のに似ていたら、右の矢印を使って訂 
正します。 

■ ステッチが縮みます。 

_もし縫ってみた模様が画面の左側のも 
のに似ていたら、左の矢印を使って訂 
正します。 

■ ステッチは伸びます。 

■ 通常、1 一 5ステップでステッチの垂直 
方向の形は充分訂正されます。（最大5 
0ステップ） 

■ もし10ステップ以上になれば、ステッチ 
自体が小さくなります。 

_試しに縫ってみましよう。 


水平方向の訂正 

■ 水平方向のバランスは画面の右半分に 
示されます。 

■ 垂直方向に訂正を加えた後では、ステ 
ッチが幅広になっているかも知れませ 
ん。例えばステッチのセンターラインが 
歪んでいるなど。 

■ もしステッチの中央が右に寄っていた 
ら、左の矢印で訂正して下さい。 

■ もしステッチの中央が左に寄っていた 
ら、右の矢印で訂正して下さい。 

■ 通常 5-10 ステップでステッチの水平方 
向の形は充分訂正されます。（最大20 
ステップ） 

■ 試しに縫ってみましよう。 

ステッチ画面に戻る 

■ 修正が終わったら、 《OK》 ボタンを押 
してステッチ画面に戻ります。 

-修正したバランスはミシンの電源を切る 
とリセットされます。又はバランス画面 
の《リセット》ボタンをタッチすると強制 
解除できます。 
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ヘルプ機能 


ヘルプ 

ヘルプ機能は、個々のステッチと全機能の 
説明をしてくれます。 

どんな画面を見ている時でもステッチや機 
能に関するヘルプは呼び出すことが出来 
ます。 



ヘルプを開く 

■ 画面右横のヘルプ《？》ボタンを押し 
て下さい。 

■ 調べたい模様ボタンあるいは機能ボタ 
ンを画面上でタッチして下さい。 



まつい 


-据上げのまつり縫いに 
-やわらかな薄地のジャージーやランジェ 1 J - 
のシェルエッジ仕上げ C 
-あらゆるまつり縫い(こ 


戻る 


ヘルプの画面 

■ 画面には次のような情報が表示されま 
す。 

-ステツチでは： 

ステッチの名前 
適した布地 
主な適用方法 



上不■接反 tesie 


-模様を上下〖こ反転します。 
上手な使い方 
-対象形の模様の組合わせに 
-芏石模様反軺襪能と組合わせて 



ヘルプの画面 

機能では： 

_機能の名前 
■説明 

■ 主な利用方法のうちから二、三種類の 
簡単な説明 


戻る 


戻る 


前の画面に戻る 

■ 《戻る》にタッチしてください。 
■ ヘルプは閉じます。 

■ 元の画面に戻ります。 


情報は使用説明書にあるものと同じです 
が、画面上でより早く簡単に見つけ出すこ 
とが出来ます。 


■ 時計が画面に表示され情報検索中を 
/J、 しポす〇 


注意 

ヘルプ機能はいつでも、どのような作業を 
していても、作業に影響することなく使えま 
す0 
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糸調子 


〇喷 


基本的な糸調子のセッティングはステッチ 
やプログラムを選択した時に，自動的に調 
節されています。 

糸調子は工場出荷時にポリエステル100/3 
の糸でベストの仕上がりになるようにセット 
されています。 

当然刺繍糸のように特殊なタイプの糸を使 
えば糸調子も変わって来ますので、このよ 
うな場合には布地とステッチの種類に合わ 
せて調整する必要があります。 


TTC ボタン 

■ チュートリアルボタンを押します。 


テンションの調節はどのステツチに対し 
ても可能で、他のステツチのテンション 
を変えることなく、どのような場合にも 
できます。 

操作は、外部のチユートリアルボタンを押 
して行います。 



糸調子の 
変更 

使い方の説明 

ソー イング 
ガイド 


戻る 



液晶画面 

-以下のメニューが現われます。 

-糸調子 
-手引き書 
-ソー イングガイド 

-《糸調子の変更》画面をタッチする。 


糸調子を変える 

■ 糸調子の画面が現われる。 

_完璧なステッチの形が画面左側の中央 
に示される。 

■ 糸調子のスケール （1-10) が中央に現 
われる。 

■ 基本的なセッティングがグレーのバーで 
示される。 

_糸調子を変えるには上下の矢印にタッ 
チして下さい。 

■ ステッチの形が上の例（下糸が強い）の 
ような場合、上向きの矢印にタッチしま 
す。 

■ 个=上糸調子を強くする。 （ 上糸を 
強くすれば布地の上にまで下糸を引つ 
弓長り上げるようになります。） 

_ステッチの形が下の例（上糸が強い）の 
ような場合下向きの矢印にタッチしま 
す。 

=上糸調子を緩くする。 （ 上糸を 
緩くすれば布地の下側にまで糸を引つ 
張ることが出来ます。） 


_ 《ok》 にタッチして下さい。 

■ 変更されたステッチのテンションは一時 
的なメモリーに保存され、画面は閉じま 
す。 

_糸調子の変更はスイッチを切ったら、消 
えてしまいます。 

■ 恒久的に糸調子を変えたい時は，セット 
アップ (66 ベージ)を参照して下さい。 

基本セッティングに戻す 
_糸調子の画面を開いて下さい。 

■ 《リセット》ボタンにタッチして下さい。 

_変更は消去され、基本セッティングに戻 
ります。 
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糸調子/チュートリアル/ソーイングガイド 


説明書(チュートリアル) 


コンピューター用語で、チュートリア 
ルと言うのは自分で出来るようになる 
ためのものと言うことです。チユート 


リアルは、ミシンの様々な情報を画面 
上で集約して用意されており、使用説 
明書を調べる手間を省きました。 



画面右横ボタン 

■ 画面右横のチュートリアルのボタンを押しま 
す0 




糸調子の 
変更 

使い方の i 兑明 

ソー イング 
ガイド 


戻る 



安シンの準描 

揀押え上|ブ 

P_H 、ンド 、 ■) 

ベルフ機能 

ok 


匕ントと対第 

CPS 

模様交®檐能 

_しゅラ描 

刺しゆ 5 問係 
ソフト 


戻る 


メニュ ー 

-メニューが現われます。 

-糸調子 
-手引書 
-ソー イングガイド 
•チュード J アル画面にタッチします。 


サブメニュー 

■ 画面がチュートリアルの副題に変わります, 
-縫い始め 
- FHS システム 
-ヘルプ 
ー ヒントと IT ン 
- CPS 
一刺しゆう機 

-朿 1 J しゆう用パソコンソフト 


■ 画面をタッチして選択する、例えば FHS シス 
テム。 

■ 確認出来たら 《 OK 》 にタッチする。 


ひざ押え上げレバー（フリー八ンドシステム〕 


-ひざで右方向に押すと押え金が 
持ち上がり、送り歯が同時にド 
□ップします. 

-送り歯は次に縫い出すと瞬時に 
上がって布送りを始めます。 

-手は常に布の操作に集中で吉ます。 



説明 

■ 画面に時計が表示されて情報の検索中を示 
します。 

_選んだ題目に関する情報が画面に現われま 
す。 

■ 《戻る》ボタンにタッチすると画面は閉じ、メ 
ニューに戻ります。 


戻る 


ソー イングガイド 


ソーイングガイドは多種多様なソーイングの 
必要に応じて情報やヘルプを提供します。 

布地のタイプと使いたいテクニックを入力す 
ると、針、押え金、双方の接点、特別プログ 
ラムなどを情報として提案してくれます。 
その時の押え金は必ずしもミシンに付いてい 
た標準のものではないかもしれませんがべル 
ニナ正規販売代理店にて、お買い求めいただ 


ソーイングガイドでは、作品に合わせて自動的に 
糸調子をセットしてくれるとなっていますが、いつ 
も最適なものであるとは限りません。あくまで、 
作品に適したステッチが、その標準の設定で紹 
介されるだけですので、調整が必要な場合に 
は、手動で行うことになります。 


けます。 



TTC ボタン 

■ 画面右横のチュートリアルボタンを押す。 
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糸調子の 
変更 

使い方©説明 

ソーイング 
ガイド 




戻る 


薄地 中囯地 匡地 


シルク 

つットン 

装飾地 

次へ 

人絹 

ウール 

ベ J レべット | ■ 


(ビスつース） 


a 


ズりヤス 

トリ3ット 

ギャパジン 


(ジャージー） 


(巷ゆ木綿等の 




綾織り地) 


パチスト 

りネン 

ウルトラ 


(薄手の绢.麻 

(キャラニ!） 

スエード ■ 

，る 

綿•毛.化褊） 


■ 



メニュー 

• メニューが現われます。 

- 糸調子 

- 手引書 

- ソー イングガイド 

• ソーイングガイドにタツチして下さ 
い。 


布地のメニュー 

-布地のタイプが3列で表示されます。 

- 薄い布地 

- 普通の布地 

- 厚い布地 

- 最も一般的な布地があげ6れて 
います。 



鈕い合わせ 

綠かびり級い 

トップステッチ 

次へ 


ポタンホ'~ル 

フ p スブー付1ブ 

飾り級い 

萁シン 

キルティング 

ぺムステッチ 

アップリケ 

縦り模様 


戻る 



テクニックのメニュー 

■ 最も一般的なソーイングテクニックが表 
示されます。 

■ ソーイング（シ■—ム、ヘム等） 

■ 才ーバーロック 
■ 直線縫い 
■ ボタン ホー ル 
■ ジッパーの取り付け 
■ 装飾縫い(装飾ステッチ） 

■ ミシンキルティング 


ノーイング情報、特殊なテクニック、糸調子 
画面には選んだ布地とテクニックに関 
するアイデアが表示されます。 

-押え金 
-針 
-送り歯 
-糸調子 
-押え圧力 
-安定紙 

-ボタンホールの紐 

■ 糸調子は、選択したステッチの標準の 
状態で、自動的にセットされます 。 （AU 
TO と表示されます。） 


ok 


選択したステッチに戻る 
■《 OK 》 ボタンにタッチして下さい。 

■ ミシンは、選択したステッチの画面に移 
り、そのステッチの標準設定が自動的 
にされます。 


使いたい布地がリストに無い場合は、似 
たタイプのものを選んで下さい。 

タツチして選択します。 （ 例えば、木綿） 
« 〇 k »ボタンにタツチします。 


縁かがり縫い 
アップリケ 
横送り縫い 

タッチして選択して下さい。 

使いたいソーイングテクニックがリスト 
にない場合は、似たものを選択して下さ 
い。 

《 ok 》 ボタンにタッチして下さい。 


• どんな押え金と針がよいかアイデ 
アが出されるでしよう。 

• こうして選ばれた押え金は選んだ 
テクニックにとりわけ適していま 
すが、基本パーツではなく、別に 
購入しなければならないこともあ 
ります。 

• 希望や好みに従って押え金と針を 
選択して下さい。 

• 安定紙はテクニックや布地にあっ 
たやり方に必要であれば、使うよ 
うに指示が出るでしよう。 

• ボタンホールの紐（モール）はボ 
タンホールを補強するために必要 
なら使うよう注意を促されるでし 
よろ〇 

■ 装飾縫いを選択した場合には、ミシンは 
選択した装飾縫いの最初の画面に移り 
ます。 

■ すぐ縫い始めることが出来ます。 

-指示されたステッチはいつでも変えるこ 
とが出来ます。 
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スマート機能 


スマー ト(割り込み)機能 


時には今進めている作業を中断して他の 
縫い物をしなければならないこともあるでし 

上つ0 

スマート機能は、現在セットした状態をその 
まま記憶させておくよう特にデザインされて 
いますので、後でまたすぐ元の作業に戻る 
ことが出来ます。 


セツトしてあった画面をセーブし、もう一度 
開くことが出来ます。 

スマー ト機能でセーブしたデータは、ミシン 
のスイッチを切ると消えてしまいますのでご 
注意ください。 


ず弋 801 みし 

3 

6 9 

801 

802 

g 

805 
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807 ■ 



808 

809 

令 
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g 

816 

1 

826 
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a - a. e b |c 

i : ac 
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smart 


こんな場合に使います 
-何かをメモリーに保存したいとき。 

■ 作品の一部を試し縫いしたいとき、また 
は一部が完成したとき。 

_中断して、後でまた作業をしたいとき。 


スマート機能で画面をセーブする 
■ 画面右横のスマート 《 smart 》 ボタンを 
押して下さい。 

■ 全てセットされた画面（ステッチ、機能、 
メモリー ) がセーブされます。 
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他の作業に切り替える 

他の作業に必要なステッチに切り替え、そ 

の作業を完成させます。 



スマート機能一画面に戻る 
-画面右 横のスマート 《 smart 》 ボタンを 
押します。 

■ 元の画面が現われます。 

■ 全て残しておいた通りのセッティングに 
なっていますので元の仕事を続けること 
が出来ます。 


注意 

ボタンホールプログラムに切り替える場 
合、機能ツールバーで指定した変更は、す 
ベて基本設定に戻されます。 
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セットアップ機能 59 


セツトアップ■プログラム 

セットアップ■プログラムであなたの必要と 
好みにあった画面が自分だけのものに出 
来ます。 


それと同時に基本セッティングを恒久的に 
変え、 F ボタン（お好みボタン）をヘッドフレ 
—厶にプログラムすることが出来ます。多く 
の可能性がありますので、見出しを良く見 
てどのようにしたいのかを決定して下さい。 



セットアップ 

■ 画面右横のボタンを押します。 

■ メニューが現われます。 

■ リストにある他のものに変えることが出 
来ます。 


マイ [si 

スクリーン_ 

の設定 ^ 

機能の插窠 [pi 

振り幅、 

送り長さ、 

針基線の変更 

シグヵし音你 
を唣らす ^ 

薛高スピードの 
設定 

糸調子の口“ 
変更 □ 

スタート画面の 
設定 

搮準の設定に 
罠す 

ソーイング 
ライトの点減 

サービス 

プログラム 

自動 

糸切リ機能 

画面 0 D 明るさ調整 

糸のメーカー 
プランド名 

戻る 


メニュー 

■ メニューにはあなたの希望に添って変 
えることが出来るあらゆる特徴がリスト 
にあげられています。 

-マイスクリーン 
■ 機能 

_ステッチの長さ/幅/針位置 
■ シグナル音 
■ ソーイングスピード 
■ 糸調子 
_スタート画面 


変更されたものはセーブされ、スイッチを切 
つても、記憶されています。 

ミシンはどんな時もセットし直す事が出来、 
元の状態、すなわち工場から出荷された状 
態に戻すことが出来ます。 


■ いつでも元のセッティングにセツトし直 
すことが出来ます。 


■ 基本セッティングに戻る 
■ ソー イングライト 
■サービス 
■ 自動糸カッター 
_コントラスト(画面の明るさ） 

-糸のブランド 

マイスクリーン（マイスクリーンセツティ 
ング)はスイッチを切ってもセーブされた 
ままです。 

いつでも元のセッティングにセツトし直 
すこともマイスクリーンセッティングにプ 
ログラムし直すことも出来ます。 
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セツトアップ機能 


マイスクリーン■メニュ ーをプ ログラ 

厶女る 


良く使うステツチだけをマイスクリーンに 横送り縫いステツチはマイスクリ 

登録して、ご自分のステツチメニューを作 登録できません。 


ることが出来ます。 


ステッチを登録するときには、送り長さ、ふ 
り幅、針基線なども、個々のステッチに応じ 
て変更したままで登録できます。 



セットアップ 

■ 画面右横のセットアップボタンを押しま 
す。 

■ メニューが現われます。 


成ン圍 

機能の攝集 [ Q 1 

振り幅、 

送り長さ、 

針基線の変更 

シグナル音 d ご 
を鳴らす q ヽ 

薛高スピードの 
設定 

糸調子のロバ 
変更 □. 

スター ト画面の 
設定 

標準の設定に 
戻す 

ソー イング 
ライトの点減 

サービス 

プログラム 

糸切リ桷能 

画面 ( D 明るさ目同整 

糸のメーカー 
プランド名 

蒺る 



■ ステッチボタンにタッチします。 

■ マイスクリーン画面が自動的に現われ 
ます。 


マイスクリーン(スタートポイント） 

■ 最初に直線縫いが表示されます。 

■ 他のスペースは白紙です。 

_マイスクリーンの選択がその白紙のス 
ペースに入力出来ます。 
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ステッチの挿入 

-画面右横の《実用縫い》のボタンを押 
します。 

_ネットステッチを選択します。（明かりが 
点いている所です。） 



マイスクリーン画面 

■ 画面がマイスクリーンに変わります。 

■ ネットステッチが最初にあらわれます。 
■ 保存にタッチしてセーブして下さい。 


ンには 


030866.51 .10 0401 a 185 JP 
















































































































セットアップ機能 61 




6 9 

1 




1022 

20 

li (5 

次へ 

小 

m | b a : ao o -9 

和 


ok 


マイ 
スク u 
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次のステッチを挿入する 
■ 画面右横の《ボタンホール》ボタンを 
押します。 

_鳩目ボタンホールにタッチして下さい。 
(明かりが点いている所です。） 


マイスクリーン画面 

_画面がマイスクリーンに変わります。 
■鳩目ボタンホールが次の空所に現われ 
ます。 

-《保存》にタッチしてセーブします。 

■ このようにしてプログラムを続けます。 

■ 新しいステッチをプログラムした時は、 
自動的に登録されている最後ステッチ 
の後に挿入されます。 


マイスクリーン(スペースの余白） 

■ 五段分の上の行は埋まりました。 

■ 五番目のステッチを挿入したら、自動的 
に次の行が現われます。 

■ 同様にプログラムして下さい。 

■ マイスクリーンには45個のステッチが 
プログラム出来ます。 

■ 15以上プログラムしたら、基本のプロ 
グラムのときと同様に画面がスクロー 
ルします。 


セーブして閉じる 
■《 OK 》 にタッチします。 

■ 画面は閉じます。 

■ セットアップメニュー■が現われます。 


マイスクリーン機能 

■ マイスクリーンを開くためには、マイスク 
リーン機能がツールバーに挿入されて 
し、なければなりません。 

■ 《プログラム機能》の章を參照して下 
さい0 


お好み機能 

■ ミシンの フレーム 上、針の上あたりにあ 
るお好み機能ボタンを使えば、マイスク 
リーンをより簡単に開くことができるよう 
になります。 
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セツトアップ機能 


マイスクリーン_ステッチの削除 


マイ [11 

スク ij ーン f 
の設定 u 

機能の攝集 [ S 1 

振り幅、 

送り長さ、 

計基線の変更 

シグブル音 d ご 
を鳴らす ^ 

悪高スピードの 
設定 

糸調子の卩“ 
変更 □ 

スタート画面の 
設定 

搮準の設定に 
戻す 

ソーイング 
ライトの点減 

サービス 
プ□グラム 

自動 

糸切リ機能 

画面の明るさ^整 

糸のメーカー 
プランド名 

罠る 
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セットアップメニュー 

■ 画面右横のセットアップボタンをおす 
と、メニューが現われます。 

■ 《マイスクリーン》を選択して下さい。 


マイスクリーン画面 

-マイスクリーン画面（マイスクリーン）が 
現われます。 

■ 削除するステッチボタンにタッチして下 
さい。（黒く表示されます） 



削除したステッチ 

■ ステッチは削除され、残りのステッチは 

全て一つづつ繰り上がります。 〇 

_《保存》ボタンにタッチして変更したも 
のを保存します。 


ステッチを削除する 
画面右横の 《 clr 》 ボタン 
を押して下さい。 


閉じる 

■《 ok 》 ボタンにタッチし 
て下さい。 

_画面は閉じます。 

■ セットアップメニューが 
現われます。 


機能 ツールバーの 設定 


フイ (11 
スク 1 J ーン f 
の設定 ^ 

楷能の插茱 [ffl 

振り幅、 

送り長さ、 

針基線の変更 

シグヵし音你 
を鳴らす ^ 

薛高スピードの 
設定 

糸調子のひ： 
変更 □ 

スタート画面の 
設定 

搮準の設定に 
戻す 

ソーイング 
ライトの点減 

サービス 
プ□グラム 

自動 

糸切 1 」機能 

画面©明るさ目同整 

糸のメーカー 
フランド名 

罠る 



a " 


セットアップメニュー 

_画面右横のセットアップボタンを押す 
と、メニューが現われます。 

■ 《機能の設定》ボタンにタッチします。 


機能画面 

-全機能が画面に現われます。 

■ 画面下の二行は実用縫いの機能パー 
と同じです。 

■ これらの機能はどの画面でも使うことが 
出来ます。（見えない時は画面を左右 
にス クロー ルして下さい。） 

-全機能が使えます。 

■ 画面中央の矢印 ® は機能を移動さ 
せるために使います。 

■ 上の二行の機能は実用縫いの画面の 
機能と一致します。 

■ 上の行の機能は《マイスクリーン》以 
外は、起動しません。 


アーティスタ185には、フ種類の機能パー 
があります。 

_実用縫い 
-装飾縫い 
■ ボタンホール 

■ 9 mm 幅の文字 

■ 横送り縫いの モチーフ 

■ 4方向縫いまたは16方向縫いのメニュ 

■ モノグラム 

1つの機能バーをカスタマイズするには、 
セットアップ画面に入る前に、まずステッチ 
および機能オプションを選択しておく必要 
があります。それにより、正しい機能バー 
が起動され、セットアップ画面にてカスタマ 
イズすることが可能になります。 
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機能を移動する 

• 画面下の2行からソーイングスピード機 
能 《M |》を選択します。 

_矢印上向き®にタッチして下さい。 

-下の行からその機能が消えます。 

■ そしてこの機能は、上の2行に移動し 
て、もう個々の画面、例えば、実用縫い 
の画面には表示されません。 


機能を挿入する 

_削除された機能は、いつでも元の状態 
に戻すことが出来ます。 

_上2行の中の機能から、例えば、ソーイ 
ングスピード 《M |》を選択します。 

■ 下向き矢印にタッチします。 

■ 選んだ機能は、画面下のツールバーの 
先頭に挿入されます。 
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機能ツールバー上の2つの機能間に新し 
い機能を挿入する 

_新しい機能を今ある2つの機能の間に 
挿入することが出来ます。 

• 上2行から機能を選択して下さい。 

_機能を挿入したい位置を下2行から選 
んでタッチして下さい。 

_下向き矢印にタッチします。 


« F » (お好み機能)ボタン 
■ ミシン本体の手元返し縫いボタンの横 
にある 《 F 》 機能ボタンに良く使うお好 
みの機能をプログラム出来ます。 

■ 上2行の中から好みの機能を選択しま 
す。 



機能ボタンに選んだ機能がプロ 
グラムされました。 

同様のやり方で、好きなだけプログラム 
のやり直しをすることが出来ます。 
プログラムされた機能は画面トップの《 
針停止位置表示》の表示の右横に常 
時表示されます。 


その機能は上の行で強調して表示さ 
れ、つまり、休止状態になりました。 

他の機能も同じ方法で移動、休止させ 
る事が出来ます。 

機能をもう一度プログラムし直す時は、 
まず、機能を画面の上に移動してやり 
直します。 


-他の全機能は右に一つづつ移動しま 
す 0 


その機能は選択した位置に挿入されま 
す。 

前からあった機能は右に一つづつ移動 
します。 


_機能ボタンを押す。 

■ を押す。 

■ 機能が F ボタンに登録されました。 

■ 画面の上に登録した機能が常時表示さ 
れます。 
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セツトアップ機能 


全機能を基本セッティングに戻す 
■ 《リセット》ボタンにタッチする。 

1 J セット _全機能は標準セッティングに戻ります。 



機能の削除 
■ ボタンを押します。 

■ 機能が削除されます。 


ok 


変更したものをセーブして閉じる 
_ 《 ok 》 ボタンにタッチする。 

■ 変更したものがセーブされます。 
_画面が閉じます。 

_セットアップ画面が現われます。 



機能の追加 
_ボタンを押します。 

■ 機能が追加されます。 


ステッチの幅、長さ、針位置の基本セッティング変更 


マイ [si 

スク 1 J ーン f 
の設定 ^ 

機能の插集 pi 

mmm 

送り長さ、 

針基線の蜜更 

シグヵし音你 
を鳴らす ^ 

薛高スピードの 
設定 

糸調子の卩“ 
変更 □. 

スタート画面の 
設定 

檢準の設定に 
戻す 

ソーイング 
ライトの点減 

サービス 
プ□グラム 

自動 

糸切リ檐能 

画面の明るさ_同整 

糸のメーカー 
プランド名 

罠る 



セットアップを開く 

■ ステッチの幅、長さ、針位置を変えたい 
ステッチを選択します。 

■ 画面右横のセットアップボタンを押し、メ 
ニューが現われたら、《送り長さ、振り 
幅、針基線変更》ボタンをタッチする。 


セッティングを変更する 

ステッチの幅、長さ、針位置の画面が現わ 

れます。 

■ 画面右横の《調節つまみ》を使って《 
ステッチの振り幅と送り長さの基本セッ 
ティング》を変える。 

■ 画面右横のボタンで《基本針位置》を 
変える。 

■《 ok 》 ボタンにタッチしてセーブする。 

■ 画面が閉じる。 

■ セットアップ画面に戻ります。 


この機能は、マイスクリーンおよびある特 
定のメニューにおいて、ステッチのカスタマ 
イズをするときに使います。お好みのステッ 
チの標準値を設定することができます。 


基本セッティングに戻る 
■ 《リセット》ボタンにタッチする。または 
外部ボタン 《 clr 》 を押します。 

■ ステッチが工場設定の標準セッティング 
に戻ります。 


シグナル音の設定 


マイ [si 

スク u —ン f 
の設定 ^ 

機能の攝集 [01 

振り幅、 

送り長さ、 

針基線の変更 

シグブル音 ¢5 ご 
を唣 5 す ^ 

薛高スピードの 
設定 

糸調子の卩バ 
変更 Q . 

スタート画面の 
設定 

揉準の設定に 
戻す 

ソーイング 
ライトの点減 

サービス 
プ□グラム 

自動 

糸切リ桷能 

画面の明るさ1同整 

糸のメーカー 
プランド名 

罠る 


セットアップメニュー 

■ 《ピッ》という操作音、または警告音を 
鳴らすことが出来ます。 

■ 画面右横の《セットアップ》ボタンを押 
すとメニューが現われる。 

■ 《音を鳴らす》ボタンにタッチする。 

■ シグナル音メニューが現われる。 
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セットアップ機能 65 


□3^ 音を鳴らす摄面 

模様を選ぶ B 寺 

機能を選 f 5 i 時 

送り歯上下_ 
蓄告音, 

上糸切 n 
蓄告音 

下糸残5 
蓄告音 

押え金上下_ 
蓄告音^ 

下糸巻き装困 
蓄告宦 

刺ばの， 


はいいい文12 

3次へ 戻る 


音を鳴らす塥面 

模様を選ぶ時 

播能を選 f 沒時 

送り_上下 n=m 
蓄告音— 

上糸切 n 
蓄告宦 

下糸残 5 
蓄告音 

押え金上下_ 

下糸巻き装 S 
蓄告音 

刺しゆうの_ 

完了時把 

_ 

はし' 11 いいえ 12 

| 次へ 戻る 


シグナル音 

■ シグナル音は以下の操作時に鳴らすこ 
とが出来ます。 

-模様選択時 
-機能選択時 

-送り歯の上下操作時(刺しゆう時） 

-上糸 モニター 警告 
-下糸 モニター 警告 
-押え金の上下警告(刺しゆう時） 


シグナルを追加する 

■ 例えば、《模様を選ぶ時》ボタンをタッ 
チして選択する。 

■ 画面が強調されます。 

■ 画面下の 《 on 》 ボタンにタッチする。 

■ 《123》ボタンをタッチして、繰り返した 
い回数を(灰色で表示されている）選び 
ます。 


ok 


セーブして 閉じる 

■ 画面下の 《 ok 》 ボタンにタッチする。 
_変更通りにセーブされました。 

■ 画面が閉じます。 

_セットアップ画面に戻ります。 


ソーイングスピードの設定 


マイ (51 

スクリーン i 
の設定 s 

機能の插集 Iffl 

振り幅、 

送り長さ、 

針基線の変更 

シグヵし音你 
を嗚らす ^ 

薛高スピードの 
設定 

糸調子の卩“ 
変更 □ 

スタート画面の 
設定 

搮準の設定に 
戻す 

ソーイング 
ライトの点減 

サービス 
プ□グラム 

自動 

糸切リ檐能 

画面©明るさ目同整 

糸のメーカー 
プランド名 

罠る 



セットアッブメニュー 
• 画面右横のくくセットアップ》ボタンを 
押すと、メニューが現われます。 

• くく ソーイングスピード》ボタンにタッ 
チします。 

• メニュー ■が現われます。 


ソーイングスピードを変える 
■ 矢印®囹にタッチして、最高ソーイ 
ングスピードを設定できます。 

■ 矢印の間の数字が毎分の最高スピード 
を意味します。900回転が最高限度で 
す。 

-最高ソーイングスピードを早めたり遅く 
したりするのはこの数字で決められま 
す。 


- 糸巻き時 

- 刺しゆうの完了時 

シグナル音は、鳴らないようにセツトする 
事も出来ます。 

繰り返しの数も《ピッ》、《ピッピッ》、 
《ピッピッピッ》の三種類から選択でき 
ます。 


シグナルを除去する 

■ 例えば、《模様を選ぶ時》ボタンをタッ 
チして選択する。 

■ 画面下の 《 off 》 ボタンにタッチする。 

■ シグナル音がオフになりました。 

注意 

シグナル音をオフにした場合、上糸および 
下糸 モニター 警告のセンサーも自動的に才 
フ状態になります。 


• 最高スピードを変えると、各4段階 （1 
/4、1/2、3/4、フル）の速度が順次最高 
速に合わせて変化します。 
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セツトアップ機能 


ok 


セーブして閉じる 

■《 ok 》 ボタンにタッチしてください。 
■ 変更したものがセーブされます。 

_画面は閉じます。 

■ セットアップメニューに戻ります。 


基本セツテイングに戻る 
同画面でくくリセツト》ボタンにタツチす 
れば、標準セツテイングに戻ります。 


上糸調子の標準セッティングを変更する 


全てのステッチ毎に、標準の糸調子が工場 
でセットされています。ミシンは、3本繕りの 
100香の糸を使って、広く応用できるテンシ 
ヨンにセットされています。異なるタイプの 
糸や、布地に対しては、テンションを調整す 
る必要があります。 


セットアップでテンションを変更すると、全て 
のステッチのテンションを変更することにな 
ります。 


マイ Isl 

スクリーン i 
の設定 ^ 

機能の攝集 pi 

振り幅、 

送り長さ、 

針基線の変更 

シグブル胃¢11 ご 
を鳴らす 

薛高スピードの 
設定 

糸 調子の卩バ 
蜜更 □. 

スタ'—卜画面の 
設定 

搮莘の設定に 
戻す 

ソーイング 
ライトの点滅 

サービス 

プログラム 

自動 

糸切リ檐能 

画面の明るさ調整 

糸のメーカー 
プランド名 

戻る 


セットアップで変更するテンションは、強弱 
双方向に最大20%までです。 

改めて、テンションをセットアップで調節しな 
い限り、又は工場セッティングに戻さない限 
りは、変更されたままになります。 

セットアップメニュー 

_画面右横の《セットアップ》プッシュボ 
タンを押すと、メニューが現われます。 

■ 《上糸調子の調節》ボタンをタッチして 
下さい。 



リセット 次へ 戻る 


《上糸調子の調節》画面が現われます。 

糸調子を変える 

■ 糸調子の標準セッティングはいつでも 
変更することが出来ます。（特に特殊な 
糸を使う場合に便利です。） 

_変更した糸調子が全ての模様縫いに影 
響します。 

_画面の左側中央のイラストは、布地の 
中央で上糸と下糸がバランスした完璧 
な状態です。 

■ 糸調子の目盛り （1 一 10) は画面中央 
に表示されています。 

-基本セッティングは灰色のバーで示さ 
れています。 

■ 矢印个+のいずれかをタッチして糸 
調子を変えます。 

■ もしステッチの形が上のイラストのよう 
になっているなら、上向きの矢印にタッ 
チして下さい。 

_个=上糸の調子を強くする。（上糸調 
子を強 a て、下糸を引っ張り上げる） 


もしステッチの形が下のイラストのよう 
になっているなら、下向きの矢印にタッ 
チして下さい。 

^ = 上糸の調子を緩くする。（上糸調 
子を緩くして下糸が強くなるようにす 

る。) 

糸調子の変更はミシンのスイッチを切つ 
てもセーブされたままになっています。 
試しに縫ってみましよう。 
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基本セッティングに戻る 
_《リセット》にタッチすれば基本セッテ 
■ J セツト イングの糸調子に戻すことが出来ます。 


ok 


セーブして閉じる 
■《 ok 》 にタッチします。 

_変更した状態でセーブされます。 
_画面は閉じます。 

■ セットアップメニューに戻ります。 


スタート画面の設定 


スク 1 1ン 機能の攝集 0] 

振り幅、 

送り長さ、 

針基線の変更 

シグカし音 ㈤ ご 
を唣らす ^ 

薛高スピードの 
設定 

糸調子の卩バ 
変更 □. 

スタート画面の 
設定 

棵準の設定に 
戻す 

ソーイング 
ライトの点減 

サービス 

プログラム 

糸切リ檐能 

画面の明るさ_同整 

糸のズーカー 
プランド名 

罠る 


artista 185 
BERNINA® 

Sewing & Embroidery System 

Made in Switzerland 

,1 漂 OK ョ 


ok 


セットアップメニュー 

■ 画面右横の《セットアップ》プッシュボ 
タンを押すと、メニューが現われます。 

■ 《スタート画面の表示/非表示》ボタ 
ンにタッチします。 

■ スタート画面が現われます。 


《スタート画面》のスイッチを非表示にす 《 
る • 

_スタート画面は表示、非表示を選べま. 
す。 

■《 off 》 ボタンにタッチして下さい。 

■ 次回ミシンのスイッチを入れた時にスタ 
— 卜画面は表示されません。 

■ 実用縫いのメニューかマイスクリーンが 
直ちに現われます。 

セーブして閉じる 

- 《 ok 》 ボタンにタッチして下さい。 

■ 変更した状態でセーブ出来ます。 

■ 画面が閉じます。 

■ セットアップメニューに戻ります。 


スタート画面〉〉を表示する 
« on » ボタンにタツチして下さい。 

旦シンのスイツチを入れるたびにいつ 
もスタート画面が出て、続いて自動的 
に実用縫いのメニューが現われます。 


標準設定に戻る 


マイ （11 

スク 1 J ーン f 
の設定 s 

機能の攝集 

振り幅、 

送り長さ、 

針基線の変更 

シグヵし音你 
を鳴らす ^ | 

薛高スピードの 
設定 

糸調子のロバ 
変更 □ 

スタート画面の 
設定 

搮準の設定に 
戻す 

ソー イング 
ライトの点減 

サービス 
プ□グラム 

自動 

糸切 1 」機能 

画面の明るさ目同整 

糸の ズーカー 
プランド名 

罠る 


セットアップメニュー 

■ 画面右横の《セットアップ》ボタンを押 
すと、メニューが現われます。 

-《標準のセッティングに戻る》にタッチ 
して下さい。 
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セットアップ機能 



メッセージが表示され、標準に戻すこと 
を確認します。 

《はい》ボタンをタッチして、標準化を 
進めます。 

画面上でボタンの色が強調され、しばら 
く時間が掛かって、ボタンの色が元に戻 
ります。 


■ スイッチを一旦切って、また入れるよう 
に、メッセージが表示されます。 

■ リセットが完了しました。 

ミシンのスイッチを一旦切って 
もラー度入 n 直して < ださ !; u 


マイ [51 

スク 1 J ーン_ 

の設定 s 

機能の插集 [fn 

振り幅、 

送り長さ、 

計基線の変更 

シグブル胃 ¢5 ご 
を鳴 3 す ^ 

薛高スピードの 
設定 

糸 IS 子の—: 
兹更 U - 

スタート画面の 
設定 

揉準の設定に 
戻す 

ソーイング 
ライトの点減 

サービス 
ブ□グラム 

白動 

糸切リ檐能 

画面の明るさ〗同整 

糸のズーカー 
プランド名 

戻る 



セットアップメニュー 

■ 画面右横の《セットアップ》ボタンを押 
すと、メニューが現われます。 

■ 《ソーイングライトの点滅》を選択しま 

す。 



ソーイングライトの点滅の選択 
■ 《オン》ボタンにタッチして下さい。 

_ライトはミシンのスイッチが入っている 
間はずっとついたままです。 

-《オフ》ボタンにタッチして下さい。 

■ ミシンのスイッチを入れてもライトはつき 
ません。 

_セットアップ画面上でオン/オフのボタン 
を押してもライトは点滅しません。一旦 
セットアップ■プログラムを終了してくだ 
さい0 


セーブして閉じる 

_ 《 ok 》 ボタンにタッチして下さし、。 
0 K -変更した状態でセーブされます。 

■ 画面が閉じます。 

■ セットアップメニューに戻ります。 


くくいいえ》にタツチします。 

セツトアップは標準化を行わずにメニ 
ユーに 戻ります。 


注意 

標準セッティングに戻しても、プログラムし 
てメモリーに保存したデータは消去されま 
せん。 


030866.51 .10 0401 a 185 JP 
























































セットアップ機能 69 


サービスプログラム 

サービスプログラムとは、パソコンソフトの 
パージョン情報を確認し、またタッチ画面の 
感度の調整および刺しゆう枠との位置調整 
等を行うプログラムです。 


ソフトウ I アバージョンの確認 


マイ [si 

スク 1 J ーン i 
の設定 ^ 

機能の攝集101 

振り幅、 

送り長さ、 

針基線の変更 

シグヵし音咖 
を嗚5す ^ 

薛高スピードの 
設定 

糸調子の口“ 
変更 □. 

スタート画面の 
設定 

揉準の設定に 
戻す 

ソーイング 
ライトの点減 

サービス 

プログラム 

自動 

糸切リ描能 

画面の明るさ調整 

糸のメーカー 
プランド名 

戻る 


代理店に旦シンの調子や扱い方、またバ 
ー ジョンアップ等の各種情報を問い合わ 
せるとき、ミシンと刺しゅう機に組み込 

セツトアツブメニュー 
• 画面右下の《セットアッブ》ポタンを 
押すと、メニューが表示されます。 

-くく サービスブログラム 》 ボタンをタツ 
チします。 


まれているソフトのバージヨン （ 仕様 
番号）を知つておいていただくと、的 
確ご回答をご提供できます。 



サービス 画面 

■ サービス画面が表示されます。 

■ 《ソフトパージョン情報》ボタンをタッチ 
します。 



ソフトバージョンの情報 
-画面にソフトのバージョン番号が表示さ 
れます。 

■ 束 I ]しゆう機が接続されている場合には、 
朿 II しゆう機のバージョン番号も、左の画 
面のように表示されます。 


通常、ミシンと刺しゆう機のバージョン番 
号は同じでなければ、フル機能を発揮 
できません。 

《戻る》ボタンをタッチして、サービス 
画面に戻ります。 
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セットアップ機能 


タッチ画面の感度の調整 


タツチセンサーの感度をリセツトする メモ： 


ことが出来ます。 


工場からの出荷時に、タツチセンサーの感 


マイ 

スク ij ーン1 
の設定 s 

機能の攝集 [pi 

振り幅、 

送り長さ、 

針基線の変更 

シグナル音¢3ご 
を唣らす 

薛高スピードの 
設定 

糸 ii 子の [1: 
変更 □. 

スタート画面の 
設定 

揉準の設定に 
戻す 

ソーイング 
ライトの点減 

サービス 
プ□グラム 

白動 

糸切リ桷能 

画面 0 D 明るさ^整 

糸のズーカー 
プランド名 

罠る 



セットアップメニュー 

-画面右下の《セットアップ》ボタンを押 
すと、メニューが表示されます。 

■ 《サービスプログラム》ボタンにタッチ 
します。 


サービス 画面 

■ サービス画面が表示されます。 

■ 《画面調整》ボタンをタッチします。 


度は設定されていますが、輸送中や各種の 
衝撃でタツチ画面の感度が鈍くなることが 
あります。このようなときには、次の手順 
でタツチ画面の感度を再調整できます。 



画面感度の調整 

■ 感度調整用画面が表示されます。 ■ 元の画面に戻ります。 

■ 黒い点を1つずつ指先でタッチします。 

順番は、どちらからでも構いません。 注意； 

■ ミシンは《ピー》という音を出して、正黒い点以外の画面部分をタッチしてしまう 
確にタッチされたことを確認します。 と、技術的な修理が必要となる場合があり 

ますので、十分お気をつけください。 


この調整により、針を刺しゆう枠 
の中心に持つてくることができる 
ようになります。刺しゆう枠の調 


整機能は、刺しゆう機が接続さ 
れている場合にのみ可能です。 


マイ HI 

スク U — ン i 
の設定 s 

楷能の攝集 131 

振り幅、 

送り長さ、 

針基線の変更 

シグナルご 
を鳴らす％ヽ 

薛高スピードの 
設定 

糸調子の口“ 
変更 □. 

スター ト画面の 
設定 

標準の設定に 
戻す 

ソー イング 
ライトの点減 

サービス 

プログラム 

糸切リ檐能 

画面の明るさ目同整 

糸のメーカー 
プランド名 

罠る 


ソフト 

パージヨン榷钢 


♦ 


一 〜 

画面羽整 

♦ 

の位 B D 

■ 

+ 


.. 』 


戻る 


セットアッブメニュー 
• 画面右横の《セットアップ》ブッシュ 
ボタンを押すと、メニューが現われ 
ます。 

• 《刺しゆう枠の位置調節》ボタンを夕 
ッチします。 

サービス画面 

■ サービス画面が表示されます。 

_《画面調整》ボタンをタッチします。 
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セットアップ機能 71 



ok 


刺しゆう枠の位置調節 

■ 刺しゆう枠位置調節の画面が現われま ■ 
す。 

■ ミシンに刺しゆう機をセットして、一番大 ■ 
きな刺しゆう枠を取り付けます。 ■ 

■ 刺しゆう枠に碁盤の目が印刷された透 
明のテンプレートをセットします。 

■ 《チェック》ボタンにタッチすると刺しゆ 
う枠の位置が読み込まれテンプレート 
の中央が針の真下に移動します。 

セーブして閉じる 

_ 《 ok 》 ボタンにタッチして下さい。 

_調節した状態でセーブされます。 

_画面が閉じます。 

■ セットアップメニュー■に戻ります。 


自動糸カッター 


マイ [?1 

スク 1 J ーン f 
の設定 s 

機能の 插集 pi 

振り幅、 

送り長さ、 

針基線の変更 

シグヵし音你 
を唣らす ^ 

薛高 スピードの 
設定 

糸調子の ft I 
変更 □. 

スター ト画面の 
設定 

揉 準の設定に 
戻す 

ソー イング 
ライトの点減 

サービス 

プログラム 

自動 

糸切リ檐能 

画面の明るさ調整 

n 

糸のズーカー 
プランド名 

罠る 



自動糸きり檐能をオンにする 

(糸の色び娈わると自動的に糸を切ります） 




オン 

オフ 


ok 


戻る 


セットアップメニュー 

_《自動糸切り》を選択します。 

_画面上で、自動糸切りのオンオフがで 
きます。 


自動糸切り 

-刺しゆう時に糸の色が変わってミシンが 
停止したときに、糸を自動で切るか|切ら 
ないかを選べます。 

■ オフをタッチすると、自動糸切りはオフ 
になります。 

_オンをタッチすると、自動糸切りはオン 
になります。 


ok 


セーブして閉じる 

■《 ok 》 ボタンにタッチすると、調節した 
状態でセーブされます。 

_《戻る》をタッチすると、セットアップメ 
ニューに戻ります。 


針がテンプレートの中央の針穴に正確 
に合っていなければなりません。 

もしずれていたら、矢印で調節します。 
刺しゆう枠の調節は一度セッティングす 
れば、あらゆるサイズの刺しゆう枠に合 
うようになっています。 
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72 セットアップ機能 


画面のコントラストを調節する 


画面のコントラストを調節します。 


マイ Isl 

スク ij ーン f 
の設定 ^ 

楷能の插窠 Ipl 

振り幅、 

送り長さ、 

針基線の変更 

シグヵし音¢5ご 
を鳴らす ^ 

惠高スピードの 
設定 

糸調子のロバ 
変更 □. 

スタート画面の 
設定 

搮準の設定に 
戻す 

ソーイング 
ライトの点減 

サービス 

プログラム 

自動 

糸切リ桷能 

画面の明るさ調整 

■ 

糸のメーカー 
プランド名 

戻る 









1 

2 

1 


〇- 

◦+ 


6 

11 

7 

多 

12 


0 [ 

戻る 

|?1 




m 


a 

a. 


! M | a ： 0-9 

和 


ok 


セットアップメニュー 

■ 画面右横の《セットアップ》プッシュボ 
タンを押すと、メニューが現われます。 

■《 n 》 ボタンにタッチして下さい。(常 
に画面の右下です）。画面が読みにくく 
なっていることを忘れないようにして下 
さい0 


コントラストを調節する 

_二つ（〇 一： 明るくなる、圖+:暗くなる） • 
のどちらかを使ってコントラストを調節し 
て下さい。 

_タッチしてコントラストを増減させます。 


セーブして閉じる 

- 《 ok 》 ボタンにタッチして下さし、。 
_変更した状態でセーブされます。 

■ 画面が閉じます。 

■ セットアップメニューに戻ります。 


刺しゆうデザインの糸のメーカーブ 
ランドを変更する 


^ j-y I 

の設定 s 

機能の插集 [pi 

振り幅、 

送り長さ、 

針基線の変更 

シグブル胃 d ご 
を鳴らす ^ 

薛高スピードの 
設定 

糸調子の口“ 
变更 □. 

スタート画面の 
設定 

搮準の設定に 
戻す 

ソーイング 
ライトの点減 

サービス 
プ□グラム 

白動 

糸切リ檐能 

画面の明るさ調整 

糸の メーカー 
プランド名 

罠る 



無し 

Isacord 

Clsa ]- ド） 

Sulky 

m - 

Madeira 

マ f f ラ 

Mettler 
メト，- 

tw 編ラ- 



ok J i 民る 


ご使用になりたい糸のメーカーの色番手を表示 
することが出来ます。 

セットアップメニュー 

■ 糸ブランドを選択します。 


糸ブランドの変更 

-選択した糸ブランドの色番号が、刺しゆ 
う画面に表示されます。 


ok 


セーブして閉じる 

_ 《 ok 》 ボタンにタッチすると、調節した 
状態でセーブされます。 

■ 《戻る》をタッチすると、セットアップメ 
ニューに戻ります。 


■ コントラスト画面が現われます。 


元の画面が左側に見えたままになつ 
ていますので、コントラストの状態 
を見ながら調節して下さい。 
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エコ機能/特殊アクセサリー 73 


セットアップ機能を終わる 



セットアップメニュー 
_《戻る》ボタンにタッチして下さい。 

■ セットアップ画面は閉じられます。 

_変更したものがセーブされます。 

■ ミシンのスイッチを切っても変更したも 
のはセーブされたままです。 


エコ機能 


緑色の《エコ(エコロジー)機能》プッシュ 
ボタンは電力を節約します。 

もし《エコ機能》が起動していたら、50%の 
電力の節約になります。 

スイッチを入れたままで使っていない状態 
が長く続く時はこのエコ機能を使います。 

このエコ 機能は パソコンの《スクリーンセ 
—バー》機能に匹敵するものです。 


今使っている画面、メモリーの全内容、選 
択した他の機能は全てそのままです。画面 
は暗くなり細部がようやく見える程度で、休 
止状態になります。 

再度使い始めるには、《エコ機能》プッシ 
ュボタンを押しますと、ミシンは休止以前の 
状態に戻ります。 

電力の節約とは別に、エコ機能はまた幼児 
への安全策も備えています。エコ モードで 
は、ミシンは休止状態にロックされます。ミ 
シンを再度使うには、 ェコモー ドを終了し 
て、元の画面に戻します。 



エコ機能 

-画面右横の《エコ機能》プッシュボタ 
ンにタッチして下さい。 

■ 電力の使用料は50%カツトされます。 


しばらくの間仕事を中断したい時に便 
利です。 



画面 

_画面は暗くなり、細部が辛うじて見える 
程度になっています。 

-ミシンはロックされていますので、エコモ 
—ドのままでは縫うことが出来ません。 
ソーイングに戻る 

■ 《エコ機能》プッシュボタンにタッチし 
て下さい。 

■ ミシンは元のセッティングに戻ります。 


■ セッティングは全てそのままです。 


止めてある所からスタートすることが出 
来ます。 

ェコモー ドはミシンの電源スイッチを切 
つた時には解除されます。 


特殊アクセサリー 


次のページか6は、アーティスタでご 
使用頂ける別売りオプションのアクセ 
サリーについてご紹介します。これら 
のアクセサリーがあれば、ミシンの可 


能性は無限に広がるでしょう。詳しく 
は、最寄りの正規販売代理店にお問い 
合わせ下さい。 


CPS 模様交換ソフトウェアー 


CPS 模様交換ソフト 

このパソコン 用 ソフトの おかげで予めプロ 
グラムされたステッチや文字の代わりに、 
豊富に用意された模様縫いの中から、ご自 
分の好みの模様と入れ替えることが出来 
ます。 


簡単な「ドラッグしてドロップする j 作業だけ 
で、いつでも何度でも繰り返し、模様の入 
れ替えが可能です。 

また模様縫いだけでなく、刺しゆう用デザイ 
ンや文字も入れ替えられます。 
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特殊アクセサリー 


専用刺しゆう機 


刺しゆう機（別売りオプション） 
アーティスタの専用刺しゆう機を使つ 
て、完全自動で素晴らしく大きな刺しゆ 
うモチーフをフルカラーで縫うことが 
出来ます。 

刺しゆう機は左図のようにセツトレ、接 
続用のソケツトをミシンの右手側コン 
セントに差し込みます。 


標準で3 0種類のモチーフが記憶され 
ています。画面に表示されたモチーフを 
選んで、直ちに縫い始めることが出来ま 
す。 

幅広い テーマを カバーする別売りの刺 
しゅうカードも用意されています。刺し 
ゆう機にこのカードを差し込み、モチー 
フを選んで縫うだけです。 



刺しゅう機の接続方法 
• ミシンの電源を切ります。 

• アクセサリーボックスを使つている 
ときは、取り外します。 

• フリーアームの後側に左側から滑ら 
すように刺しゆう機を差し込みます。 


ミシンの土台 （ 後の右側 ） に接続用突 
起が正確に差し込まれるのを確認し 
てください。 

ミシン右側面の刺しゆう機接続用の 
コンセントにプラグを差し込みます。 
ミシンの電源を入れます。 



デザイン 

• 刺繍メニューが現われます。 

-左側-刺しゅう機用ポタン 
•右側-刺繍カード用ボタン 
• 《刺しゅう機》ボタンにタッチしま 
す0 

• モチーフと 文字が現われますので選 
択して縫います。 

• 《刺繍カード》ボタンにタッチしま 
す0 

• 刺繍カードのモチーフが現われます 
ので選択して縫います。 


刺しゆう機の機能には際限がありま 
せん。 モチーフを 反転、拡大、縮小す 
ることもできますし、ステ ツチの 密度 
も変えることが出来ます。 


刺繍カード(別売りオプション) 


幅広いテーマをカバーした刺繍カードを刺 
しゆう機でご使用いただけます。 

一つの テー マ 毎に各力ードが用意されてい 
ます。常に新しい力ードが発表されていま 
すので、最寄りのベルニナ正規販売代理店 
へお問い合わせ下さい。 


朿 II しゆうカードは朿[ I しゆう機のカード差し込 
み口に差し込みます。内容は画面に表示さ 
れますので、矢印で スクロールして ご覧くだ 
さい0 



力ードを差し込む 

• 刺しゆう機の力ード差し込み口に力 
—ドを差し込んで下さい。 
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特殊アクセサリー 75 



刺繍力ードのメニュー 
■ 朿 lj しゆうのメニューが現われます。 

■ 《刺しゆうカード》ボタン（クマの絵）に 
タッチして下さい。 



カードの刺しゆう モチーフ 
_最初のモチーフの画面が現われます。 

■ スクロールして次々とモチーフを見る事 
が出来ます 

■ ミシンにプログラムされたステッチと同じ 
ように選択して縫いましよう。 


日本語パソコン刺しゆうソフト(別売りオプション) 


ベルニナのアーティスタ 刺し ゆう 用 パソコン 
ソフトを使えば、簡単に刺しゆうのデザイン 
を組み合わせたり、反転したり、サイズ変 
更したりすることができます。 

また、 145 mm x 255 mm までのサイズなら 
ば、オリジナルの作品を作ることも可能で 
す。ご自分の手で、最初の一針から刺しゆ 
うを完了するまで、すべて思いのままに創 
作することができます。個性的なオリジナ 
ルデザインに挑戦してみてください。デザイ 
ナーはあなた、でも、面倒な作業はすべて 
アーティスタにお任せください。 

パソコン上でデザインされた刺しゆうモチー 
フは、接続ケーブル （9 ピンシリアルポート 
使用）を通してアーティスタに転送されま 

す。 

オリジナルデザインはコンピューターやべ 
ルニナ特製の別売りブランク刺繍力ードに 
もセーブすることが出来ます。 


このプログラム 

ソフトはマイクロソフト社の Windows 
95 / 98 / Me / 2000/ XP 等のオペレ 
—ティングシステムで稼動し，初めての 
人にも簡単に使うことが出来ます。 

TWA I N 対応スキャナーやデジタルカ 
メラはコンピューターショッブでご購入 
いただけます。オリジナルデザインまた 
はクリッブアートを、デジタル化された 
形で直接ソフトに転送することができる 
強い味方です。 

デザインを保存する方法 
• パソコン上に。 

• 刺しゆう機にセットしたマイスクリー 
ンデザインカードに。 

• リーダーライターボックス（別売り才 
プシヨン）にセツトした空のメモリー 



接続ケーブルをつなぐ 
■ ケーブルをつなぐ前にミシンのスイッチ 
は切って下さい。 

_ミシン右側面の丸型ソケットにケーブル 
を差し込みます。 

-ミシンのスイッチを入れて下さい。 


カードに。 

• 刺しゆう機に直接でも保存できます。 


ご使用方法などの詳細説明は、各朿 II しゆう 
ソフトの使用説明書をご参照下さい。 

詳しくは最寄りのベルニナ正規販売代理店 
にお尋ね下さい。 
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針、糸、布送り 


ミシン針に関する重要事項 

ミシン針、糸 

当べルニナのミシンではシステム1 30/705H タイプのベルニ 
ナ純正針を使用して下さい。 

針と糸 

最も一般的に市販されている針は、 70- 
12〇番 （ 日本仕樣 IQ - 
18 番） です。 針が細いほど番号が小さ 
くなつています。この表は針がどんな糸 
に合つているかを示したものです。使う 
針は糸次第です。針が糸に合つたもので 
なければなりません。 




IhM 1 

/ y 


針と糸の正しい組み合わせ 不適正な針と糸の組み合わ 

縫うとき、糸は針の長い溝をせ 

走って通ります。 糸の太さに対して針が細すぎ 

る場合、糸溝に糸がうまく沈 
まず、布にフラッギング（ぺこ 
付き現象)を発生させ、きれい 
に縫えません。 


針と糸の関連 70 80 90 100 110-120 


かがり糸 

〇 〇 

刺繍糸 

〇 

コツトン糸 

〇 〇 

化繊糸 

〇 〇 

太糸、化繊糸 

〇 〇 

ポタン ホール 糸 

〇 〇 

飾り糸、ステツチ： 



針<!：布地一針の状態 
針は完璧な状態でなければ 
なりません。針に異常がある 
とトラブルの元です。 



曲がった針 




030866.51 .10 0401 a185 JP 









































針、糸、布送り 


77 


各種のミシン針 

特殊な布ほど、布地に適した針を使い分けることにより、大変縫いやすくなります。ベルニナ正規販売代理店では、様々な針を用途に 
合わせて取りそろえております。 


針一覧表 
針の記号 


針先形状 

用途 

針の番手 

標準針 



汎用針、化繊や天然繊維の織地、例 
えば、リネン、シフオン、人絹、オーガ 


( 


公 n 1 aa 

130/705 H 

標準の針先 


ンジ ー 、 ウール、サテン、ベルべットな 
ど、飾り縫い、刺しゆう 

bLMUU 

ジャージー■■ストレッチ 
130/705 H-S 



絹、化繊、綿、薄地のウール地、薄手 


( 


のニット地、特に伸縮性の強い生地、 

70-90 

1 30/705 H-SES 

130/705 H-SUK 

ボールポイント 


デリケートな伸縮地用 


レザー針 



及桂:甘 ム成由甘 U" — if 


1 Qn/in^H-l 1 

1 . 


谷裡天然反单、台成反单、ヒーール 

QD-inn 

1 OU/ / UvJm L.L. 

130/705 H-LR 

カッテイングポイント 

コーテイング地、プラスチック 

v/U 1 uu 

ジーンズ針 

( 

、へ ^ 

綾織、作業衣、麻、デニム、キャン 

80-100 

130/705 H-J 

針先シャープ 

) 

バス地、目のつんだ生地。 

マイクロテックス 

f 

T 

マイクロ繊維、シルク 

60-90 

1 30/705 H-M 

_ 1 ノ ー 〆 ノ — 

特にシャープな先端 

キルティング 

c 

ヽ 

直線縫い、トップステッチ 

75-90 

130/705 H-Q 

鋭い先端 



刺しゅう 

7 、 

あらゆる生地での刺しゆうに。 

75-90 

130/705 H-E 

L ^ 

大きな針穴、僅かにボールポイント 

メタフイル 
130/705 H-MET 

大きな針穴 

メタリック糸に 

75-90 

コルドネット 


太い飾り糸でトップステッチ 



80-100 

130/705 H-N 

わずかにボールポイント、長い針穴 


ウィング針 
130/705 HO 

1 、 一 

幅広く、ウィング付 

綿口 _ ンや綿才 _ ガンジ _ 等の織りの 
ゆるい薄地でヘムステッチやレース付 
け 

100-120 


ダブルウィング c — n 特殊効果を生み出すヘムステッチ刺し 

130/705 H - ZWI-HO む ^ -^一 ゆうに 


二本針 

130/705 H-TWI 



金十 P 日 1 P 鬲 1.6/2.0/2.5/3.0/4.0/6.0/8.0 mm 


伸縮地のヘム縫いに、ピンタック、飾り 
縫い、キルティング 


70-100 


三本針 

130/705 H-TRI 



針巾 3.0 mm 


飾り縫い、キルティング 


80 
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針、糸、布送り 


送り歯と布送り 

送り歯と縫い目の長さ 

送り歯は、通常一針毎に一回ずつ布送りをします。この 
一回の布送り量は、送りダイヤルで調節した長さです。 
特に細かい縫い目の場合は、一回の布送りの量もわずか 
ですので、フットコントローラーを一杯に踏み込んでも 


、布送りの速度はゆつくりしたものとなります。ポタン 
ホールやサテンステツチおよび飾り縫い等は、通常、送 
りを細かくして縫います。 


重要事項 


布送りが均等になるようにしま布を手で引っ張ったり、押し込ん布を手で押えてしまうと縫い目が 
す。 だりすると縫い目にすき間がで重なってしまいます。 

きます。 


送り歯と布送り 



通常押え金は水平の状態で布 
を正確に送ります。 



押えが図のような厚い部分を縫 
うときは、押え金が角度を持 
ち、送り歯が正確に布を送れな 
くなります。 



このようなときには、アクセサリ 
—の中にある高さ調節板を高さ 
にあう枚数を使って縫います。 



押えの手前で高さを調整する時 
は、必要な枚数の高さ調整板を 
押えの右下側に置きます。布の 
段差がなくなるところまで縫い進 
んだら、高さ調整板を外します。 


送り歯と コーナーの 縫い方 



左右の送り歯は、少し離れた位 
置についています。これはジグ 
ザグ縫い等、針が左右に振れる 
場合に備えてのことです。 



角を縫う場合は、送り歯に乗るそのような場合には、布端に高 
部分はほんの少しなので、送りさ調整板を当てるようにすると、 
が正確に進まない場合がありま送りが正常に戻り、縫い目がき 
す。 れいになります。 
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クリーニングの方法 


日常のメインテナンスの仕方 79 
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ミシンを極端に気温の低い部屋においている場合、使用の1時間位前から通常の気温 
の部屋に移しておいて下さい。 

針板周辺の掃除 

ご使用後、針板の下にたまった糸の糸くずや布粉を掃除してください。 

■ 電源をオフにしてコードを抜き、 

■ 押えと針を外して、 

-開閉カバーを開きます。 

■針板の右後ろ隅を人差し指で強く押えて針板を浮かせます。 

■ 持ち上げて外します。 

-ブラシで掃除し、 

■ 針板をもとに戻します。 


スクリーンの掃除 

濡れたソフトクロスで拭きます。 



釜の掃除 

-電源をオフにしてコードを抜き、 

■ボビンケースを取り出します。 

■ 大釜レース(溝)の回りをブラシや布で掃除します。その際、尖ったものを使用しないこ 
と。 

■ ボビンケースを戻します。 

ミシンのクリーニング 
_濡れたソフトクロスで拭きます。 

■ 汚れがひどい時は中性洗剤を溶かした水をソフトクロスに浸して拭きます。 



注油について 

_ 2-3 滴のオイルを大釜の溝に注油します。 

■ 糸を通さずにミシンを 2— 3分運転してください。 

■ 余分なオイルを取り除いて、生地に染みをつけないように注意します。 

重要 

アルコール または揮発性の洗剤は、決して使わないこと。 


ソーイングランプの交換 



通常の電球に比べて、 CFL ライトは明るく長 
持ちします。 


注意 

CFL ライトの交換は、専門業者にお任せくだ 
さい0 

電球の交換の際は、ミシンをベルニナ正規販 
売代理店にお持ち下さい。 


使用直後の電球は大変熱くなっていま 
す。冷めてから電球を交換してくださ 
い。 


さい。 
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トラブルの原因と対策 


トラブルの原因と対策 

故障かな？と思ったら次の要領でまずお調べ下さい。 

チェックポイント 

• 上糸、下糸が正しくかかっていますか。 

• 針が正しくとりつけられていますか。（平らな部分を後ろ側にし 
ます。） 

• 針は、針と糸の一覧表を見て、正しいものを使用して下さい。 

• ミシンをきれいに掃除し、糸くずを取り除いて下さい。外がまの 
掃除も忘れずに。 

• 上糸調子ディスクの間や、ボビンケースの糸みちのごみを取り 
除いて下さい。 


上糸切れの原因 
• 上糸調子が強すぎる。 

• 針の品質が良くない。（ベルニナ製品取扱店でお買い求め下さ 

い〇) 

• 針が正しくセツトされていない。（平らな部分を後ろ側にして下さ 

い〇) 

• 針先がつぶれている、または曲がっている。 

• 糸の品質が良くない。にぶがあったり、ささくれていたり、古くて 
乾燥しすぎている等） 

• 針板の糸穴やかまのけん先に傷がついている。このような場合 
には、ベルニナ正規販売代理店にご相談下さい。 


下糸切れの原因 

• 下糸調子が強すぎる。 

• ボビンケースの中で、糸がからまっている。ボビンを取り出し、 
チェックしてください。 

• 針板の針穴に、傷がついている。このような場合には、ベルニ 
ナ製品取扱店にご相談下さい。 

• 針先がつぶれている、または曲がっている。 


目飛びの原因 

• 針が正しくない。ベルニナ純正の 130/705H サイズの家庭用ミ 
シン針を使用して下さい。 

• 針先がつぶれているか、曲がっている、または正しくセットされ 
ていない。（針は一杯まで差し込んで止めて下さい。） 

• 布地に合った針を使っていない。 


針折れの原因 

• 針の止めネジの締め方が十分でない。 

• 縫い終わった後、布を手前へ引いてしまった。 

• 厚地を縫っていて、針が布地に刺さっている状態で布を押して 
しまった。 

• 質の悪い糸を使っていた。（糸よりが均一でない、こぶがある 

等。） 


縫い目が乱れる原因 
• テンション皿に糸くずが残っている。 

• ボビンケースのテンションばねの内側に、糸くずが残っている。 
• 上糸、下糸の糸通しを再確認してください。 

• 糸こま押えのサイズが正しくない。 


ミシンが回転しないか、高速にならない原因 
• 電源コンセントが正しく入っていない。 

• 電源スイッチがオフになっている。 

• 室温が低すぎミシンが冷え切って十分に機能しない。 
• 下糸巻き装置がオンになっている。 

• 糸くずが回転釜にはさまっている。 


ミシンが前進送りしない原因 

• 機能選択ボタンの「連続返し縫いボタン」がオンのままになって 
いる。 

ソーイングランプの故障 

注意 

• 当製品のソーイングライトの交換は、専門業者にお 
任せください。電球の交換の際は、ミシンをベルニ 
ナ取扱店にお持ちいただきます。 
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用語 解説 


《チェック》 

メモリー域の内容を検索すること。 

《clr》 クリア 

セッティングを削除したり、元どおりにしたり、基本セッティングに戻すこと。 

《カーソル》 

• 画面上で入力される位置を示すマーク(垂直の線)。 

• メモリーでは削除や挿入を示すときに使う。 

《カスタマイズ》 

顧客の要望に応じる事。個別化、個性化。 

《削除》 

コマンドを削除(クリア)すること。 

《編集》 

変更や修正すること。 

《戻る》 

画面やプログラムを閉じる、以前の画面に戻る、あるいは、画面をスタートする。 

《ヘルプ》 

簡単な情報を提供してくれる全体的なプログラムのことで、機能 
や特別なステッチに関して助言を与えてくれる。 

《mem》 メモリー 

ステッチ、ステッチの組み合わせ、文字や数字などを記憶して編集、保存出来る機能。 

《メニュー》 

プログラムの内容の一覧、例えば、選択できるステッチや機能。 

<ok> 

先に進める前に作業内容や選択内容を確認する。 

《アウトライン》 

アウトラインデザイン=横送りステッチ、中は空洞のステッチの輪郭。 

《パターン》 

モチーフ、ステッチ。 

《PC》 ノ《ソコン 

マイスクリーンコンピューター。 

《パソコン用刺しゆうソフト》 

ベルニナのお客さま専用に開発した、使いやすい刺しゆう用パソコンソフト。 

■刺しゆう機と組み合わせて、模様を簡単に編集、反転、サイズ変更等することができ、またオリジナ 
ルのデザインを美しい刺しゆうに転換することも可能です。 

《スクロール》 

上下、左右に画面を移動させてデータを検索すること。 

《セットアップ》 

各自の利用に便利なように変換出来る機能。 
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用語解説 


用語 解説 


《 smart 》 スマート 

作業を中断する間、ステッチやセッティングすべてをセーブするプログラムのこと。 

《ソフトウェアー》 

コンピュータープログラム 

《保存》 

し、つでも呼び出せるようにメモリーをセーブすること。 

《ッー■ルバー》 

画面上のグループのことを言う用語。例えば、機能など。 

《タッチスクリーン》 

ミシンを操作する画面上のボタンにタッチすること。 

< tutorial >チユートリアル 

さまざまのミシンの特徴を知るための指導書。 

《アップデイト》 

ミシンに新しいソフトをインプットすること。 

《アップグレード》 

ミシンに新しいソフトをインプットして更に機能を充実させる事。 
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ア 


ギヤザーリングステッチ 

17 

アイレット 

40 

キヤリングケース 

6 

アウトラインデザイン 

50 

キヤリングハンドル 

5 

アクセサリーボックス 

6 

強化才ーバーロック 

18 

アタッチメントべース 

5 

キルティングステッチ 

48 

アルフアベット 

40 

ク 


イ 


クリア ( clr ) 機能 

5,12,13,24 

一点止め縫い 

26 

クリアオール 

28 

糸掛け一前面 

5 

クリーニングの方法 

22 

糸ガイド 

5 

コ 


糸カッター(自動） 

5,25,71 

コーナーの縫い方 

21 

糸ブランドの変更 

72 

サ 


糸切り(マニュアル） 

5 

サービスプログラム 

69 

糸調子 

28 

シ 


糸立て棒 

5 

ジーンズ押え 

17 

ヴ 


ジグザグ縫い 

16,17 

ウィング針機能 

28 

シグナル音の設定 

27 

上糸調子の標準設定 

66 

刺しゆう機コード差込み口 

5 

上糸のかけ方 

10 

刺しゆう枠の位置設定 

70 

上糸案内 

5 

下糸の引き上げ方 

10 

上糸糸通し機 

5 

下糸の巻き方 

8 

上糸調子の調節 

11 

下糸巻き糸案内 

5 

エ 


しつけ縫い 

19 

液晶画面 

5 

実用縫い模様 

14 

エコ《エコ》機能 

5,25 

自動つくろい縫い 

16,17 

F (お好み)機能 

25,73 

自動かんぬき止め縫い 

19 

才 


自動下糸巻き装置 

5 

オーバーロック押え 

17 

自動強化つくろい縫い 

19 

才ープン刺しゆう押え 

17 

自動止め縫い 

16,17 

送り歯 

11,21 

自動糸カッター 

5, 25 

送り歯ドロップ 

5,12 

ソヤーシステッチ 

17 

送り調節ボタン 

5 

16方向縫い 

48 

送り長さ 

12 

ス 


送り微調整 

15 

スーパーストレッチ 

17 

送り微調節ダイヤル 

5 

スーパー模様押え 

18 

〇 K ボタン 

26 

スクリーン操作 

20,21 

押えの交換 

9 

スクロール 

26,27 

押えの表示 

22 

スタート画面の設定 

67 

押え圧調節つまみ 

5,13 

ステッチ番号模様選択 

27 

押え金 

5 

ストレッチオーバーロック 

18 

押え金の種類 

17 

ストレッチステッチ 

17 

押え上げレバー 

5 

スマート機能 

24,58 

オンスクリーン機能 

25,31 

セ 


オンボードマニュアル 

25 

セットアップ 

5,24,28,59 

お好み機能 

25.73 

説明書(オンスクリーン） 

56 

力 


ソ 


外部メニューボタン 

23 

ソーイングスピード設定 

27,65 

返し縫い機能 

25 

ソーイングテーブル 

6,7 

爸カバー 

5 

ソーイングテーブル差し込み口 

5 

画面コントラスト調整 

72 

ソーインクべッド 

5 

キ 


ソーインク'ライト 

26 

機能ツールバー 

26 

ソーイングライトのオン■オフ 

69 

機能ツールバーの設定 

62 

ソーイングライトの交換 

79 

機能の説明 


ソフトウェアバージヨン 

69 
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索引 


夕 


ダイヤルテンション 
高さ調節板 
タッチ画面の感度 
ダブルオーバーロック 
チ 

5 

24 

70 

16,17 

チユートリアル 

56 

直線縫い 

16，17 

繕い縫い枠取付け穴 

5 

テ 

手元返し縫い 

5,25 

電球の交換 

79 

点検保守 

22 

電源コード 

7 

電源スイツチ 

5,7 

電源プラグ差込 

5 

天びん 

5 

天秤カバー 

5 

卜 

特殊べルニナ押え 

17 

トラブルの原因と対策 

80 

トリプルジグザグステッチ 

16,17 

トリプルステッチ 

16，17 

ドロップフイードつまみ 

5 

ナ 

ニットオーバーロック縫い 

18 

二点ジグザグ縫い 

18 

1/2 模様機能 

27 

二本計 

28 

布押え枠取り付け穴 

5 

布送り 

21 

ネ 

ネツトステツチ 

17 

ハ 

はずみ車 

5 

パソコン接続シリアルポート 

5 

パッチワークキルティング 

15 

鳩目ボタンホール 

17 

パノラマ縫い 

48 

バランス 

18,28,52 

針板 

5 

バリオーバーロック 
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2 直線縫い 




直線縫い 

ステツチ 
針 
糸 

送り歯 
押え金 


直線縫い #1 
生地に合わせて選びます 
コットン又はポリエステル 
上 

スーパー模様縫い押え No.1C 
ジーンズ押え No.8 


直線縫い 

• 電源を入れれば、 Welcome 画面が約3秒表示され、その 
後、すぐに縫い始められます。 

• 画面には直線縫い模様が濃く表示されます。 


画面表示 

• 標準押えの番号 1C が表示されます。 

• 厚地にはジーンズ押え No.8 とジーンズ針を使います。 
• 送り長さおよび振り巾の標準設定が表示されます。 
標準設定は常にその位置で点滅しています。 




• 送り長さを変える 

• 送り長さは縫いながら変更できます。 

• 送りダイヤルを右に回すと長くなります。 
• 送りダイヤルを左に回すと短くなります。 


A B C 


針基線を変える 

• 針基線ボタンを使って、縫いたい位 
置に針の位置を変えられます。 

• <ボタンを一回押すごとに左基線側 
に移動します 

• >ボタンを一回押すごとに右基線側 
に移動します。 

• 中央の基線を含めて11ポジション選 
ベます。 

•エツジステツチ、トツプステツチ、 
タックなどを縫うのにも便利です。 



針元返し縫いボタンを使って止め縫い 
• このボタンを押している間返し縫いをします。 
• ボタンを離すと、前進縫いに戻ります。 



ヒント 

生地のタイプにより、送り長さを調節して下さい。 

■例デニム等は3〜4の長めに。 

糸に合わせて、送り長さを調節して下さい。 

•例トップステッチ用の太い糸では3〜5位の長めに。 

• 途中で針を止める時は針下位置停止機能を使います。 

• ミシンを止めた時に布地が動いて縫い目がゆがむのを防げま 
す 0 
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直線縫い 
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自動返し縫付直線ステッチ 


ステッチ：自動返し縫い#5 

針： 80/12または70/1〇番 
糸：ミシン糸またはかがり糸 

送り歯：上 

押え：スーパー模様縫い押え No.1C 
止め縫い 

■ あらゆる生地に適用できます。 

■ 縫目の始まりと終りを返し縫いして止めます。 


模様の選択 

■ 模様 No.5 をタッチします。 


画面表不 

-模様が濃く表示されます。 

■ 押えの番号 

■ 振り巾および送り長さの標準設定が表示されます。 



縫い始め 

_ミシンが自動的に縫い始めを止め縫いします。 
(5 針前進、5針後進） 

■ その後、直線縫いを続けます。 



縫い終わり 

■ 針元返し縫いボタンを押すとミシンが自動的に止め縫いをしま 
す。（押した位置から5針前進、5針後進） 

-止め縫いが終了すると、ミシンは自動的に停止します。 




ヒント 

■ 自動止め縫いは、長い範囲を縫う場合に特に便利です。 
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直線縫い 


縁縫い 


直線縫い#1 

生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
ミシン糸またはトップステッチ用太糸 
上 

スーパー模様押え No.lC 




幅の狭いエッジ縫いの場合 
針位置 

外側に縫目がくる場合は、左基線 
内側に縫目がくる場合は、右基線 

押え 

まつり縫い押え5番 
布端のエッジ縫い 

■ 折り返した布端を押えの布ガイドに当てて置きます。 

_端から縫目までの距離に合わせて、針位置を決めます。 

ヘム縫いの場合 

■折り返した布端を押えの布ガイドに当てて置きます。 

■ 針位置を、折り返した布端に沿って決めます。 

5番の押え金を使う場合は、針基線は No . lC 左または No.lC 
右にします. 

1〇番の押え金を使う場合は、針基線は No . lC 左または右にし 
ます。 




巾の広い縁縫い 
針位置 

■すべての位置で可能 
押え金 

■スーパー模様縫い用押え No.lC 
幅の決め方 

• 押えの巾をガイドとして利用できます。 

1〜 3 cm 

■ 針板の目盛りをガイドとして利用します。 

定規棒(シームガイド） 

■ 押えホルダーの図で示された穴に差し込み、 

■ 好みの巾にして、ネジを締めます。 

■ 定規棒に沿って、布の折り山をガイドしながら縫います。 
平行線の縫い方 

先に縫った線と平行にもう一本縫う時は、定規棒が前の縫い 
線をなぞるように縫います。 



ヒント 


縁縫いと定規棒 

平行線や碁盤の目に縫うときに、大変役に立ちます。 





様針糸歯え 

模 ■押 
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ジグザグ縫い 



ステッチ：ジグザグ縫い#2 

針：生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
糸：ミシン糸 

送り歯：上 

押え：スーノ《一模様押え No .1 C 


ジグザグ縫い 
■ あらゆる生地に適用 
■ 縁かがりの仕上げ 
■ 飾り縫い 

模様選択 

2番のジグザグステッチを選びます。 

画面表示 
_押えの番号 

■ 送り長さと振り巾の標準設定が表示されます。 
_標準設定は点滅で表示されています。 




搌り巾の変更 ( A ) 
縫いながら変更できます。 
• <広くする 
■ >狭くする 


A 送りを色々変えて縫うジ 
グザグステッチ 
B 振り幅を色々変えて縫う 
ジグザグ 

C ジグザグで縁かがり 


- 5 



■3 




t E 0 


送り長さの変更 ( B ) 
縫いながら変更できます。 
■ V 短くする 
■ 八長くする 


サテンステツチ 

ジグザグを密にして、ステッチをかける方法です。 



縁かがり （ C ) 

-布端を押えの中心に合わせます。 

_一針は布の上に、もう一針は布の外側端ぎりぎりに落ちるよ 
うにします。 

■ 縁かがりをきれいに仕上げるために、振り巾や送り長さをあ 
まり大きくしない方がよいでしょう。 

■ 薄手の生地には、かがり糸を使用して下さい。 



ジグザグで縁かがり 

■ 布端が丸く巻込む時は、パ'リオーパーロックステッチと2番の 
押えを使用します。 


サテンステッチの刺繍縫い 
_振り巾を調整して、刺しゅうの効果をあげます。 
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ステッチメモリー機能 


ステッチメモリー機能 


模様：あるゆるステッチで可能 

針：生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
糸：ミシン糸または刺しゆう糸 
送り歯：上 

押え：スーパー模様押え No .1 C 


ステッチメモリー 
■ 全ての縫目と生地に 

■ 変更した送りと振り幅を自動的に記憶します 
■例： 

-ジグザグを縫います。 

-振り幅、送りを変えます。 

-別の縫目を縫います。 

-ジグザグ縫いを再度選ぶと変更した送りと振り幅のままになってい 
ます。 

-直線縫いやジグザグ縫いに特に便利です。 

-自動記憶されるステッチの数に限りはありません。 

■ 電源を切ると全てのステッチメモリーは消えます。 



使い方 

• ジグザグ縫い# 2を選びます。 

ランニングステツチ# 4を選びます。 

標準セツテイングを変える （ A ) 

• ジグザグ縫い#1を選びます。 

• 振り幅を9に変更。 

• 送りを1に変更。 

• 縫います。 

• ランニングステツチを選びます。 

• 振り幅を9に変更。 

• 送りを1に変更。 

• 縫います。 


A :標準セツテイングを変 
えたジグザグ縫いから、同 
じく変更されたランニング 


ステツチを選ぶ。 

B : もう一度ジグザグを選ぶ 
と，変更されたままになつ 
ており、ランニングステツ 
チも変更されたものが 
記憶されています。 


変更したセッティングがステッチメモリーに記憶された （ B ) 

• ジグザグ縫い#1を選びます。 

• 変更した通りに縫うことを確かめて下さい。 

• ランニングステッチを選びます。 

• 変更した通りに縫うことを確かめて下さい。 

標準セッティングに戻すには 
■ 方法1 《 clr 》 ボタンを押します。 

-方法2振り幅と送りをそれぞれ標準に手動で戻します。 

■ 方法3ミシンの電源を切ると、ステッチメモリーはすべて標準にリ 
セツトされます。 


注意 

■ ステッチメモリーには、必要なだけいくらでもステッチの変更を保存 
することができます。（送り長さ、振り幅、針基線、糸テンションおよ 
びバランス）。 

ヒント 

標準設定の変更 

生地やソーイング手法に合わせて、送りや振り幅を自由に変更し、変 
更したままでソーイングを続けることが出来、便利です。 

ソーイング中の模様の変更 

布端をかがったり、直線縫いに戻したりという面倒な作業も、いちいち 
送りや振り幅を変更する必要もなく大変便利です。 
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実用縫いによる縫い合わせ 

割り縫い 

縫い代を両返しにして、アイロンがけする縫い方です。 

■ 縫い代の巾は、し、くらでもかまいません。 

■ 縫い代は平らでかさばりません。 

■ また、縫い代が伸びて開いてしまうことはありません。 

適したステッチ 

■ 直線縫い、狭幅のジグザグ、スーパーストレッチ縫いおよび 
トリプル直線縫い 
用途 

■ 主に、織地に使われます。 

■ 洋服やホ—ムアクセサリ—に 


オーバー ロック鏠い 

縫い代を割ることができないような縫いあわせ 
-縫い合わせと縁かがりが同時にできます。 

• 縫い代の巾は、狭くなります。 


用途 

■ 主にニットやジャージーに適しています。 

■ ジヤージーやランジェリー、ベッド用リネンなど 


伏せ縫い 

裁ち目を両方から包み込んで、縫い合わせます。 
• 縫い代の上を縫います。 

用途 

• タオル地やライクラ等に適しています。 

• レジヤー着やランジェリーに 



ジグザグ縫い合わせ 

ジグザグ縫い#2 
大体1くらい 
大体 0.5 くらい 

80/12番、 SUK ニット用針（中細ボールポイント） 

ミシン糸 
上 

スー"パ ー 模様押え No .1 C 
割り縫い 

ニット地、ジャージー地を割り縫いするときに適しています。 


模様 
振り巾 
送り長さ 
針 
糸 

送り歯 
押え 



ヒント 

ジャージー地またはニット地の縫い合わせ時の伸び防止 
■生地に合わせて、押え圧を弱くして下さい。 
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実用縫い 


トリプル直線縫い 

模様：トリプルステッチ直線#6 

m 針：標準針 80-90 香、またはジーンズ針 

II 糸：ミシン糸 

送り歯：上 

押え：スーパー模様縫い押え No.lC 


割り縫い 

デニム、コーデュロイ等の堅い生地に適した丈夫な縫目です。 



ヒント 

非常に堅い生地には、ジーンズ用針を使用して下さい。 


スーパーストレッチ縫い 

模様：ストレッチ#18/スーパーストレッチ#11 
針：標準針、ボールポイント針、ストレッチ針 
糸：ミシン糸 
送り歯：上 

押え：スーパー模様押え No.lC 
割り縫い 

スポーツウエア等の伸縮地に最適な、非常に伸縮性の高い縫目 
です。 



ir ^> ヒント 

ニットやジャージー地を縫う時 

• 生地に穴を開ける等の事故を避けるため、新しいボールポ 
イント針を使用して下さい。 



伸縮地に適した針 

• 必要に応じて、 130/705 H - S のストレッチ針を使用するよう 
にして下さい。針先が、繊維を傷つけずに縫えます。 

ニット地やジャージー用の縫目 
• 生地に合わせて、押え圧を弱くして下さい。 
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バリオ _ バ _ ロック縫い 




伸縮地を縫う場合 

■ 必要に応じて、ボールポイント針 （130/705 H - S ) をご使用下さ 
し、。針先で繊維を傷つけることなく縫えます。 


ダブルオーバーロック縫い/ニット■才_バーロック縫い 



ダブルオーバーロック#10/ニットオーバーロック#17 
生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
ミシン糸 
上 

才ーバ ー ロック押え2番 
才ーバーロック縫い 

目の粗いニット地やジャージーにオーバーロック縫い 


縫い方 

オーバーロック押えのピンの部分に裁ち目を合わせるようにして、 
進めます。 




ヒント 

ニット地やジャージー地 

■ 生地の損傷を避けるため、新しい針をご使用下さい。 
伸縮地を縫う場合 

-必要に応じて、ボールポイント針 （130/705 H - S ) 

をご使用下さい。針先で繊維を傷つけることなく縫え 
ます。 
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実用縫い 


伸縮才ーパー 1 ロック縫い/強化才ーバーロック縫い 
模様：伸縮オーバーロック縫い#13 
強化オーバーロック縫い#19 




針 

糸 

送り歯 
押え 


標準針、ボールポイント針、ストレッチ針 
ミシン糸 
上 

スーパー模様押え No .1 C 


才ーバーロック 

目の粗い ニット やソフトな ニット 地に最適 
縫い方 

• 布端にストレッチオーバーロックを掛ける。 

布端では針が布の外側に落ちるように縫います。 


ヒント 

目の粗いニット地 

• 生地にあわせて押え圧を弱くします。 


伏せ縫い 


模様 

針 

糸 

送り歯 
押え 


ストレッチ オーバー ロック#13 
標準針、ボールポイント針、ストレッチ針 
ミシン糸 
上 

スーパー模様押え No.lC 
伏せ縫い 

• タオル地、フェルト、レザーなどの厚地や、弾力のあるふわふ 
わした生地などに適しています。 

縫い方 

• 布端を2センチくらいフラットに重ね、互いの布端 
に沿って、ステツチの直線部分を平行に、ジグザグ 
が布端を押えるように縫います。 


ヒント 
布地と糸 

• 縫目が目立たないように、共色の糸を使います。 


犠 

ミ I 


厚手の堅い生地を縫う場合 

• 普通の直線縫いでは縫目が緩みがちな厚手の生地に。 
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各種の縁かがり 

準備 

必要ならば、縁にアイロンおよびしつけをかけておいて下さい。 


縫い方 

• 表側から、適当に縫い代を残して縫い、 

• 最後に、裏側で縫い代を切り取り仕上げます。 


縁かがり-ジャージー ステッチ 

ジャージーステッチ#14 
標準針、ボールポイント針、ストレッチ針 
ミシン糸 
上 

スーパー模様押え No.lC 
伸縮地のヘム仕上げ 

あらゆる種類のジャージー地（コットン、ウール、化繊および合 
繊)の縁飾りに適しています。 




ヒント 

ニット地とジャージー 

• 新しいボールポイント針を使用して、ニット地の繊維を傷つけ 
ないようにします。 

伸縮地 

必要に応じて、ボールポイント針 （130-705 H - S ) を使うと、針先 
が繊維を傷つけずに縫えます。 



縁かがり-ド J プルジグザグ 



模様 

トリプルジグザグ#7 

振り巾 

生地により、 2.5 〜 9 mm くらい 

送り長さ 

標準設定 

針 

標準針、ジーンズ針 

糸 

ミシン糸 

送り歯 

上 

押え 

スーパー模様押え No .1 C 


丈夫な飾り用ヘム縫い 

デニムや目のつんだキャンバス地等の厚手の堅い布に適して 
います。 




ヒント 

よく洗濯するものの縁かがりでは、まず初めに布端をきちんと 
揃え、その布端の上にミシンをかけると、ほつれません。 

厚手の堅い生地を縫う場合には、ジーンズ用針を使うとス厶_ 
ズに縫えます。 


030866.51 .10 0401 a 185 JP 
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ニット地の縫い方 


ニット地の縫い方 

重要事項 

針 

■ 生地をいためないよう、先のつぶれたものは使用しないで、で 
きるだけ新しい針を使いましょう。 

ストレッチ針1 30/705 H —S 

• 針先が繊維を避けて滑るように縫うので、生地をいためませ 
ん〇 

糸は、品質のよいものを使いましょう 

• 固い糸はニット地をいため、洗濯時の穴あきの原因になりま 
す。 

しつけ用にかがり糸を使う 

■縫い込んだときにも後で取り除くのが簡単で便利です。 

必要に応じて、試し縫いを 

• 最近の生地の伸縮性は様々ですので、生地に合わせて送り 
と振り巾の標準設定を調節する必要があります。 

• 縫目と生地の伸縮度は、同程度の物を選びます。 

• 伸縮の強い生地には、送り長さを短く、振り巾を大きくすること 
で対応できますが、どちらか一つの調整で十分な場合もありま 
す。 

押え圧 

• 柔らかい、目の粗いニット地は、しわになる可能性がありま 
す。その場合は、しわができない程度まで、押え圧を弱めて下 
さい。ただし、送り歯がきちんと生地を送らなくなるほど弱くして 
はいけません。 


リブ襟つけ 



模様 

針 

糸 

送り歯 
押え 




ネツトステツチ# 8 

標準針、ボールポイント針、ストレッチ針 
ミシン糸 
上 

スーパー模様押え No . 1 C 


あらゆる種類のジャ_ジ_地（木綿、ウール、化繊および合繊） 
に適しています。 

準備襟周りを 1 cm 内側に折ります。 

縫い方は、表側から襟の端に沿って縫ってから、裏側で縫目か 
らはみ出た縫い代を切り取ります。 

送り微調整を使って、ネットステッチが広がってしまう場合、送り 
微調整をマイナスにして、縫目を細かくします。逆にステッチが細 
か過ぎるという場合には、プラスに調整して下さい。 




ヒント 

針下位置停止機能を使えば、襟縫いの途中でミシンを停止して 
も、針が生地に刺さったままで残ります。 


押え圧 

ヘムが伸びるようでしたら圧力を下げます。 


030866.51 .10 0401 a 185 JP 
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バリ オーバー ロック# 3 

生地に合わせてサイズとタイプを選びます 

旦シン糸 

上 

オーバー ロック押え N 0.2 A 

オーバーロック縫いを使った襟つけ 
• 薄手のジャージー地に適しています。 

準備 

• 襟周り （ リブ）を半分に折り、襟周りの表側に待ち針とし 
つけをします。 

縫い方 

• 布端にバリオーバーロックをかけます。 

その際、布端を押えのピンに沿うようにガイドします。 



襟つけ一才ーバーロック縫し、 



ヒント 

針下位置停止機能 

針下位置停止機能を使えば、襟周りを揃えたりするのに途中でミ 
シンを止めても針が生地に刺さったまま残るので、ずれが起こら 
ず便利です。 

030866.51 .10 0401 a 185 JP 
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ファスナー付け 


フアスナー 付け 


模様：直線縫い#1 

針：生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
糸：ミシン糸 

送り歯：上 

押え：ファスナー押え4番 
針基線：左/右 

準備 

• 布端が、ファスナーの中心上で合うように、しつけをかけておき 
ます。 



縫い方 

• 縫目が、布の折り目と平行になるように注意しながら、ファスナ 
—の両側を下から上に向かって縫います。 

• その際、ファスナーの右側を縫う場合は、押えを左に寄せ右基 
線で、左側の場合は右に寄せて左基線で、押えの端がファスナ 
—の歯に沿って動き、また針はファスナーのすぐそばに落ちる 
ように縫います。 

コンシールファスナー押え No .34 

• オプションでベルニナ製品取扱店にてお買い求め下さい。 





ヒント 

ファスナーのむしの部分が押えにひっかからないように、ファスナ 
—を上げた状態で、むしから 5 cm くらい下の部分まで縫い進めた 
ら、針は下位置に残したまま押えを上げ、フアスナーを開き、再度 
押えをおろして縫い続けて下さい。 


縫い始めは、糸を手できつめに引いておくか、または数針分の 
み、生地をわずかに後ろに引き加減にするとよいです。 


ファスナーの生地は厚くまた堅いので、均一なステッチのために、 
90/14または100/16番の針をお薦めします。 


030866.51 .10 0401 a 185 JP 











ロングステッチ 
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ロングステッチ機能 


ロングステッチ機能をオンにすると2針に一回縫って、各縫目を2 
倍の長さに変換します。 

最大の縫目長さは、送りを5にセツトしたときに10ミリになりま 
す。 

トリプル直線縫いと一緒に使うとトップステッチ用の飾り縫いに最 
適です。 


模様：直線縫い#1、又はトリプル直線ステッチ#6 
針：生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
糸：ミシン糸またはかがり糸 
送り長さ： 3.5-5 
送り歯：上 

押え：スーパー模様押え No.lC 
機能：ロングステッチ機能 


ロングステッチ 

■飾り縫いに 
■ トツプステッチに 






ヒント 

コルドネットを使ったロングステッチ 
■ コルドネット紐には 100/16-110/18 の針を使います。 


しつけ縫いに 

■しつけ縫いとしても使えます。 


030866.51 .10 0401 a 185 JP 
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しつけ縫い 

しつけ縫い機能をオンにすると4針に一回縫います。 

最大の縫目長さは送りを5にセツトしたときに20ミリになります。 


模様：しつけ縫い#21 

針：生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
糸：ミシン糸 
送り長さ： 3.5-5 
送り歯：上 

押え：スーパー模様押え No.lC 


しつけ縫い 

• 長いステッチの必要な場所に 
• 素早く、簡単にしつけ縫い 
• 取り除き簡単 






ヒント 

縫い始めと終りの止め 

• しつけの縫い始めと終りに直線縫いの標準セッティングで2〜3 
針縫っておくと、しつけの途中で糸がぬけたりしません。 


しつけ糸 

• しつけ糸を縫い込んでも取り除き易いように細手の繕い用糸を 
使いましょう。 


030866.51 .10 0401 a185 JP 
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まつり縫い 


模様 

針 

糸 

送り歯 
押え 


まつり縫い#9 

生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
ミシン糸 
上 

まつり縫い押え No . 5 
まつり縫い 

• 中厚手の木綿、ウールおよび混紡に目立たない縁縫いをするの 
に最適です。 


準備 

• 布端を切り揃え、 

• 手縫い同様にあらかじめ縁かがりをします。 

• その後、図のように押え金の下に生地を置きます。 


縫い方 

• 手縫いの場合同様、針が折り目の端ぎりぎりをとらえるように注 
意します。 

• 生地に合わせて振り巾を調整します。 

• 1 Ocm くらい縫い進んだら、生地の裏表をチェックして、必要であ 
れば再度振り巾を調整します。 




縫目を均一にするために： 

• 縫いながら布をわずかに手元に引っ張り加減にして下さい。 
縫目を均一に、また巾を揃えるには： 

■折り目の端を、押えのガイド金具に沿って進めると、仕上がりが 
きれいになります。 

030866.51 .10 0401 a 185 JP 
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ゴムひも付け/コード付け 


エラスティック-ゴムひも付け/コード付け 



模様 
振り巾 
針 
糸 

送り歯 


押え 


ユニバーサルステツチ# 15 

ゴムの太さに合わせる 

生地に合わせてサイズとタイプを選びます 

ミシン糸 

上 

スーパー模様押え1 C 、または刺しゆう用押え 20 C 


ゴム紐の縫い付け 

• 広い範囲にギャザーを寄せたい場合や、薄手の生地にフリルをつけ 
たい場合に適しています。 

準備 

• ゴムひもを必要な長さにカツトしておいて下さい。 


縫い方 

• ゴムひもを縫い付ける際、針がゴムに刺さらないように注 
意して下さい。 



• 縫い終わつたら、ギヤザーを手で調整して、均一に寄せ直 


します。 



ヒント 

縫い始めと縫い終わりの始末 

• ゴムひもの縫い始めと縫い終わりは、直線縫いで数針ずつ止め縫い 
をして下さい。 

クイック■ヘム仕上げ 
• 子供服や人形のドレスに 

• 脇縫いをする前に、縁かがりのときにゴムを一緒に縫い付けてしまう 
という方法があります。 


シャーリング/ギヤザリング 



模様：ギヤザリングステッチ#12 
針：生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
糸：ミシン糸 
送り歯：上 

押え：ボタンホール用押え 3 C 


シャーリング■エラスティック/コード 

■広い範囲にギャザーを寄せたいときに適しています。 

準備 

• ギャザーの倍の長さに、ゴム紐をカット UT から、半分に折ります。 

• ボタンホール押えの中央の突起に、ゴムの輪の部分をひっかけ、ゴム 
の両端は押えの下に入れます。 

縫い方 

• 数針縫って、 

• ゴムを手前に引き、ゴムの両端を押えの後ろ側においたまま縫いつ 
けます。 

• 縫い終わったら、ゴムを引いて、ギャザーを寄せます。 

• 縫っている間、ゴムを伸ばし加減にして下さい。 

• 強く引っ張るほど、ギヤザーをたくさんとれます。 




ヒント 

始めと終りを止め縫い 

_送り歯を下げて、数針ずつ縫って下さい。 
押え圧 

•必要に応じて強くします。 


030866.51 .10 0401 a 185 JP 
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エラスティック-幅の広いゴムひも 



:>1 


模様: 

送り長さ: 
針: 
糸: 
送り歯: 
押え: 


ランニングステッチ#4、二点ジグザグ#16、 

ライクラステッチ#17 

ゴムの性質によって調整して下さい。 

生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
ミシン糸 
上 

スーパー模様押え 1 C 
幅広のゴムひも 

• 幅広のゴムひもを使えるので、スポーツウエアや下着のゴム部 
分の仕上げに最適です。 

準備 

• ゴムひもを必要な長さに切り、 

• 生地とゴムひもをそれぞれ 4 分割して印をつけ、 

• 印を合わせて、ゴムひもを生地に待ち針で止めます。 


縫い方 

• ゴムひもを引っ張りながら縫って下さい。 

• 縫い終わったら、はみ出た部分の布を始末します。 



© 


@ 




ヒント 

先に布端にギャザーを寄せておく 

• ゴムを伸ばしながら縫う必要がなくなるので、楽に作業が進みま 
す。 


ゴムひもを伸ばして縫う方法 

■ 生地とゴムひもに合わせて押え圧を減らせば、ゴムひもが必要 
以上に伸びてしまうこともなくなります。 


030866.51 .10 0401 a 185 JP 
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環ぬき止め縫い 


環ぬき止め縫い-自動 



ステツチ 

針 

糸 

送り歯 
押え金 


環ぬき止め縫い#24、ポタンホール環ぬき止め#25 
生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
かがり糸 
上 

スーパー模様縫い押え 1 C 
環ぬき止め縫い 

•ボケット、ジャケット、ジーンズ、オーバーオールといつた厚地の 
縫い終りを補強するために 

ポタンホール環ぬき止め 
• ボタンホールの環ぬき止めを補強するために 



ソー イング 

• 環ぬき止め縫いでは左上から縫い始めます。 
• 自動的に止まります。 


ヒント 

飾り縫いの環ぬき止め 

• ステッチの長さを長くして飾り縫いの糸を使って環ぬき止め縫いを縫いま 
す。=(他のステッチと組み合せて)飾り縫いの小さな四角形ができあ 
がります。または、環ぬき止めを2つ、直角に組み合せて、飾りに使うこと 
もよいでしよう。 

ファスナー 

長過ぎるファスナーは、適した長さにカツトした後、 25 香の環ぬき止め縫いプ 
ログラムを使って補強するとよいでしょう。 


フライステツチ 



ステッチ:フライステッチ#26 

針：生地に合わせてサイズとタイプを選びます 

糸：ミシン糸または飾り糸 
送り歯：上 

押;^#:スーパー模様縫い押え1 C 、または横送り縫い押え4 0 C 


フライステッチ 

フライステッチは、縫い終わりの補強に使われます。（例■ポケットまた 
はスリットの端部分） 

• 中厚手の生地に適しています。 

ソー イング 

•1 C の押え金を、ポケットまたはスリットの縫い終わ 
り部分中央に合わせます。 

-フライステッチは、自動的に下から上へと縫います。 

• 縫い終わると、ミシンは自動的に停止します。 



ヒント 

手縫い風効果 

• 手縫い風の効果は、太めの糸がベストです。 



• フライステッチはまた、飾りとしても応用できます。 


030866.51 .10 0401 a 185 JP 
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ボタンホールで大切なこと 





糸調子 

• ボタンホールを選択すると、糸調子は自動的に最適な状態にセツトさ 

れ、 

• 上糸の調子は少し緩く、 

• 下糸の調子は少し強く、 

• 布地の表側に丸みをおびた穴かがりを縫い、 

• ボタンホールの見栄えを更に良くします。 


手動で縫うポタンホールの場合 


• ボタンホール用押え No .3 C を使います。 


• 適当な位置にポタンホールの長さの印をつけます。 


自動ポタンホールの場合 
• 自動ボタンホール用押え No .3 A を使います。 

• 最初のボタンホールの位置に長さの印をつけます。 



• 最初のポタンホールを縫うと、次々自動的にポタンホ 
—ルが縫えます。 

• 二番目からは、ボタンホールを縫い始める位置に印を 


つけます。 


試し縫い 

■ 常に、同じ布地で試し縫いをして下さい。 

■ 同じ芯地を使って試し縫いします。 

■ 同じ種類のボタンホールを縫います。 

■ ボタンホールを縫いつける布地の方向も同じにして下さい(織り目に順 
目か、逆目か） 



A B 


調節 

ピッチ幅の調節： 

■ 振り幅を変える。 


送り長さを変える 

■ 送りの長さの変更は常に左右の穴かがりに影響します(密および粗い 
ずれの場合でも)。 

■ 必ずボタンホールを縫い始める前に、送りの長さを変更します。 

自動ボタンホールのバランス 

-バランスの変更は常に左右の穴かがりに影響します。 

■ はと目ボタンホールまたはアイレットのバランスは、以下の方法で調 
節します。 

■ ミシンがはと目部分に達するまで直線縫いをし、停止します。 

■ 「バランス」をタッチします。 

■ はと目が図 A のように右側にゆがんでいる場合には、下向きの矢印を 
使って調整します。 

■ はと目が図 B のように左側にゆがんでいる場合には、上向きの矢印を 
使って調整します。 

■ OK をタッチして、ボタンホールを完成させます。 


030866.51 .10 0401 a 185 JP 
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ボタンホール 


手動標準ボタンホールのバランス 
■ バランスの変更は常に左右の穴かがりに影響します。 






はと目およびラウンドエンドボタンホールのバランス 
■ バランスの変更は常に左右の穴かがりに影響します。 

• はと目ボタンホールまたはアイレットのバランスは、以下の方法で調 
節します。 

■ はと目が図 A のように右側にゆがんでいる場合には、下向きの矢印を 
使って調整します。 

■ はと目が図巳のように左側にゆがんでいる場合には、上向きの矢印を 
使って調整します。 

ステッチカウント式ボタンホールのバランス 
• バランスを調節すると左側穴かがりの縫目の密度を変えます。 

■ 1■密な穴かがり ( A) 

■ 2. 粗い穴かがり 


■ 1■粗い穴かがり （ B) 

■ 2. 密な穴かがり 

■ バランスを変更したら、必ず最初のボタンホールを縫い直してサイズ 
を記憶させて下さい。 


バランスのクリア 

_画面右横の 《clr》 ボタンを押します。 





芯糸 

-芯糸はボタンホールを補強し、見栄えを良くします。 

-芯糸の輪の部分が最も力のかかるボタンホールの端に来るよ 
うにします。=つまりボタンを縫い付ける位置。 

• それに応じて位置を決めます。 

■ 芯糸は特に標準ボタンホールと伸縮ボタンホールにお勧めし 
ます。 


芯糸に適するコード： 

-パールヤーンの8番 
-太い手縫い糸 
■ 細い鈎針編みの糸 

布ガイド付自動ボタンホール押え-# 3 C を使った芯糸の掛け方 
■ ボタンホールの始点に針を刺します。 

• 押え金を上げます。 

■ 芯糸を両手で持って、押えの後ろにある突起に上からかぶせ 
るように芯糸を弓 I っ掛けます。 

■ 両方の芯糸を押えの下を通して、手前に持ってきます。 

■ 押え金を下げます。 


縫い方 

_両方の芯糸を左右の芯糸止めにそれぞれ引き込みます。 
■ ボタンホールを縫い始めます。 

芯糸の始末 

■ 両方の芯糸の端をボタンホールに沿って引きます。 

■ 芯糸を手縫い針で布地の裏側へ通します。 
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No .3 A の自動ポタンホール押え金のら6に芯糸を掛ける 
• ボタンホールの始点に針を刺します。 

• 押えを上げます。 

-芯糸を中央から右側に引きます。 

• 押えの後ろにある突起に芯糸の輪になつた部分を引っ掛 
けます。 



■ 芯糸の端は二本揃えて、押え下の二本の溝を通して前方に引 
きます。 

■ 押えの前にある止め具に紐をかけます。 


縫い方 

■ 押え金を下げます。 

■ ボタンホールを縫い始めます。 

■ その時芯糸を強く引っ張らないで下さい。 



芯糸の始末 

■ 両方の芯糸の端をボタンホールに沿って引きます。 
■ 芯糸を手縫い針で布地の裏側へ通します。 

■ 結んでおきます。 




ボタンホールを開ける 

■ リッパーを使って、両端から中心に向かって切り込みます。 

■ 短いボタンホールの端部分を間違ってカットしてしまうことがな 
し、よう、端に待ち針を打っておくとよいでしよう。 



ボタンホールカッターとブロック(オプション） 

■ 布をブロックの上に置きます。 

■ ボタンホールの中心にカッターを当てます。 

■ カッターを手で押すか、ハンマーで軽く打って穴を開けます。 
■ ボタンホールオープンナーよりも正確に穴あけが可能です。 


030866.51 .10 0401 a 185 JP 
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ボタンホール 


直線縫いボタンホール 


直線縫いのボタンホールは、ほつれやすい生地などの穴かがり 
部分や環ぬき部分を補強します。 


模様：直線縫いボタンホール-# 59 
針：生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
糸：ミシン糸 

送り歯：上 

押え金：ボタンホール用押え No .3 C 、 または No .3 A 




縫い方 



• 最初のラインを直線縫いで縫います。 

• 適当な長さを縫ったら手元返し縫いボタンを押します。 

• 画面に 《 AUTO » が表示されます。= 

長さが記憶されました。 

• 自動的に直線ボタンホールを縫います。 

• 次に続くボタンホールは自動的に同じ長さになります （ 
返し縫いポタンを押す必要はありません）。 

• 左右の縫目の間隔はステツチの幅で調節されます。 


押え金 No . 3 C を使つた直線縫いポタンホール 
• ステツチカウント式のボタンホール機能の押え金 N 0.3 C 


を画面でタツチします。 


• ポタンホール押え No .3 C のセンサーがボタンホールのス 



テツチ数を読み取り記録します。 


ステッチカウントボタンホールを縫う 
■ 最初の穴かがりを縫い、適当な長さで止めます。 

■ 手元返し縫いボタンを押します。 

■ 環ぬき止めをクロスステッチで縫い、返し縫いで右側の穴か 
がりを縫います。 

■ 穴かがり左側の縫い始めの位置で止めます。 

■ 手元返し縫いボタンを押します。 

■ 水平に縫って止め縫いをします。 

■ ミシンは自動的に止まります。 

■ 画面に 《 AUTO 》 が表示されます。 

■ 同じ長さで記憶されたボタンホールを縫います。 


030866.51 .10 0401 a 185 JP 























ボタン ホー ル 


25 


自動ボタンホール(全種類共通) 


模様 

針 

糸 

送り歯 
押え 


左右両方の穴かがりを同じ方向に縫いますので、左右の穴かがり 
がきれいに揃います。 

伸縮縫いのボタンホールはとりわけ伸び縮みする布地(ジャージー 
など)に効果的です。というのは、穴かがりに使われているダブル 
オーバーロック縫いは伸び縮みしても縫目が開いてしまうということ 
がないからです。 

メモ：布ガイド付自動ボタンホール押えは完全に布地に平らに置か 
れていなければなりません。（もし押えの一部が布から浮き上がつ 
ていたらコンピュータが長さを正確に計れないからです）。 

自動ボタンホール(全種類に共通） 

生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
ミシン糸 
上 

ボタンホール押え No . 3 A 
自動ボタンホール 

• ボタンホール押え N 0.3 C についたセンサーでボタン 
ホールの長さを自動的に読み取ることができます。 


ク::.: ， ：:， . 





• 4 -29 ミリのポタンホールを縫うことが出来ます。 




最初の穴かがりを縫う 

• 順番が画面に表示されます （ 押え金の表示の右 ） b 
•最初の穴かがりを前進で縫い、止めます。 

ポタンホールをブログラムする 

• 手元返し縫いボタンを押す。 

• « AUTO » が画面に表示される。= 

ボタンホールの長さがブログラムされました。 

-ミシンが自動的にポタンホールを完成させます。 



自動ポタン ホール 

• ミシンは次のボタンホールの最初で止まります。 

• 次のボタンホールからは同じ長さで自動的に縫えます （ 返し 


縫いボタンを押す必要はない ） b 



注意： 

• 縫い直しする時は、《模様頭だし》機能をタツチします。 
• ミシンはボタンホールの始めに戻ります。 


ヒント 

長さも見た目も同じ 
ポタン ホール 
• 自動機能は各ボタ 
ン ホールが 正確に 
長さも見た目も同 
じに仕上げます。 


印をつける 
• ボタンホールの始 
点にだけ印をつけ 
る=実に簡単。 

ソーイングスピード 
• 全ボタンホールを 
穴かがりの目の大 
きさが変わらない 
よう同じスピード 
で縫います。 

中くらいのスピード 
で縫うと仕上がりは 
一番きれいです。 
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ボタンホール 


ラウンドエンド、はと目および手縫い風ボタンホール 



左側の穴かがりは前進で縫い、右側の穴かがりは返し縫いで縫い 
ます。 

穴かがりの長さは、自動的に決定され、ラウンドエンドあるいははと 
目ボタンホールの部分は、適切なサイズで縫われます。 

模様：ラウンドエンドボタンホール# 54-55 

はと目ボタンホール#56—58、手縫い風#63 
針：生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
糸：ミシン糸またはかがり糸 

送り歯：上 

押え：ボタンホール押え No .3 A 




自動ポタン ホール 


• ボタンホール押え No .3 A に付いているセンサーが自動的にポタンホ 


—ルの長さを記録します。 

4 -29 ミリのボタンホールが縫えます。 



はと目ボタンホールには、#5 6、#5 7、#58( 
4旦リ）、 

ラウンドエンドおよび手縫い風ポタンホールには、# 
#63( 4ミか627ミ:リ） 


最初の穴かがりを縫う 

-順序は画面に表示されます(押え金の表示の右側）。 
_最初の穴かがりを前進で縫います。 

■ミシンを止めます。 


4旦リか6 2 

5 4、#55 



ボタンホールをプログラムする 
• 手元返し縫いボタンを押します。 

•《 AUTO 》 が画面に表示されます。=ボタンホールの長さがプ 
ログラムされました。 

• ミシンが自動的にボタンホールを完成します。 

自動ボタンホール 

• ミシンはボタンホールの始点で止まります。 

• 次のボタンホールからは全て同じ長さで自動的に縫います 


( 手元返し縫いボタンを押す必要はありません）。 



言要事項 

_もし間違えたら、《模様頭だし機能》をタッチして下さい。 
-ボタンホールの始めにセツトされます。 



ヒント： 

長さも見た目も同じボタンホール 

• オート機能で各ボタンホールは前のものと同じ長さと形に確実に 
仕上がります。 


印をつける 

•ボタンホールの始めに印をつけるだけ。=実に簡単。 

はと目ボタンホールの二度縫い 

■ 厚い布地でははと目ボタンホールを二度縫いするとしっかりした 
仕上がりになります。 

-最初のボタンホールを縫い終わった後、そのまま押え金も生地 
も動かさないで下さい。 

■ フットコントローラー をもう一度踏むだけです。 
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ステッチカウント式ボタンホール(全種類のボタンホールに適用) 

(メモリーに記憶可能） 


ステツチ 

針 

糸 

送り歯 
押え金 





最初の穴かがり（左）は前進で縫います。次の穴かがり（右）は返し 
縫いで縫います。 

ボタンホール(全種類） 

生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
ミシン糸 
上 

ボタンホール押え、 No .3 C 

左側の穴かがりの長さ 
-最初の穴かがりを縫って止めます。 

_手元返し縫いボタンを押します。 

環ぬき止め縫い、右側穴かがり 

_下側の環ぬき止めと右側の穴かがりは返し縫いで縫います。 

-最初のステッチでミシンを止めます。 

■ 手元返し縫いボタンを押します。 

環ぬき止め縫い、止め縫い 
■ 上側の環ぬき止めと止め縫いを縫います。 

■ ミシンは自動的に止まります。 

■《 AUTO 》 が画面に表示されます。 

_ボタンホールはプログラムされ、記憶されました。 

■ 続きの各ボタンホールは同じサイズで縫えます。 



プログラムしたボタンホールを削除する 
-画面右横の 《 clr 》 ボタンを押します。 

■《 AUTO 》 が消えます。 

■ 新しいボタンホールがプログラムできます。 

変更 

• ステツチの幅、長さ、バランスなどに変更があればも 


う一度ポタンホールをプログラムします。 


異なる布地にポタンホールを作る 

• 記憶したステツチカウント式ボタンホールを異なる布 
地で縫うと、まったく異なるサイズに仕上がります。 


• もし新しい布地を使うならば、ポタンホールのプログ 


ラムはもう一度やり直して下さい。 



ヒント： 


押え金 No .3 C でよりポタンホールを縫いやすく 
-布ガイドスライド付の大きい押えでは縫いにく 
いボタンホールに最適です。 


きれいなボタンホール 

• 縫目が揃うようにスピードは一定に保って下さい。 

• 普通のスピードで縫うのが一番きれいに仕上がります。 


印を付ける 

• ボタンホールの始点に印を付けるだけ。=実に簡単！ 
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ボタンホール 


マニュアルの4-6ステップのボタンホール(全種類) 


ステツチ 

針 

糸 

送り歯 
押え金 


man 



手順の数はボタンホールの種類によります。 
手動で縫ったボタンホールは記憶できません。 

全てのポタンホールステツチで可能 
生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
ミシン糸 
上 

ポタンホール押え N 0.3 C 、 または No .3 A 


ブログラムを開く 

• ボタンホールを選択します。 （#51 から#59、または# 63) 
• マニュアルボタンホール機能を選択します。 

手順の表示 

-次の手順が画面に示されます。 



選んだボタンホールの手順 
標準= 6ステップ 
ラウンドエンド= 4ステップ 

はと目=4ステップ 


■円内の矢印は《0》の所にあります。 



4ステップあるいは6ステップのボタンホール 
_画面の《1》にタッチし、最初の穴かがりを縫います。 
■ 穴かがりの終りでミシンを止めます。 

■ 《2》にタッチして、縫います。 

ボタンホールが完成するまでこの方法で続けます。 



2 



ボタンホールの補修 
-手順は省略することが出来ます。 

■ 擦り切れた部分を修繕するために必要な手順だけ使います。 
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ポタン付けブログラム#60 
ボタン穴の間隔によつて決めます 
生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
ミシン糸 
下 

ポタン付け押え N 0.18 

ボタン付けプログラム 
■ 2穴か4穴のボタンを縫いつけます。 

■ 足(ボタンと布地の間の長さ）は必要に応じて長くも短くも出来ま 
す。 


2穴ボタン 

-ボタン付け縫いを選択します。 

■ はずみ車をまわして、穴の間隔を測ります。 

■ 必要があれば振り幅を調整します。 

■ 縫い始めは二本の糸を手に持って下さい。 

■ 縫い始めます。 

■ 完成すればミシンは自動的に停止します。 

• そして次のボタンを縫う用意も自動的に出来ています。 

糸の始めと終り 

• 糸は止め縫いされており、切り取るだけで始末できています。 

止め縫いの仕上げについて 
-ボタンの際で上糸を切ります。 

■ 下糸を引っ張って、上糸を布裏に引き込みます。 

■ 下糸を切ります(必要に応じて玉結びをして下さい)。 



4穴ボタン 

■ 初めに手前の穴を縫います。 

■ 注意してボタンを手前に引きます。 
■ 奥の穴を縫います。 


ボタン付けプログラム 



ミシンでボタンを縫いつける 

• シャツやブラウスなどのように同じボタンをいくつか縫う時には特 
に時間を節約できます。 

ボタン付けプログラム 

• 長すぎるファスナーなどもこのプログラムを使って、簡単に止め 
縫いできます。 

送り歯ドロップ 

• ボタン付けの間は送り歯を下げておくと安定します。 
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アイレツト 


アイレット(鳩目） 

ジグザグ.アイレツト（鳩目）# 61 
生地に合わせてサイズとタイプを選びます 

ミシン糸 
上 

スーパー模様縫い押え No . 1 C 


ジグザグ■アイ レット 縫い 
• 装飾的作品、子供服、または手芸品に。 

• ひもや細いリボンを通す穴として利用されます。 


保惊 

針 

糸 

送り歯 
神え 



縫い方 

• まずアイレットを選び、 

• プログラムに従って縫います。 

• ミシンは、自動的に停止します。 

• 次のアイレットを縫う用意も自動的に出来ています。 

アイレットの穴をあける 

• アイレット用パンチ（別売りオプション）をご利用下さい。 


直線縫い■アイレット(鳩目) 


〇 


模様：直線縫い*アイレツト（鳩目）# 62 
針：生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
糸：ミシシ糸 
达り歯： 上 

押え：スーパー撞榛縫い#え No . 1 C 



直線縫い■アイレット 

• 装飾的作品、子供服、または手芸品に、 

• ひもや細いリボンを通す穴として利用されます。 


縫い方 

• まずアイレットを選び、 

• プログラムに従って縫います。 

• ミシンは、自動的に停止します。 

• 次のアイレットを縫う用意も自動的に出来ています。 

アイレットの穴をあける 

• アイレット用パンチ（別売りオプション）をご利用下さい。 




ァィレット 

• 縫いぐるみや人形等の目に最適です。 



装飾的アイレツト 

• 飾り糸を使って、ぼかの飾り縫いや刺しゆうと組み合せた装 
飾的作品を作りましよう。 
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ジグザグ#2 
約5 mm 
1-1.5 

生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
ミ•シン糸 
上 

スーパー模様押え N 0.1 C 

シャーリングゴムひもを使ったニットの縁縫い 
• 布端の伸びや型くずれを防ぎます。 

縫い方 

• 布端に沿って、二重にしたゴムひもをジグザグステッチで縫 
い付けます。 

• その際軽くゴムひもを引っ張りながら縫います。 




VK3C 


縁かがり-ゴムひもを使ったニツト地の縁かがり 



• ゴムひもの上を縫わないように注意します。 

• 縫い終わったら、ゴムひもを引っ張って、形やサイズを整えます。 

縫っている間に生地が伸びるとき 
生地に合わせて押え圧を弱くします。 

030866.51 .10 0401 a 185 JP 
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つくろい縫い 


補修縫い-編み地の縁を補修する 



ステッチ 

針 

糸 

送り歯 
押え金 


ネツトステツチ#8、ランニングステツチ#4 


生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
細手のミシン糸 
上 

スーパー模様縫い押え N 0.1 C 
縁を補強 

■作業布、テーブルリネン、タオルなどに。 

準備 

■共色の紐を使います。 

紐 

■ パール紡ぎ糸 
■ 細い鈎針糸 
■ 丈夫な手縫い糸 

ソーイング 

■ ネットステッチかランニングステッチで縁をつくろい縫いします。 
■ 補強するために縁に沿って紐をつくろい縫いします。 

■ 必要があれば、縁から幾らか中側にもう一列縫います。 



パッチ縫い(つぎあて) - ニット地/ジヤージー 



ステッチ：ジャージーステッチ14番 

針：生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
糸：ミシン糸 
送り歯：上 

押え金：スーパー模様縫い押え No.lC 


ほころびや摩耗個所のつぎあて 

■伸縮する布やランジヱリーに特に適しています。 

準備 

• 擦り切れた部分は、切り取らないで下さい。 

• あて布は、角をつけないで丸くすると、全方向 
に伸縮性が残ります。 

• 待ち針を打ち、右側をしつけ縫いします。 

ソー イング 
■ 縁を縫います。 

■ 必要があれば最初に縫った内側をもう一列縫います。 
■ 擦り切れた部分を切り取ります。 






ニット地 

• ニット地を傷めないように、新しいポールポイント針を使う 
ようにして下さい。 

伸縮地を縫う 

-ストレッチ針 （ 130 - 705 H-S ) を使うと、針の先端が繊維の 
間をすべるように縫うので、生地を傷めません。 


生地の伸縮とうねり 

生地が伸びて、うねるような場合は、押え圧を弱くして下さしヽ。 
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つくろい縫い自動プログラム 

穴開き、または擦りきれた部分への手早い応急処置 


11111 m 

ステツチ： 

標準つくろい縫い-#22、補強つくろい縫い-#23 

s 

針： 

生地に合わせてサイズとタイプを選びます 

!!! B 

糸： 

ミシン糸 

|!!| fi 

送り歯： 

上 


押え金： 

ポタンホール押え No.3A、 


またはスーパー模様縫い押え No . 1 C 


準備 

■ 生地が歪まないように、つくろい縫い用の刺しゆう枠(オプション) 
に生地を伸ばしてはさみます。 

シンプルなつくろい縫いステツチ#22 
M ! j • 布の,縦目に合わゼ: T, 縫います。 

• 押え金は No . 1 C を使います。 



機能バー上で、ステツチカウンター機能 （ 押え No. 3のアイコン）を 
オンにします。 



• まず、縦に1列縫います。 

• ここで手元返し縫いボタンを押す必要はありません。 

• 2列目を縫います。 

• 手元返し縫いボタンを押して、放します。これで、2列目の長さが 
プログラムされました。 

• 縫い続けます。終わればミシンは自動的に停止します。 

修正 


つくろい縫いのスタートと終りが斜めに歪むようでした6、《バラン 
ス〉〉を使つて修正します。 


つくろい縫いを補強するステツチ#2 3 


• 糸を布の縦横両方にかけるように縫います。 

• 自動ボタンホール押え No.3 A を使用します。 

• 最初の縦1列を縫います。 

• 好きな長さで、手元返し縫いポタンを押して放します。これで長さ 


がブログラムされました。 


• 縫い続けます。終わればミシンは自動的に停止します。 


大きなほころびを縫う 
■ 押え金の下で生地を移動します。 

プログラムを繰り返します(長さは記憶されています)。 



ヒント: 


つくろい縫いを補強する 

• つくろい縫いをする前に擦り切れた個所の下にガーゼを当てま 
す 0 


大きなほころびを縫う 

• つくろい縫いの縦横の大きさは押えの下で生地を移動させて広 
げてゆきます。 
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つくろい縫い 


つくろい縫い-フリーモーション ■ ダーニング 


ス丁ツチ 

針 

糸 

送り歯 
押え金 



直線縫い#1 

生地に合わせてサイズとタイプを選びます 

ミシン糸 
下げる 

つくろい縫い押え No 。 9(オブシヨン） 


穴かがり、つくろい縫い 

•どんな生地でも縦糸と横糸を足してつくろうものです。 

準備 

-布縮みを防ぐために、刺しゆう枠(別売りオプション）に修繕する 
生地を張ります。 

■ 補強テーブルを使うと、作業がしやすくなります。 

ソーイング 

■ 朿にゆう枠を滑らかに動かします。 

_左から右に縫います。 

■ 押え圧はゼロにしておきます。 

縫い方： 

穴を縫うステッチ 

■ 穴を覆うように最初の列を縫います(間隔が狭すぎないように)。 

■ 生地を90°回します。 

つくろい縫いを完成させる 
■同じ方向に緩く二列目を縫います。 


筒物を縫います 
■ 最初は横方向です。 

■ それから第二、第三段階として、縦方向に縫います。 


要領がつかめたら 



■各列の長さをわざと揃えないで縫うと、ステッチの糸が生地にかく 
れて、目立たなくなります。 

重要事項 

■ カーブで方向を変える（尖らないように）。 

=穴あきを防ぎます。 

=糸切れを防ぎます。 

• 筆記体の L や M を書くように動かします。 

• 円形は生地の糸目になじまないで、かえって目立ってしまうの 
で、避けて下さい。 



隊ヒント: 


糸切れ 

• 刺しゆう枠を滑らかに動かしてみましょう。 

縫目が乱れて、上糸が生地の表側で緩む 
• 針のスピードに対して、刺しゆう枠の動かし方が速いからで 
す。 


生地の裏側に糸ループが出来る 
• 刺しゆう枠の動かし方が遅すぎるからです。 
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f り縫い 


9ミリ幅飾り縫い（例えば、 #718) 

生地に合った刺しゆう針 
旦シン糸 
上 

スーパー模様縫い押え No. 1 C、 

オーブン刺しゆう押え No .2 0 C 、 

透明押え No.3 4、 または No.3 4C (別売りオプション） 


飾り縫い 
• あらゆる生地に 
• 飾り付けに 

ステッチの選択 （ A ) 

• 画面右横のボタンを押して飾り縫いを選びます。 
• メニュー か 6 ステッチのグルーブを選びます。 

• ステツチを選択します。 


0 

3 

6 9 

j ■ | | | 

(■ - 




画面 

• 選択したステツチは明かりが点つています。 
• 押え金インディケーター 
• 基本セツティング （ 幅と長さ） 

基本セツティングを変える 

ステツチ幅 （ B ) 

• 幅を狭くします 


- 5 




ステツチの長さ （ C ) 

• 長さを短くします 

注意 

その他、以下の要素を変更できます。 
• 針基線 
• 糸テンション 
• バランス 


略 


ヒント： 


基本設定の変更 

_飾り縫いは、好みのままに調整できます。 

■例人形の服では振り幅を狭くします。 

モチーフの サイズも、小物に合わせて縮小することが可能です。 



ABC 


A : 標準のふり幅 
B : ふり幅を小さく 
C : 振り幅を大きく 


チ針糸歯金 

ッ りえ 

テ 送押 

ス 
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キルティングステッチ 


キルティングステツチ-手縫い風 


模様 
針 
上糸 
下糸 
送り歯 
押え 


手縫い風■キルティングステッチ#328、 #346-350 
キルティング針、またはジーンズ針 
モノフィラメント（ナイロン透明糸） 

ミシン糸 
上 

スーパー模様押え No .1 C 
手縫い風■キルティングステッチ 

• 手縫いのような縫目を可能にし、手縫い風を表現したい作品 
に最適です。 

試し縫い 

• 下糸が表面に交互に出るように縫います。 

• 上糸はモノフィラメントなので、下糸が一目おきに目立つよう 
になり、手縫いの効果を出します。 

上糸テンション 

• 生地により、6〜9に強くします。 

• ソーイングガイドを参照して下さい。 

送り微調整 

■必要に応じて調整して下さい。 



縫い方 

• 針位置はどこでも縫えます。 

• 必ず押え金を使って縫います。フリーモーシヨン■キルティング 
には使えません。 



コーナー をきれいに仕上げるには 

•コ _ ナーを縫う直前に一模様縫い機能をオンにし、コーナーで 
ミシンを一旦停止してから生地を回し、続けて縫います。 

モノフィラメントが糸切れする場合 
• 縫う速度を落として下さい。 

• 上糸テンションを少し緩めて下さい。 
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キノレテインクステツチ-飾り縫い 


模様 
針 
上糸 
送り歯 


キルテイングステツチ，#326-338、 #351-353 

キルテイング針、またはジーンズ針 

コツトン糸，レーヨンまたはポリエステル刺しゆう糸 


押え：スーパー模様押え No . 1 C 


直線縫い#326 

• 2 mm の送り長さの短い直線縫い。 

• ピーシングに最適です。 

キルティングステッチ 
• あらゆる生地やキルティングに。 

• クレージーキルトに最適です。 

ノくランス 

• 必要に応じて調整します。 

縫い方 

• キルティングステッチを選んで縫います。 

• 組み合わせて縫ったり、組み合わせたステッチをメモリーに保 
存しておくことも出来ます。 


ヒン ト： 

コーナー をきれいに仕上げるには 

• コーナーを縫う直前に一模様縫い機能をオンにし、コーナーで 
ミシンを一旦停止してから生地を回し、続けて縫います。 


r EuI PI L r PEn E ニニ PEC 二 ur こ b 二二 口 -r 
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キルトステッチ 


キルティングステツチ-フリーハンド 


ステッチ：直線縫い#1、キルティング用直線縫い# 3 2 5、またはピ 
ーシング用直線縫い# 3 2 6 
針：生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
糸：ミシン糸、刺しゅう糸、ナイロンモノフィラメント 
送り歯：下 

押え金：つくろい縫い押え N 0.9、または 
キルティング押え No .29 C 

フリーハンドキルティング 
■あらゆるフリーハンドのキルトに。 

準備 

• 安全ピンで、トップ、中綿、土台布をしつけします。 

• 補助テーブルを使うと作業がしやすくなります。 

縫い方： 

ずれないように生地を押えます 
• 生地の中心から外側へ縫っていきます。 

• 両手を刺しゆう枠のように使って、生地をしっかりおさえます。 




キルトラインを縫う 

• 選んだキルトパターンを縫うコツは、滑らかに丸く生地を回し 
て動かして下さい。（フリーハンドの場合も、亍ンプレートを使う 
場合も同じです。） 

スティツプリング ■ キルティング 

• キルトの全体を埋める手法で、基本的な縫い方は、縫目が交 
差しないように縫います。 



ヒント： 

フリーハンドキルティングとつくろい縫い 
• 共に基本的な縫い方は同じです。 


糸切れ 

• 手を早く動かしすぎる時に起こります。生地は滑らかに均一 
のスピードで動かして下さい。 

ステッチの形が悪く糸のループが出来る 
• 縫う速度が速すぎます。 

• 生地の裏で糸絡みが起こるときは、縫う速度が遅すぎます。 

ナイロンモノフィラメントの糸切れが起こる 
_縫う速度を遅くして下さい。 

■ 上糸テンションを弱くして下さい。 
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b 



じ 


ステッチ 

針 

糸 


送り歯 
押え金 






9ミリ飾り縫いステッチ 

生地に合わせてサイズとタイプを選びます 

ミシン糸、刺繍糸 

上 

リバースパターン 押え No .1 C 、 または刺しゆう用 押え 
NO .20 C 、 または透明 押え No .3 4、または N 0.3 4 C 

基本設定と機能を組み合せる 

基本設定と様々な機能を組み合せると、今以上にお楽しみ頂 
けます。 


左右模様反転機能 
上下模様反転機能 



模様繰り返し機能 1-9 回 
1/2模様機能 


バランス(送り微調整)機能 
ロングステッチ機能 


二本針用振り幅限定機能 2-8 ミリ 
ウィング針用振り幅限定機能 


連続返し縫い機能 
模様拡大機能 2-5 倍 




準備 

• 糸調子は選択したステッチに自動的にセットされます。 
バランス 

• バランス機能を使ってステッチの変化を楽しめます。 

• バランスの取り方によっては、ステッチは伸びたり、縮んで詰 
まったりします。 

• “バランス”の項 49-50 ページも參照して下さい。 


方法 

• 機能を選択します。 

• ステッチを選択します。 

• 一つのステッチに 複数の機能を使う事が出来ます。 


機能を解除する 


•画面右横の 《 c 丨 r 》 ボタンを押します。 


削除したい機能表示を、一つずつ個別に、画面でタツ 
チして下さい。 


ヒント 

基本設定と機能の変化 
• 新しく組み合せて使いた 
いときは、先に使った機 
能を全てクリアして下さ 
い。 

一枚布でする飾り鏠い 
• 必ず接着芯や安定紙を 
使って下さい。 

• 縫い終わったら、取り除 
きます。 


長く縫う時は針下停止機能 
を起動させる 

• 一旦停止した時に、止め 
た針位置を キープし ま 
す。 


一模様縫い機能を使う 
• ひとつの模様を縫い終 
わるたびにミシンは自動 
的に停止します。 
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メモリーを使った実用縫いと飾り縫い 


メモリー-実用縫いと飾り縫い 



• メモリーの容量は1023模様です。 

• 実用縫いも飾り縫いも全て、プログラムしメモリーに記憶さ 
せる事が出来ます。 

• 模様は、実用縫いでも飾り模様でも、文字および数字を含 
む、どんな組合せでも記憶■保存出来ます。（例外は、ボタ 
ンホールとアイレツト） 

• 保存したデータは、電源を切っても、消去されることはありま 
せん。 

• いつでも、メモリーを呼び出して縫う事が出来ます。 


実用縫いと飾り縫いをプログラムする 

• メモリーの外部ボタンを押して、メモリーを開きます。 

• メモリー1をタッチして、メモリーのリストを開きます。 

• 空白のメモリーバンクを指定します。 

• 〇 K をタッチすると、前画面に戻ります。 

• 必要なステッチを選択します。 

• ステッチが、メモリーバーに表示されます。 

• 次のステッチを選択します。 

• 希望の組合せが完成するまで、この作業を繰り返します。 
• 保存するには、《保存》をタッチします。 


模様の組合せをブログラムする 
• ステツチの組合せをプログラムします。 
• ステツチ#407、#10 2と#711 
• 縫います。 

• 必要ならばくく保存》します。 


機能を使つた模様をブログラム 
• 模様をプログラムします。 

• 模様#413を一回入力。 

• 左右模様反転機能をタッチします。 

• 反転された模様をプログラムします。 
• 縫います。 


• メモリーを開きます。 

• 模様#104を一回入力。 

• 左右模様反転機能をタッチします。 

• 模様#104を一回入力。 

• 縫います。 

• 保存するには、《保存》をタツチします。 
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模様の組合せを一模様として縫う 
• 模様の組合せをブログラムします。 

• 模様#409と#616 

• —模様縫い機能を起動させます。（><2) 


• 組み合せた模様が二回りする毎に、ミシンは自動的に停止 
します。 

反転模様を入れた模様の組合せを繰り返す 

•所々に反転模様を入れたステツチの組合せをプログラム 


します。 

ステツチ#109と#414 



• —模様縫い機能を起動させます。 （ xl ) 

• 組み合せた模様が一回りする毎に、ミシンは自動的に停 
止します。 

メモリーに保存する 

•前節の使用説明書を御覧ください。 


隊ヒント 


刺繍糸を使った飾り縫いの組合せ 
• ステッチがより密に、豪華に出来ます。 


二枚重ねの生地にする模様縫い 
• 下の布がつれる事はありません。 


一枚布にステッチする場合 
_必ず安定紙をお使い下さい。 

縫い終わったら、取り除いて下さい。 
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メモリーを使った実用縫いと飾り縫い 


メモリー-文字と数字を縫う 

■ 1023種類の模様をメモリーに保存出来ます。 

■ 実用縫いも模様縫いも全てプログラムし、メモリーに保存出 
来ます。 

■ 文字および数字を様々な模様縫いと組み合せて、メモリー 
に保存することも可能です。（例外は、ボタンホールおよび 
アイレット） 

■ 電源を切ってもデータは保存されています。 

■ メモリーの内容は、いつでも呼び出して縫えます。 


BERM 

iMfi 


J 1 NLH 


2002 \ 

MM 


㈣ 



旧 


文字と数字をプログラムする 

• メモリーの外部ボタンを押して、メモリーを開きます。 

• メモリー1をタッチして、メモリーのリストを開きます。 

• 空白のメモリーバンクを指定します。 

• OK をタッチすると、前画面に戻ります。 

• 必要な文字を選択します。 

• 文字が、メモリーバーに表示されます。 

• 次の文字を選択します。 

• 希望の組合せが完成するまで、この作業を繰り返します。 
• 保存するには、《保存》をタッチします。 


文字のプログラムの例 

• 上記の手順に従って、メモリーバンクを開きます。 

• 文字の外部ボタンを押します。 

• ブロック体を選択します。 

• 巳 ERNINA とつづってみましよう。 

• ツールバーで、模様の繰り返し機能 X 1を起動します。 

• ステッチします。ミシンは最後の1文字を縫ったところで、自 
動的に停止します。 

• 保存するには、《保存》をタッチします。 

• 2倍の長さの文字にするには、模様の拡大機能 x 2を、プ 
ログラム前に選択しておきます。 

数字のプログラムの例 

• 文字のプログラムの例をご參照の上、文字の代わりに数字 
を選択してください。 

• ステッチします。最後の数字をステッチすると、ミシンは自動 
的に停止します。 

• 保存するには、くく保存〉〉をタッチします。 

小さなモノグラムの例 

• 上記の手順に従って、メモリーバンクを開きます。 

• 文字の外部ボタンを押します。 

• 9 mm の文字をタッチします。 

• ツールバーで、模様の繰り返し機能 x 1を起動します。 

• ステッチします。ミシンは最後の1文字を縫ったところで、自 
動的に停止します。 

• 保存するには、《保存》をタッチします。 

止め縫い 

• 止め縫い機能を選択します。 

• 最初と最後の文字が、止め縫いされます。 


プログラムしたら、一模様縫い機能を起動します。 

■ —度プログラムしたものを縫い終わるとミシンは停止します。 

一枚布に文字を刺繍する 
■ 必ず接着芯や安定紙を使って下さい。 

-縫い終わったら取り除いて下さい。 
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16 方向（パノラマ)縫い 

模様：直線縫い#39、ジグザグ縫い#40 
針：生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
糸：ミシン糸、刺しゅう糸 
送り歯：上 

押え金：横送り縫い押え No.40 C 

16方向縫い 
■ 創作的な装飾に 

■ 生地を回さずにキルティングが出来ます。 

画面上の右横のボタン 

■ 画面右横の《キルト/横送り縫いボタン》を押します。 
■ 《16方向縫い》にタッチします。 


模様の長さと幅 

直線縫い： 

• ステッチの長さは通常全ての方向に3ミリです。 

• 変える事は出来ません。 

ジグザグ縫い： 

• ステッチの長さはサテンステッチになつています。 

• 長さは0から1の間で自由に変える事が出来ます。 

• ステッチの幅は0から9の間で自由に変える事が出来ます。 




糸調子 

• 糸調子は16方向縫いを選択した時、自動的にセットされています。 



画面 

■ 直線縫いとジグザグ縫いが表示されます。 

_ “コンパス”が画面中央に表示されます。 

_押え金がコンパス中央に表示されます。 

■ 16方向を示すポイントが表示されます。 

_いずれかの方向にタッチして下さい。=縫う方向を選ぶワンステップで 
す。 

■ 続けて別の方向を押します。=素早く方向が変わります。 

_選択した方向は、画面に長い線で示されます。 


縫い方 

■ ステッチを選択します。 

■ もし必要ならステッチの長さと幅を調節します。 
_コンパスで方向を選びます。 

_縫い始めると選んだ方向に進みます。 


方向を変える 

■ 必要な長さを縫って、ミシンを停止します。 
_コンパスで別の方向を選択します。 

■ 縫います 0 

刺しゆう糸で縫う16方向縫い 
■模様がより密に豪華に見えます。 


二枚重ねの生地に16方向縫いを縫う 
■下の布がつれることはありません。 

一枚布に16方向縫いを縫う 

_裏に必ず安定紙かティッシュべーパーを当てて下さい。 
■ 縫い終わったら取り除きます。 


16方向縫い 

_いろいろな方向に創作を広げる事が出来るよう、他のステッチと組み合 
せて、メモリーにプログラムすることが出来ます。 
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16 方向（パノラマ)縫い 


16 方向（パノラマ)縫い 


ステッチ 

機能 

針 

糸 

送り歯 
押え金 


直線縫い#39 
ロングステツチ 

生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
ミシン糸、刺繍糸 
上 

横送り縫い押え NO .40 C 


16 方向を直線縫いでつないで縫う 

■ 横送り模様や、モノグラムを長い直線縫いでつないで縫いま 
す。 

■ 縫い終わったら、長い直線縫いの糸は切り取ります。 
ステッチの長さ 

■ ロングステッチでつなぐステッチの長さは 9 ミリです。（全方向 
共 )。 

■ 長さを変えることは出来ません。 


縫い方 

■ 直線縫いを選択します。 

■ コンパスで方向を選択します。 

■ ロングステッチ機能を起動させます。 

■ 選んだ方向に 9 ミリの長いステッチで縫います。 




メモリーを使ったロングステッチ機能のあとで 
• 直線縫いを使った16方向縫いを終わったら、忘れずにロング 
ステッチ機能をクリアして下さい。 

• 普通の模様縫いをしようとして、ロングステッチ機能が起動し 
たままで縫うようなひどい失敗は避けられます。 
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4方向の自動パッチ縫い(飾り縫いで四角やパッチを縫う) 


ステッチ 

針 

糸 

送り歯 
押え金 




パツチ縫いステツチ#41-#48 
生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
ミシン糸 
上 

横送り縫い押え N O .40 C 


4方向の自動縫い 

■ 生地を回さずに4方向に縫います。 

■ 洋服に継当てする時に。（特にズボンや袖などに） 

縫い方： 

飾り縫いで縫う四角や継当てのテクニック 
■ 画面右横の《キルト ’16 方向縫い》ボタンを押します。 

■ 4方向縫いボタンをタッチします。 

■ ステッチを選択します。 

■ 最初の縫い方向は前進にセットされています。 

■ パッチの端に押え金の右端をそろえて縫い、適当な位置で止めます。 

■ 左向きの矢印を画面でタッチし方向を変えます。 

■ 二番目の縁を縫います。 

■ 続けて、残りの布端を縫います。四角形や長方形を縫うときは、上から 
下へ、右から左へ（時計回りに）縫うのが最もきれいに仕上げるコツで 
す。 

■ ステッチのきわで余分なパッチを切りそろえます。 



パッチを縫う A 

• パッチを仕上がりより大き目に用意します。 

• 縫い付ける位置に当てます。 

U 

パッチを上手に縫うテクニック ^- 

• 画面右横の《キルト ■ 16方向縫いボタン》を押します。 

• 4方向縫いを選択します。 

• ステッチを選びます。 

• パッチの最初の縁を押えの右端に揃えて縫い始めます。（一模様縫い 
機能で 1-9 回の繰り返しをしてゆきます） 

• 右向きか左向きの矢印で方向を変えます。 

• 二番目の縁を縫います。 

• 正方形や長方形を縫うときには、上から下へ、右から左へに時計回り 
に縫うのがもっともきれいに仕上がります。 

• ステッチの際でパッチを切り揃えます。 

• 継ぎ当て個所の裏側でほころびを切り揃えます。 


模様の繰り返し縫い機能を使う 
• 模様の繰り返し機能1から9回を起動します。 

• 必要なステッチを、1回から9回までの希望の回数で指定します。 

• 4方向とも、同じステッチ数で縫われます。 

• 時計回りに縫うとよいでしよう。 

• その他、必要なステッチ数をメモリーに保存して縫うという方法もありま 
す0 


ir^ ヒント 

一模様縫い機能で継当てを縫う 

• 素早く効果的に出来るように一模様縫い機能を使います。 
継当てを縫う 

-時計方向に縫います。（右から左へ ) 

生地がひどくほつれている時 
• パツチを継ぎ当ての大きさにそろえます。 

• パツチのちょうど内側を縫います。 

パツチを切りそろえないままにします。 
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横送り模様縫い 


横送りステッチーアウトラインデザイン 


ステッチ： 横送りス テッ チ/組合せ文字 

針：生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
糸：ミシン糸/刺しゆう糸 
送り歯： 上 

押え金：横送り縫い押え NO .40 C 


横送り模様縫い 

■ アウトラインデザイン、つまりモチーフの輪郭だけを縫う模様縫い 
■ モノグラム 

■ 横送り模様は画面上にクロスした矢印で示されています。+ 


生地の送り 

■ 生地は普通通り前後に動きます。 

■ さらに左右にも動きます。 

糸調子 

■ 糸調子はステッチを選択した時に自動的にセットされています。 

サイズ 

■ 横送り縫いのサイズは変えることは出来ません。 

■ モノグラムは3種類のサイズ (30/20/15) で縫う事が出来ます。 



ステッチの長さと幅 

■横送り模様縫いの長さと幅は変える事が出来ません。 


バランス 

■ ステッチの出来上がりの感じは生地、安定紙、糸の質によって変わりま 
す。 

■ バランスを使って、選んだ生地にステッチを合わせることが出来ます。 

_ “バランス”の章を御覧ください。 


横送り模様縫いと機能 

■ 横送り模様縫いは、例えば反転模様機能などのように、画面上に表示さ 
れている全ての機能と組み合せることが出来ます。 


試し縫い 

• 必ず使おうとしている生地、安定紙、糸を使って試し縫いをすることが大 
切です。 

テンプレート(ソーイングの補助に使う） 

■ テンプレートはモチーフの位置を決めるのに使います。 

■ 横送り模様縫いは全てテンプレートのサイズです。 

(例外：中サイズと小サイズのモノグラム） 

■ 〇印は始点を示しています。 

■ X 印は縫い終わりを示しています。 

■ マーキングを簡単にするために始まりと終りには穴が開けてあります 
■ 縫う方向は押え金マークと破線で示されています。 

■ 押え金は常に線に平行に走るように縫います。 

■ テンプレートは説明書の中カバーの折り返しに挟んであります。 


中サイズと小さいサイズのモノグラム 

■ 縫い始めと縫い終わりが一本の線上にあるので、これらにはテンプレー 
卜は用意されていません。 

■ 文字を書くような感じで縫えます。 
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画面右横のボタン 

■ 画面右横の飾り縫いボタンを押します。 

■ 組み文字をするのには画面右横の文字ボタンを押します。 


画面 

■ クロスした矢印でマ_クされたモチーフの中から選択します。^^ 
-あるいは組み文字を選択します。 


縫い方 

■ 型板を使って、生地の上に縫い始めをマークします。 

■ 縫う方向に注意します。 

■ 針をさします。 

■ 生地の位置を決めます、そうすれば破線が押え金に平行に走 
ります。 



大きな生地に横送り模様を縫う時 

[l^r ■ 様々な方向に生地を動かすので途中で生地が絡まないように 
十分気をつけて下さい。 

_送り歯は重い生地を充分に動かす事ができないので、送り歯 
に負担を掛けないように、生地を押え金の周りで突っ張ったり 
しないように注意します。 


横送り縫いを縫う 

■ 生地を動かす時は、軽く触れて指先で送るようにして下さい。 

■ 縦に並べるように生地を押えて下さい。 

■ 生地を引っ張らないで下さい。 

■ 生地の上に消えるペンなどで平行線を引いて、模様のガイド 
線にします。 


横送り縫いと補助 テーブル 
-横送り模様には、補助テーブルは大変便利です。 

一枚布に横送り縫いを縫う場合 
■ 必ず安定紙を使って下さい。 

■ 縫い終わったら、取り除いて下さい。 

■ 横送り縫いの中には、続けて縫うことのできるバターンもあり 
ます。 
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横送り模様縫い 


横送り縫い-メモリーを使う 


メモリーを使った横送り縫い 

• 横送り縫いとモノグラムは全てブログラムでき、メモリーに保 
存することが出来ます。 

• しかしなが6、飾り縫いと違って続けて縫う事は出来ません。 

• 横送り縫いの始まりと終りはかなり特殊で、時にはステツチの 
内部で停止します。 


• 従つて、通常のステツチのように連続して模様をメモリーに記 


憶することはできません。 


メモリーを使って横送り模様やモノグラムを組み合せる方法 
■ 16方向縫いを使って、このような横送り模様やモノグラム 
を組合せ記憶することができます。 


方法 


メモリーをオープンし、文字をプログラムする。 
■ 画面横の 《 mem 》 ボタンを押します。 

■ ステッチを選択します。 

ステッチがメモリーに表示されます。 



テンプレートを使って間隔を決める 

■ 例えば、 F と G のテンプレートを使って、縫う位置を決めま 
す。 

■ 二つの文字の縫う方向を一致させます。 

■ 最初の文字が縫い終わる位置に、16方向縫いのテンプレ 
—卜上の押え金 マークを あわせます。 

■ 各テンプレートの縫う方向が一致しているのを確かめます。 

■ 次に縫う文字の始点を決めます。 

- 9ミリの送り回数を決めます。 

■ 方向と9ミリの送り回数をメモリーに記憶します。（第一章の 
“16方向縫い”も御参照ください） 

二番目の文字をプログラムする 
■ 二番目の文字をプログラムします。 

■ _模様縫い機能をプログラムします。 

■ 縫います。 



中および小さいサイズのモノグラム 

-中および小さいサイズのモノグラムはいつも直線上で縫い 
始め、縫い終わります。 

■ あたかも書いているように縫います。 

■ 従って、16方向縫いとこれらの文字を組み合せる事はとて 
も簡単です。 



横送り縫いとその他のステッチ 

• 横送り縫いと他のステッチを組み合せると楽しいデザインが 
作れます。 


横送り縫いと補助テーブル 
■補助テーブルは大変便利です。 
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バランス 

全ステッチは全て工場から出荷される時にテストされ、調整もす 
んでいます。 

種類の異なる生地、糸、安定紙でステッチに歪みがでることもあ 
り、縫目が伸びたり（間が離れてしまっている）、縮んだり（押しつ 
ぶされている）します。 

電気的なバランスで調整して生地にぴったりの完璧な形のステッ 
チになるように、歪みを修正する事が出来ます。 


ステッチ： すべてのステッチ 

針：生地に合わせてサイズとタイプを選びます 
糸：どんな糸でも良い 

送り歯：上 

押え金：画面の表示どおり 
試し縫い 

• いつも、これから使う生地、安定紙、糸を使って試し縫いをす 
ることはとても大切です。 


b 


/《ランスを起動させる 

■ 機能のツールバーにある矢印にタッチします。 

■ 画面をスクロールさせて、 《 b 》 機能を見つけます。 
《 b 》 にタッチします。 


バランスと実用縫い/9ミリの飾り縫い 


■ ジャージーやトリコットのように柔らかな生地は押え金の圧力 
で伸びる傾向があります。 

■ 従って、ネットステッチのような場合、網目がキチンと閉じた形 
にならないこともあります。 

■ これはバランス調整で正しい形にすることができます。 

■ 実際に選んだステッチがバランス画面に出ます。 

実用縫いのバランス 

• 正常なステッチの出来上がりの形が画面の中央に表示されま 
す。(例)ネットステッチ 

• 左右には、歪んだ形の例が示されています。 

• 画面の下にある矢印がステッチの形を調整する方向を示して 
います〇 


訂正 

• ステッチのバランスをとるために適当な矢印にタッチしてくださ 
い0 

• 訂正に何段階のステップが必要かは矢印の上に出ています。 

• 実用縫いのバランスには、ふつう 2—5 段階のステップを踏め 
ば充分でしよう。（最高は50ステップ） 

9ミリの飾り縫いのバランス 
• やり方は実用縫いの時と同じです。 

同じコンパクトステッチは修正の参考に、バランス画面に表示さ 
れています。 



縮んだ ステッチ開いた 
ステツチ ステツチ 
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✓《ランス 



• 横送り縫いをきれいに仕上げるには、生地、糸、安定紙が 
全て大切な役割を果たしています。 

• 時として修正が必要な場合もあります。 

バランス 

• 横送り縫いのステツチまたはモチーフを選択します。 

• バランスく < b » をタツチして、バランスを起動します。 

• バランス画面が表示されます。 

• 横送り縫いのステツチをバランス調整する場合、選択したモ 
チーフはいつでも表示された状態です。 

• ステツチは、画面の左半分の中央に表示されます。 

• ステツチの隣には、形のよくない例が表示されます。図では 
、左側が短過ぎ、右側は長過ぎます。 

• 画面の右半分には、横方向のバランスを修正するためのガイ 


ステッチが短過ぎ 
る状態ならば、こち 
らの矢印を使って 
修正します。 


ステッチが長過ぎ 
る状態ならば、こち 
らの矢印を使って 
修正します。 


横方向への歪み 
の修正は、こちら 
の矢印を使いま 
す 0 


ドが表示されています。 






縦に訂正する 

• もしもステッチの状態が、画面右側のものに近かったら、右 
側の矢印を使って修正します。パターンを短くすることがで 
きます。 

• もしもステッチの状態が、画面左側のものに近かったら、左 
側の矢印を使って修正します。パターンを長くすることがで 
きます。 

• 縦方向への修正は、通常、1ステップから5ステップ程度の 
繰り返しで十分です。（最高50ステップまで修正できま 

す。) 

• 10ステップ以上修正しなくてはならない場合、ステッチが少 
し縮小されます。 

• 試し縫いをしてから、必要ならば再度修正するようにすると 
よいでしよう0 


横に訂正する 

■ 横のバランスは、画面の右半分で行います。 

■ 縦のバランスを直した後は、時々ステッチが横方向に伸び 
ることがあります。 

■ 言い換えれば、中央の線が歪んで見えるのです。 

■ そこで今度は、反対侧こバランスを取りましょう。通常は、5 
ステップから10ステップの修正で十分です.(最大20ス亍ッ 
プ） 

■ 試し縫いをしてから、必要ならば再度修正するようにすると 
よいでしよう0 


ステッチ画面に戻る 

■ 修正がすべて完了したら、 OK をタッチして変更を確定、ス 
テッチ画面に戻ります。 

■ リセットをタッチすると、ステッチの状態は、修正を加える前 
(バランス画面を開いたときの状態）に戻ります。 
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